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この「ＩＢの学習者像」は、ＩＢワールドスクール（ＩＢ認定校）が価値を置く人間性を 10 の人物像として表して
います。こうした人物像は、個人や集団が地域社会や国、そしてグローバルなコミュニティーの責任ある一員と

なることに資すると私たちは信じています。

3

探究する人
私たちは、好奇心を育み、探究し研究するスキルを身につけま
す。ひとりで学んだり、他の人々と共に学んだりします。熱意
をもって学び、学ぶ喜びを生涯を通じてもち続けます。

知識のある人
私たちは、概念的な理解を深めて活用し、幅広い分野の知識を
探究します。地域社会やグローバル社会における重要な課題や
考えに取り組みます。

考える人
私たちは、複雑な問題を分析し、責任ある行動をとるために、
批判的かつ創造的に考えるスキルを活用します。率先して理性
的で倫理的な判断を下します。

コミュニケーションができる人
私たちは、複数の言語やさまざまな方法を用いて、自信をもっ
て創造的に自分自身を表現します。他の人々や他の集団のもの
の見方に注意深く耳を傾け、効果的に協力し合います。

信念をもつ人
私たちは、誠実かつ正直に、公正な考えと強い正義感をもって
行動します。そして、あらゆる人々がもつ尊厳と権利を尊重し
て行動します。私たちは、自分自身の行動とそれに伴う結果に
責任をもちます。

心を開く人
私たちは、自己の文化と個人的な経験の真価を正しく受け止め
ると同時に、他の人々の価値観や伝統の真価もまた正しく受け
止めます。多様な視点を求め、価値を見いだし、その経験を糧
に成長しようと努めます。

思いやりのある人
私たちは、思いやりと共感、そして尊重の精神を示します。人
の役に立ち、他の人々の生活や私たちを取り巻く世界を良くす
るために行動します。

挑戦する人
私たちは、不確実な事態に対し、熟慮と決断力をもって向き合
います。ひとりで、または協力して新しい考えや方法を探究し
ます。挑戦と変化に機知に富んだ方法で快活に取り組みます。

バランスのとれた人
私たちは、自分自身や他の人々の幸福にとって、私たちの生を
構成する知性、身体、心のバランスをとることが大切だと理解
しています。また、私たちが他の人々や、私たちが住むこの世
界と相互に依存していることを認識しています。

振り返りができる人
私たちは、世界について、そして自分の考えや経験について、
深く考察します。自分自身の学びと成長を促すため、自分の長
所と短所を理解するよう努めます。

ＩＢの学習

者
像

ＩＢの学習者像
すべてのＩＢプログラムは、国際的な視野をもつ人間の育成を目指しています。人類に共通する人間らしさと
地球を共に守る責任を認識し、より良い、より平和な世界を築くことに貢献する人間を育てます。

ＩＢの学習者として、私たちは次の目標に向かって努力します。

ＩＢの使命
IB mission statement
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初等教育のための国際教育カリキュラムの枠組み

はじめに

本資料は、国際バカロレア（ＩＢ）初等教育プログラム（ＰＹＰ）での児童の学習のすべ

てにかかわる詳細な手引きです。ＰＹＰは、「本物」の学習こそが最も効果的であると確信

しています。すなわち、学習が「児童にとって本当の」世界に即したものであるとき、そ

して教科の枠をこえた学習であるときに、最も効果的な学びが行われるということです。

そこでは、学びは従来の教科学習の範囲に限られることなく、それぞれの教科がお互いを

支援、強化していきます。それは、一人ひとりの児童が個々の発達に合った方法で意欲的

に参加するプログラムであり、学校がこれを、誰にでも開かれた、インクルーシブな方法

で実施することを意図しています。

本資料は、一連の学習目標（「私たちは児童に何を学んでほしいのか」）のためのいわゆ

るカリキュラムの手引きです。しかし同時に、優れた授業実践（「どうしたら児童はより良

く学ぶことができるのか」）の背景にある理論や運用のための手引きでもあり、また、効果

的で適切な評価（「私たちはどのようにして児童が何を学んだかを知るのか」）の手引きで

もあります。ＰＹＰカリキュラムは、結びつきや反復が特徴的なモデルで、この３つの部

分から成るカリキュラムモデルが、プログラムの実施に用いられています。

ＰＹＰは幅広い調査研究と、経験―さまざまな国公立および私立学校、また一貫した国

際教育プログラムを提供しているＩＢワールドスクール（ＩＢ認定校）などで行われてい

る優れた取り組みの組み合わせに基づいています。本資料に示した考え方を実践に移すた

めには、教師は自分の授業計画や評価方法を組み立て、自らの仕事を評価しプログラムの

実施が成功しているかを確認するために、本資料に含まれた実用的な素材を使うことが必

要不可欠です。ＩＢ資料（英語版）『The PYP in the early childhood years (3-5 years)（幼児期

のＰＹＰ（３～５歳））』（2000年刊行）とＩＢ資料（英語版）『PYP assessment handbook（ＰＹＰ評

価ハンドブック）』（2000年刊行）がこの改訂版資料には盛り込まれています。

本資料は、時に矛盾する、多方面からの圧力に答えることを余儀なくされる学校のリー

ダーたちが提起した実践上の疑問に対する答えでもあります。行動に必要な具体的なアイ

デアと直結した、主要な課題に関する簡潔でわかりやすい解説は、ＩＢが提供できる最高

のアドバイスであり、リーダーとはいえ支援を必要とする学校の管理職の皆さんにとって

も、役立つものでしょう。ＰＹＰでは、授業の改善、すなわち変化は、学校全体での改善が

行われたときにしか起こらないと認識しています。このプロセスにおける学校のリーダー

が担う役割は非常に重要であり、すなわちＰＹＰカリキュラムの枠組みを実施するために

は、学校のリーダーたちによる現場での支援、さらにリーダーたちの実践的な関与が不可

欠なのは明らかです。本資料にはＰＹＰ校校長とコーディネーターのためのサポート資料

も含まれています。
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ＩＢは、学び合う者たちの国際的なコミュニティーにおいて、児童、教師、保護者や学

校管理職にとってのそれぞれの「学び」の質を向上させるために協力して努力していく中

で、これらの資料がその役割を果たし、有用なリソースとなることを確信しています。
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初等教育のための国際教育カリキュラムの枠組み

ＰＹＰの原動力となる信念と価値観とは何か

私たちは国際教育のあるべき姿をどう考えているか
ＰＹＰは、国際教育の本質に対する確固とした理念をもっており、それを原動力として

プログラムは実施されています。以下にこの理念を示します。第一に、「ＩＢの使命」に

は、国際教育プログラムを推進し発展させる組織としての、ＩＢの全体的な使命が示され

ています。第二に、「国際的な視野：ＰＹＰの視点」の項目では、ＰＹＰ校での教育の成果

によって定義される私たちの信念や価値観を示します。ＩＢは、カリキュラムのねらいを

含んだ「学習者像」を通してこの教育を定義しています。

加えて、より一層国際的な視野をもった学び合う者たちのコミュニティーとなる努力を

進めるうえで、さらに検討し発展させる価値のあるＩＢ認定校での指針と実践を本項で示

します。

「国際バカロレアの使命」

国際バカロレア（ＩＢ）は、多様な文化の理解と尊重の精神を通じて、より良い、より平

和な世界を築くことに貢献する、探究心、知識、思いやりに富んだ若者の育成を目的とし

ています。

この目的のため、ＩＢは、学校や政府、国際機関と協力しながら、チャレンジに満ちた国

際教育プログラムと厳格な評価の仕組みの開発に取り組んでいます。

ＩＢのプログラムは、世界各地で学ぶ児童生徒に、人がもつ違いを違いとして理解し、自

分と異なる考えの人々にもそれぞれの正しさがあり得ると認めることのできる人として、

積極的に、そして共感する心をもって生涯にわたって学び続けるよう働きかけています。

国際的な視野：ＰＹＰの観点
ＰＹＰでは、「国際的な視野」をより明確な言葉で定義づける試みと、実践を通じてその

理想に近づけようとする努力を、ＰＹＰ校の使命の中心として位置づけています。

ＰＹＰを提供する学校は多種多様であり、その成り立ちは複雑です。同時に、ＰＹＰの

コンセプトそのものも簡単には言い表せない性質をもっています。この点を考慮すれ

ば、ＰＹＰを単純な定義で表現しようと試み、それが現実の厳しい教育現場でそのまま機

能すると期待するのは現実的とはいえないでしょう。むしろ、ＩＢは、ＰＹＰの定義は複

合的なもので、本資料全体にわたって議論されているさまざまな要素がからみ合って映し

出されたものだと考えています。
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ただし、ＰＹＰの創設以来これらの要素を吟味してきた結果、最も説得力があり、かつそ

れぞれの認定校に共通するＰＹＰの本質的な部分として、ある１つの側面が浮かび上がっ

てきたことも事実です。それは、我々が「こうあって欲しい」と望むＰＹＰの卒業生の姿

です。それは、自分の価値観の構築に奮闘しながらも、やがて発展し花開く自らの国際的

な視野の土台をしっかりとつくることのできる児童です。このような児童の特質は「ＩＢ

の学習者像」として提示されています（図１参照）。「ＩＢの学習者像」は、ＰＹＰにおけ

る国際的な視野とは何なのかを定義する中心となるもので、学校が教育に集中するための

方向性を与えるものです。ＩＢ認定校は「ＩＢの学習者像」に示されている特質が具現化

された児童を世界に送り出すことを誇りに思うでしょう。

ＩＢは、「ＩＢの学習者像」が特定の価値観に基づいたものであることを認識しており、

当然のことながらそれはＩＢの支持する教育に基づいたものであり、ＩＢが信じている国

際教育のあり方を体現したものです。「ＩＢの学習者像」に示される特質は、ＩＢプログ

ラムで学ぶすべての初等教育期の児童にとって、適切で、習得可能なものです。教師は児

童の年齢や発達に応じて、適切な方法でこれらの特質を解釈する必要があります。つまり

ＩＢプログラムの適応性と汎用性は、ある意味では各学校の文化において「ＩＢの学習者

像」の特質がどのように現れているかによって変化するものだということができるでしょ

う。

ＰＹＰでは、プログラムに参加する児童がさまざまな背景をもち、豊富な経験をもち合

わせていることを認識し、その真価を正しく受け止めます。すべての教師は、「ＩＢの学習

者像」に基づいて児童の発達を評価する義務があります。それは、プログラム全体のすべ

ての児童に影響を与えます。学校は、すべての児童に対して、「ＩＢの学習者像」に示され

た特質の発展における進度状況を評価し、報告する義務を負います。

では、ＰＹＰ校とは何でしょう。これは、所在地、規模、（児童の属性の）構成比率にか

かわらず、国際的な視野をもった人を育成するために取り組む学校のことです。国際的な

視野をもった人とはどんな人でしょう。これは、「ＩＢの学習者像」に示された特質をもっ

た人のことです。

「ＩＢの学習者像」

すべてのＩＢプログラムは、国際的な視野をもつ人間の育成を目指しています。人類に共

通する人間らしさと地球を共に守る責任を認識し、より良い、より平和な世界を築くこと

に貢献する人間を育てます。

ＩＢの学習者として、私たちは次の目標に向かって努力します。

探究する人 私たちは、好奇心を育み、探究し研究するスキルを身につけま

す。ひとりで学んだり、他の人々と共に学んだりします。熱意

をもって学び、学ぶ喜びを生涯を通じてもち続けます。

図１
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「ＩＢの学習者像」

知識のある人 私たちは、概念的な理解を深めて活用し、幅広い分野の知識を

探究します。地域社会やグローバル社会における重要な課題や

考えに取り組みます。

考える人 私たちは、複雑な問題を分析し、責任ある行動をとるために、

批判的かつ創造的に考えるスキルを活用します。率先して理性

的で倫理的な判断を下します。

コミュニケーションが
できる人

私たちは、複数の言語やさまざまな方法を用いて、自信をもっ

て創造的に自分自身を表現します。他の人々や他の集団のもの

の見方に注意深く耳を傾け、効果的に協力し合います。

信念をもつ人 私たちは、誠実かつ正直に、公正な考えと強い正義感をもって

行動します。そして、あらゆる人々がもつ尊厳と権利を尊重し

て行動します。私たちは、自分自身の行動とそれに伴う結果に

責任をもちます。

心を開く人 私たちは、自己の文化と個人的な経験の真価を正しく受け止め

ると同時に、他の人々の価値観や伝統の真価もまた正しく受け

止めます。多様な視点を求め、価値を見いだし、その経験を糧

に成長しようと努めます。

思いやりのある人 私たちは、思いやりと共感、そして尊重の精神を示します。人

の役に立ち、他の人々の生活や私たちを取り巻く世界を良くす

るために行動します。

挑戦する人 私たちは、不確実な事態に対し、熟慮と決断力をもって向き合

います。ひとりで、または協力して新しい考えや方法を探究し

ます。挑戦と変化に機知に富んだ方法で快活に取り組みます。

バランスのとれた人 私たちは、自分自身や他の人々の幸福にとって、私たちの生を

構成する知性、身体、心のバランスをとることが大切だと理解

しています。また、私たちが他の人々や、私たちが住むこの世

界と相互に依存していることを認識しています。

振り返りができる人 私たちは、世界について、そして自分の考えや経験について、

深く考察します。自分自身の学びと成長を促すため、自分の長

所と短所を理解するよう努めます。

図１（つづき）

さまざまな要素を包括して「カリキュラム」と呼ぶＰＹＰですが、その幅広さをもって

しても「カリキュラム」をこなしていくだけでこの「学習者像」の実現が成し遂げられる

ことはありません。「学習者像」には信念や価値観が具体的に表現されています。その信
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念や価値観を原動力として機能するカリキュラム内のさまざまな要素は、一つ一つがプロ

グラム全体の成功に寄与する要因であり、それらすべての要素に「学習者像」の実現はか

かっているのです。

ＰＹＰ校では「学び合う者たちのコミュニティー」において、	
どのように国際的な視野を育むか
ＰＹＰでは、学校を「学び合う者たちのコミュニティー」と定義しています。効果的な

教育方法に関する研究は、脳研究や認知についての分野を中心に拡大を続けており、この

ため、教師は生涯学び続ける必要があり、生涯学び続ける人であると認識されなければな

りません。学校が、効果的で継続的な教員研修を責任をもって行うことこそが、児童の学

習向上のために変化を受け入れる勇気と実行力をもった学校であるという証明になりま

す。ＰＹＰを導入するという決断と実行が学校の文化に及ぼす影響は大きく、ときに驚く

べきものです。

ＰＹＰ校では、「自校の使命」が、「ＩＢの使命」と調和している必要があり、これは「学

習者像」とともに、学校のコミュニティーに活気をもたらし、「指導」と「学習」のどちら

にも著しい影響を及ぼします。

ＰＹＰでは、国際教育とは何か、という理念的観点を学校へ提供するだけではなく、

基
エッセンシャル・エレメント

本 要 素 を折り込んだカリキュラムの枠組みを規定しています。基本要素とは、知識、

概念、スキル、姿勢、および行動で、これらは「学習者像」に反映されており、学校カリ

キュラムを作成する際の参考となるものです。これらの基本要素がどのようにカリキュラ

ム作成時に役立つかは、本資料で後述します。

基本要素の 1 つに、いくつかの特定の姿勢を奨励するというものがあります。この姿勢

とは、感謝、根気、自信、協調、創意工夫、好奇心、共感、熱意、主体性、誠実、尊重、

および寛容と表現されます。いくつかの姿勢は「学習者像」に示される人間性の発達に直

接的に結びついており、例えば、「共感」は「思いやりのある人」に成長するための要因と

なります。一方、姿勢の中には複数の「学習者像」の特質の発達に幅広く影響を与えるも

のもあります。「学習者像」に示される特質とそれぞれの姿勢が、１対１で対応している

と考えることは単純な考えであり、むしろ間違いであるといえます。また、姿勢の発達に

焦点をあてることが、「学習者像」に示される特質の発達に必ず結びつくとも言い切れま

せん。それよりも、児童自身が自分の周りの世界において価値ある姿勢とされているもの

を認識すること、そして自分でそれらの姿勢をはっきりと表現できるようになることが、

「学習者像」の考え方に沿った成長へとつながっていくと考えられています。

ＩＢはすべてのプログラムに共通する実践要綱および要件を開発し、それはそれぞれの

プログラムに必要とされる実践内容で支えられています。これらの基準は複雑なモデルを

もつ国際教育をサポートするために開発され、各プログラムがそれを具体化しています。

例えば、理念と関係している基準Ａ４では、「学校は、学校コミュニティー全体において、

国際的な視野の育成を図り、『ＩＢの学習者像』に示される特性の奨励に努めること」とさ

れています。さらに、それをサポートする基準Ｃ２．７では、「『指導計画』は個人、地域社
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会、国、および世界の諸課題に対して意識を高めるよう奨励するものであること」とされ

ています。

ここで述べておきたいのは、ＰＹＰ校では７歳以上の児童に指導言語以外の言語教育を

提供することが必須となっているということです。母語以外の言語に児童が触れること

で、異文化理解が広がり、多様なものの見方を認識できるようになります。基準と実践要

綱の完全なリストは、ＩＢのホームページ、http://www.ibo.org	とＩＢ資料（英語版）『PYP 

Coordinator’s handbook（コーディネーターズハンドブック）』に公開されています。

ＰＹＰ校では、身体的、社会的、知的、美的、文化的といった、児童が必要としている多

様なニーズを教師が認識し、それに応える努力をすることを通して、児童の意欲を喚起し、

関連性があり、チャレンジに満ちた、意味のある学習を実施していきます。加えて、ＰＹＰの

児童が体験する学びのもう１つの特徴に、教科の枠をこえたモデルというものがあります。

ここでは、幼児期を含む初等教育全体を通して、従来科目の範囲を超えた地球規模での重

要性をもつテーマが学習の枠組みとなります。これらのテーマは人間のありようを認識

し、人間の経験には共通するものがあるということへの理解を促します。児童たちは、一

人ひとりの経験や固有の背景に基づく観点をそれぞれにもっています。その多様な観点を

もち寄り、協働的にこの共通の基盤を探究します。児童たちはここで経験を共有し合うこ

とで、ローカルな地域社会や国内のコミュニティーといった枠を超え、他者に対する理解

や感受性を養うことができます。それはプログラムの中心であり、国際的なものの見方を

育むために不可欠な要素でもあり、そのためにはまず、それぞれの児童がクラスメートの

観点でものごとを考え、その立場を思いやる能力を身につける必要があります。

ＰＹＰ校で実践されているような、「学習者像」や、国際的な視野を身につけるために必

要なその他の要素を見てみると、それはインターナショナルスクールにおいてだけでなく、

国内の一般校においても望ましい要素であると思われるのではないでしょうか。幸い、国

際的な視野をもった教育の実施は、インターナショナルスクールだけがもつ特権ではあり

ません。これはすべての学校がもつべき理想であり、特にＰＹＰ校にとっては必要不可欠

なものなのです。

まとめると、ＰＹＰ校で「国際的な視野」の証拠を確認するためには、教師は児童が何

を学び、その学びをどのように実践しているかという点に注目し、そして学校というコミュ

ニティーの中でどのように彼らを育てていくことができるかということを考え続ける必要

があるということです。教師は、児童が自分の「学校での生活」、「家庭での生活」、「社会

での生活」の間に相互のつながりを見いだすことができているかどうかを確認する必要が

あります。これらのつながりの発見を手助けすることで、学習と人生が直結していること

を児童が見いだすことができれば、将来の学習への確固たる礎を築くことができます。こ

のような教育をつくりだし、成功の兆候を見極めるための惜しみない努力の中で、教師、

校長、そして学校のすべての管理者たちはあらゆるところに常に目を配っていなければな

りません。なぜならば、ＰＹＰ校がもっているべき特質は、その学校が掲げる教育理念か

ら、校則や運営方針、日々の実践の内容に至る、ありとあらゆることを通じて現れている

からです。
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子どもがどのように学習するか―私たちは何を信じているか
私たちは子どもがどのように学習するか、ということに対してある信念をもってお

り、ＰＹＰカリキュラムモデルはその信念に基づいています。それは、その構成主義的なア

プローチに最もはっきりと集約されます。学習者は個々の経験やそれまでの学習を通し、

世界がどのように機能しているのかという信念をもっているとされます。それらの信念、

モデル、構成概念は、新しい経験やさらなる学習によって再検討されます。私たちは、自

分の人生や自分たちを取り巻く世界に意味をもたせようと葛藤する中で、自分の世界観を

構築し、検証し、確認・修正することを絶えず繰り返しているのです。

ヴィゴツキーは「学習」についてこう定義しています。「個人がもつ過去の知識と新しい

知識が結びつき、新しい意味が形成されること（ウィリアムスとウッズ、1997）」。したがっ

て、指導を計画する際には、児童がすでにもっている知識を確かめることが重要です。そ

のうえで、カリキュラムを通してさまざまな経験の機会を児童に与えたり、さまざまな機

会を与えてくれる環境に児童を置く、ということを行います。ここで彼らは、自分のもっ

ている知識を試し、修正し、過去と現在の認識との間につながりを見いだし、自らの世界

観を自由に構築する機会を得るのです。

ブルーナー（1990）とガードナー（1993）らの理論家も、カリキュラム教育の焦点は、学

習者がすでにもっている知識と個々の学習スタイルを、新しい経験を媒介としてつなぎ合

わせることを教師が助ける、そんな形式にシフトしていくべきだと論じています。ＰＹＰで

は、計画された探究を通して、児童が自分を取り巻く世界に意味をもたせ、理解を深める

機会を提供することで、この教育的な挑戦に挑んでいます。児童の学習と、世界を理解し

ようとする試みは、基本的にはコミュニケーションや協働作業といった社会行動にあたり

ますので、この探究は１人でも、２人でも、それ以上の人数のグループ学習でも取り組む

ことができます。

ＰＹＰ校では、教師が新しい経験を計画したり、児童の新しい経験に対する考え方を支援

したりすることが、児童の知識・理解・概念の発達にとってなくてはならないものとなっ

ています。概念の発達とは、抽象的な概念を理解したり、それらの間につながりを見いだ

したり、物事を概念的に捉えたりする能力を指します。ＰＹＰでは発達と学習には相互関

係があると認識しており、ＰＹＰカリキュラムの枠組みでは教科間あるいは教科を超えて

使うことができる概念の発達が可能になります。

このプログラムでは、自分たちの生きている世界への理解を深めようと努力し、その中

で自分らしく機能しようとし、知らなかったことを知り、本物と本物でないものを見分け

られるようになり、何が適切で何が適切ではないかを判断できるようになろうと葛藤する

児童を支援します。これを実現するためには、児童は大量の情報をよくまとめ、効果的な

方法で活かしていかなければなりません。

ＰＹＰでは、学習が最も効果的に成されるのは、学習内容が児童を取り巻く世界と本質

的に結びついている場合であると信じており、学校から課せられるだけの不自然なもので
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あってはならないと考えています。知識や技能の習得、物事の意味と理解の探究には、現

実と関連性のある内容を通して行うのが最善の方法です。ＰＹＰ校は児童に、意欲を喚起

し、関連性があり、チャレンジに満ちた、意味のある学習機会を提供し、以下のような刺

激的で挑発的な学習環境を提供するべきです。その環境では、以下のようなことが行われ

ます。

•	大人は、児童が自らの学習を大切にし、自分の学習に責任をもつことに前向きに取

り組めるよう、気を配りながらその過程の手助けをするファシリテーターです。

•	児童は有能であると評価され、発言を推奨されます。

•	児童は好奇心をもち、知りたがりで、おおいに質問し、身体的・社会的・知的に周

囲の環境を探究し、それとかかわりをもつことを奨励されます。

•	明確な学習成果と学習プロセスが児童に公開されます。

•	児童は自らの学びを極め、その主導権を握る、自主的で自発的な学習者となるため

の葛藤の過程で支援を受けます。

•	複数の児童の間では能力や学習スタイルに幅があるため、それぞれに応じて学習経

験の差別化が図られます。

•	すべてのＰＹＰ教師の間で協働作業が頻繁に行われ、この国際教育プログラムのコ

アにある、教科の枠をこえたモデルを実施するという決断と実行があります。

ＰＹＰでは幼児期における経験が将来のすべての学習の基礎となると考えています。こ

の時期は、身体的・社会的・情緒的・知的・美的分野においての成長が特に著しいという

調査結果があります。この時期が学習にとってきわめて重要な時期であると認識し、学び

を最大化することは我々教育者の責務です。

成長というものは通常は認識可能で、予測可能な方向性において起こりますが、その現れ

方は人それぞれで、子どもごとに成長の仕方もその速度も異なり、一定ではありません。

多くの子どもにとって幼児期というこの時期は、家族以外の最初のグループ生活を経験し

たり、新しい環境へと物理的に転換する最初の時期です。学校側はこの転換が成功するよ

う、新しく出会う大人や仲間と安全で信頼ある関係を結べるよう、最大限の努力を払うべ

きです。

幼児期の児童を担当する教師は、子どもが興味をもっている分野を応援し、自尊心や自信

をつけさせ、彼らが自発的に行うことに対応し、すべての認知領域において適切な方法で技

能の開発を支援することが奨励されます。子どもは誕生時から好奇心旺盛です。ＰＹＰが

提供する学びの枠組みは、彼らが生涯を通じて積極的に探究し、学び続ける人となるため

に不可欠な支援となるのです。
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初等教育のための国際教育カリキュラムの枠組み

カリキュラムとは何か

ＰＹＰの目標の１つは、３～12歳の児童向けに、意欲を喚起し、関連性があり、チャレ

ンジに満ちた、意味のある教科の枠をこえたカリキュラムを作成することです。初等教育

のための国際教育カリキュラムを開発するうえで、ＰＹＰはカリキュラムという定義を広

く、誰にでも開かれた、インクルーシブなものとしています。ＩＢは以下のような信念を

もっています：

•	すべての児童がプログラムに可能な限り最大限に参加できるよう支援する。

•	児童の学習にはあらゆる活動が影響を与えるため、学校は責任をもって教室の内・

外で行われるすべての活動のカリキュラムを組む。

ＰＹＰ校は、学校が責任をもつすべての「指導」と「学習」は、ＰＹＰの理念が行動に

移されたものであることを示さなければなりません。ＰＹＰの影響は学校全体に広がるも

ので、学校コミュニティーの機能におけるあらゆる面に明確な影響を与えます。学校のす

べての関係者は、ＰＹＰの影響が学校の隅々にまで行き渡り、全体を包み込むように染み

渡ってくることを受け入れなければなりません。それが「変化」を児童にとってより良い

ものとします。どの教師がいつ児童の担当になっても影響がないように、教育に一貫性を

もたせることもＰＹＰのねらいの１つです。

また、ＰＹＰ校は常に継続的に改善に努めていくものですので、指導計画、つまり課題・

コンセプト・アイデアを文書として作成し、発展させていくことは不可欠です。しかし、

これだけでは十分ではないことも当然のことながら明らかです。

世界中の学校で働く教師たちが、指導計画の中の共通事項をそれぞれの解釈で日々の教

育において実行することで、ＰＹＰ校のグローバル・コミュニティーにおけるつながりが

強化されます。ＰＹＰにおいて、方法論、すなわち授業方法、実際の授業方法の検証と改

善、そして校内研修の提供に同様に重きが置かれるのは、このためです。

ＰＹＰが定義するカリキュラムの第３の構成部分は評価計画です。これは、一人ひとり

の児童の実際の学びを評価するものです。評価計画はしばしばおざなりにされたり、不適

切に実施されることがあります。学びに焦点をあてた、確実で、目標を明確にした、幅の

ある評価方法の開発は、カリキュラムにバランスと整合性をもたらし、教師たちにその目

的を再認識させるものとなります。

ＰＹＰのカリキュラムは、つまり、３つの構成部分が相互に関係しあって成り立ってい

ると定義されます。ＰＹＰが探究に取り組むことを柱にしていることを踏まえ、この３つ

の構成部分は以下の３つのオープンエンド型の問いによって表現されます。この一つ一つ

の問いは、教師に児童の学習をどのように導いていけばいいかを深く考えさせるものです。
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私たちは何を学びたいのか 指導計画
知る価値のあることを特定する枠組み

私たちはどうしたらより良く学べるか 授業方法
優れた授業についての理論と応用

私たちはどのようにして何を学んだかを
知るのか

評価計画
効果的な評価についての理論と応用

ＰＹＰでは、それぞれの問いにおいて、対象として児童を直接指すのではなく、「私た

ち」という代名詞を用います。これは、学校は「学び合う者たちのコミュニティー」である

というＰＹＰの信念に由来します。学校の第一の責務は児童の学習であることを理解しつ

つも、学校というコミュニティーでは誰もが学習者であると捉えるよう奨励しています。

教師は児童一人ひとりのニーズや能力を継続的に把握し、どのような内容に興味をもって

いるかを知り、また、自らの教育方法に関する研究を怠ることなく、継続的にプロとして

技能を磨いていく必要があります。

このような問いを提示することは、教師が児童に対して同様の問いを提示する動機づけ

となります。児童にカリキュラムの枠組みとＰＹＰの独自性を認識させ、自分たちの学習

について直接考える機会を与えます。

ＰＹＰ資料では、複合的なカリキュラムモデルとして、同じ重要性をもつこれら３つの

問いが提示されています。図２の両矢印は、学校のカリキュラムの開発・導入・評価は反

復するもので、それぞれの要素が他の２つを強化していくものであることを示していま

す。ＰＹＰが定義するカリキュラムは、評価で完結する直線的なモデルではありません。

むしろ、３つの要素が全体を通じて紡ぎ合わされる、きめ細かく調整されたプロセスであ

ることがこの図では表現されています。ここでは、従来型の教育モデルと比較し、より早

い段階で、より深く学習成果の評価についての検討が必要となります。

学習者による意味の構築 : ＰＹＰが定義するカリキュラム

図２

私たちは
何を学びたいのか

学習者による
意味の構築

私たちは
どうしたら

より良く学べるか

私たちは
どのようにして
何を学んだかを
知るのか
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初等教育のための国際教育カリキュラムの枠組み

私たちは何を学びたいのか（指導計画）

ＰＹＰにおいては、基本的な知識とスキルの習得、概念的理解の発達、ポジティブな姿

勢の提示、責任をもった行動を取れることのすべてのバランスが保たれていることを目指

します。

このバランスを達成するため、指導計画の５つの基本要素が重要視されます。図３にこ

れらを示します。

指導計画の基本要素

知識 児童のこれまでの経験と理解を踏まえた上で、児童に探究し知って

もらいたいと私たちが願う、重要性が高く児童自身との関連性の高

い内容

概念 教科との関連性があり、かつその範囲を超越して使用できるもの

で、一貫性のある深い理解を得るために児童が探究を重ねなければ

ならない説得力のある思想

スキル 刻々と変化する、課題の多い世界において成功するために児童が習

得しておかなければならない、特定の教科に関する、そして教科の

枠をこえた性質の能力

姿勢 学習、環境、人間に対して抱く基本的な価値観、信念、思いの表れ

である性質

行動 責任ある行動の中での責任あるふるまいを通した、より深い学習の

証明。他の基本要素の実践の結果として表れるもの

図３

ＰＹＰの指導計画は児童の発達に沿った形で計画され、活用されるべきです。短期的に

効果があるのかではなく、児童の長期的な成長において何が最適なのかという観点から、

児童が何を学ぶべきか、何を習得すべきなのかを考慮に入れなければなりません。また、

それは個々の児童のニーズ・興味・能力に基づいたものであるべきです。この発育的な方

針では、以下の点が考慮されます。
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•	その年頃において標準的な特性、能力、興味

•	それぞれの児童の学ぶスピードの違いと、その年頃においてみられる標準的な能力

差の幅

•	それぞれの成長パターンは複雑なもので、単純に連続的ではないこと

•	学びとは知的、社会的、そして個人的な要素のバランスであり、そのどれもが大切

でそれぞれが結びついているということ

•	児童の成熟度は、それぞれの児童がすでに経た発達段階と、過去に得た肯定的、ま

たは否定的な評価によるところが大きいということ

これら５つの要素は指導計画の項の一部として示されていますが、これらはＰＹＰカリ

キュラムモデル全体を通して反復されるべきものです。

この後のセクションでは、読者にそれぞれの要素の重要性、なぜ、そしてどのようにそ

の要素が選ばれるに至ったのか、そしてそれらが実際の授業にどのように導入されるのか

を理解できるように、各要素をさらに掘り下げていきます。

知識：児童に学んでほしいことは何か
ＰＹＰ校における知識体系を特定することは可能か
国際教育プログラムを導入する学校が特に直面する難題を考慮すれば、ＰＹＰのカリ

キュラムモデルが一貫性があり、柔軟で、解釈可能な指導計画の概要を含んでいること、

そしてその内容がＩＢ、「ＩＢの使命」、「ＩＢの学習者像」に沿った知識体系を形成してい

ることはきわめて重要なことです。この考えは、児童に国際的視野の形成を促す教育を目

的とする学校においては、一定の知の領域は（それはあらゆる児童にとっ	て重要ではある

ものの）ひときわ、意味をもつものである、という信念に基づくものです。

「言語」、「算数」、「社会」、「理科」、「体育（身体・人格・社会性の発達）（ＰＳＰＥ）」、

そして「芸術」、といった従来の教科の重要性も認識されており、実際にＰＹＰカリキュラ

ムモデルを構成する要素として挙げられています。これらの教科それぞれの基礎を形成し

ている知識、概念、技能がＰＹＰにどのように反映されているかは、本資料の最後に付録

として記載しています。

各教科における年齢層ごとの到達目標が「学
ス コ ー プ

習範囲と順
シーケンス
序」の資料に詳細に記載されて

います。これらは、見本資料として学校に提供されています。この「学習範囲と順序」を

導入する学校もあるでしょうし、地域、国ごとに定められた教科ごとのシラバスを使用す

るＰＹＰ校もあるでしょう。また、ＰＹＰにおいては、ＩＣＴ（information and communication 

technology、情報・コミュニケーション技術）は１つの教科としてではなく、カリキュラム

を通じて学習を促進するツールとして認識されています。

ＰＹＰでは、各教科ごとに児童を教育する必要性も認識されていますが、これだけでは

不十分だと考えられています。同様に重要なのは、実践に即したスキルを習得すること、

児童に関連の高い内容を探究すること、そして既存の教科の垣根を越えて学習することで

す。「真の意味で教養を身につけるには、児童はそれぞれの教科の間に関連を見いだし、
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別々のテーマを統合する方法を発見し、最終的には学んだことを自分の人生に関連づける

ことができなければなりません」（ボイヤー、1995）。アーネスト・ボイヤーは、「美を鑑賞

するということ」や「グループに属するということ」といった人間に共通する経験を表す

一連のテーマを児童が探究すべきであると提案しました。彼はこれを、「核となる共通性」

と名づけました。

ボイヤーの考えは、ＰＹＰの発展にとってきわめて重要なものでした。この「共通性」

に関して複数の観点を提示しながら、討論と議論を重ねた結果、国際教育プログラムとい

う文脈の中で必須だと考えられる６つの教科の枠をこえたテーマが選択されました（図４

参照）。これらのテーマは、

• すべての文化に生きるすべての児童に対して、地球規模で重要な意味をもっています。

• 人間の体験の共通性を児童が探究する機会を提供します。

• 従来の教科から得られる知識、概念、スキルに支えられながらも、これらの教科の

範囲に捕われずにこれらを活用し、そうすることによって教科の枠をこえた指導と

学習のモデルに貢献します。

• 児童が学校で教育を受ける期間全体を通して毎年繰り返されるため、結果として、

範囲が広く深みのある、連続性のあるカリキュラム内容として浸透します。

• すべてのＰＹＰ校のカリキュラムを統一するうえでの共通の土台となります。

ＰＹＰの教科の枠をこえたテーマ

私たちは誰なのか

自分自身の性質、信念と価値観、個人的・身体的・精神的・社会的そしてスピリチュ

アルな健康、家族・友人・コミュニティー・そして文化圏を含めた人間関係、権利と

責任、人間であるということはどういうことなのか、ということに関する探究。

私たちはどのような場所と時代にいるのか

場所と時間への適応、個人の歴史、家と旅、人類による発見・探検・移住、地球規模

そして地域レベルの観点から見た個人と文明の関係性と相互的な関連性に関する探

究。

私たちはどのように自分を表現するのか

私たちはどうやって考え・感情・自然・文化・信念・価値観を発見し表現するの

か、私たちはどうやって自分の創造性について考え、それを発展させ、楽しむの

か、また、私たちの美の鑑賞についての探究。

図４
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ＰＹＰの教科の枠をこえたテーマ

世界はどのような仕組みになっているのか

自然界とその法則ついて、自然界（物理学的および生物学的な）と人間社会のかか

わり、科学の原理について理解したことを人間がどのように利用しているか、科

学的・技術的な発展が社会と環境に与える影響に関する探究。

私たちは自分たちをどう組織しているのか

人間が作ったシステムとコミュニティーの相互的な関連性、組織の構造と機能、

社会的意思決定、経済活動とそれが人間と環境に与える影響に関する探究。

この地球を共有するということ

限られた資源を他の人々そして他の生物とどのように分け合うかということに取り

組むうえでの、権利と責任について、コミュニティーとは何か、そしてコミュニ

ティー内およびコミュニティー間の関係性、機会均等の実現について、平和そして

紛争解決についての探究。

図４（つづき）

児童は、上記のような地球規模で重要な課題を、「探究の単元」（ＵＯＩ：Unit	Of	Inquiry）

の文脈の中で探究し、学習します。それぞれの単元では、特定の教科の枠をこえたテーマ

に関連した中心的アイデア（Central	Idea）を扱います。各単元における中心的アイデアの

範囲を探究するために「探究の流れ」が定められます。（図５参照）

これらの単元は、全体として学校の「探究プログラム」（ＰＯＩ：Programme	Of	Inquiry）

を構成します。探究プログラムのサンプルはＩＢオンラインカリキュラムセンター（Ｏ

ＣＣ）から入手可能です（http://occ.ibo.org）。教科の枠をこえたテーマは、学校内での盛

んな議論と解釈の基盤を提供し、各単元の中で、ローカルな、そしてグローバルな観点か

らの探究がなされる機会が与えられます。したがって、ＰＹＰがすべての学校で使用可能

な、１つの決定的な「探究プログラム」（ＰＯＩ）を提供しようとするのは不適切な試みと

いえます。むしろ、学校にかかわる一人ひとりが、協働してその学校のニーズに合った教

科の枠をこえた「探究プログラム」（ＰＯＩ）を設計するとき、ＰＹＰの理念と実践は学校

文化により深い影響を与えます。学校は、各学年の単元間のつながり、また児童の年齢を

超えた単元のつながりの可能性を模索しなければなりません。それによって、「探究プログ

ラム」（ＰＯＩ）は縦断的かつ横断的につながりのあるものとなります。
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中心的アイデアと対応する探究の流れの例

教科の枠をこえたテーマ：私たちは自分たちをどう組織しているのか

「探究の単元」（ＵＯＩ）のタイトル：私たちの学校（４～５歳）

中心的アイデア：学校は、私たちが共に学んだり、遊ぶことができるように組織され

ている。

探究内容：
• 学校とは何か

• 学校で何をするのか

• 学校はどのような仕組みになっているのか

• 学校では誰が働いていて、どのような仕事をしているのか

教科の枠をこえたテーマ :私たちはどのように自分を表現するのか

「探究の単元」（ＵＯＩ）のタイトル：広告の影響（９～10歳）

中心的アイデア ：広告は私たちの考え方や選択に影響する。

探究内容：
• 広告の目的

• 広告の種類、スタイル、場所

• 広告を効果的にし、私たちの選択に影響を及ぼすために使われる要素（言葉、画

像、音声の使用）

• 広告とターゲット層、特に子どもの関連性

教科の枠をこえたテーマ：私たちは誰なのか

「探究の単元」（ＵＯＩ）のタイトル：生きるために学び、学ぶために生きる（11～12歳）

中心的アイデア：学びとは、人間を世界と結びつける、人間の基本的な特徴である。

探究内容：
• 学習とは何か、そして我々はどのようにして意味を構築するのか

• 脳はどのように機能するのか

• 人間の行動、そして変化に対する反応

図５

中心的アイデアを核として、それぞれの「探究の単元」（ＵＯＩ）を開発するにあたり、

以下が役立つ基準となります。それぞれの単元は、次のようなものでなければなりません。

意欲を喚起すること 児童が興味をもち、彼らを学習に能動的に取り組ませるもので

あること。

関連性があること 児童がすでにもっている知識や経験、現在の状況に結びついた

ものであること。すなわち、学習が児童の生活と関連性した文

脈の中で行われること。
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チャレンジに満ちていること 児童の能力を高め、理解を深めるため、児童がすでにもってい

る知識と経験を伸ばすものであること。

意味をもっていること テーマの教科の枠をこえた本質の理解につながり、その結果、

人間の経験の共通性への理解を促すものであること。

「探究プログラム」（ＰＯＩ）と単科の授業のバランスをとることが必要です。そのた

め、通常各学年の教師たちで構成される計画チームは、その年の残りのカリキュラムと照

らし合わせ、「探究の単元」（ＵＯＩ）を計画しなければなりません。教科領域と「探究の

単元」（ＵＯＩ）との関係は、それぞれの単元によって違います。この関係を理解するに

は、マイケル・ハリデー（1980）が言語学習の特徴に関して記述した「児童は言語を学習

し、言語について学習し、そして言語を通して学習する」という言葉が役立つかもしれま

せん。また、この特徴はすべての教科領域において考慮されるとよいでしょう。

「探究プログラム」（ＰＯＩ）が児童にとって決定的な経験となることを確実にするため

に、各計画チームは各単元ごとに「探究プログラム」（ＰＯＩ）と単科指導との動的な関係

性を評価してみると良いでしょう（図６参照）。

「探究の単元」（ＵＯＩ）における時間配分

図６

「探究プログラム」（ＰＯＩ）の開発と改良は、学校全体での取り組みとしてなされなけれ

ばなりません。各学年で取り扱う「探究の単元」（ＵＯＩ）は、学年から学年への結びつき

を明確にし、教科の枠をこえ、学年縦断的に構成されたものでなければなりません。これ

教科の枠をこえたテーマ：私たちは自分たちをどう組織しているのか

単元のタイトル：市場

単元の長さ：４週間

各教科の授業時間 「探究の単元」（ＵＯＩ）の授業時間

「言語」

「算数」

「理科」

「社会」

「芸術」

「ＰＳＰＥ」
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により、児童が学校で過ごす時間全体を通して一貫性があり、関連性の高い経験を提供す

る強固な「探究プログラム」（ＰＯＩ）を確かなものにすることができます。

本資料の目的は、ＰＹＰが何であるかを可能な限り不明瞭な点なく説明することです。

このためには、ＰＹＰとは○○である、という説明ばかりではなく、ＰＹＰは○○ではな

い、という説明もあった方が良いでしょう。例えば、こんな説明になります―教科の枠を

こえた「探究プログラム」（ＰＯＩ）は、各教科の内容を単に新しくまとめ直したものでは

ない。この点を理解しておくことは重要です。

私たちは、「本当に知る価値があること、つまり児童の教科の枠をこえたテーマに対す	

る理解を深め、さらに発展させるきっかけとなることは何なのか」という問いを、毎年く

り返し問い直し続けるべきです。ＰＹＰは、教科の枠をこえた学習に重点を置いているた

め、学校はこれまで習慣的に教えてきた、各教科に特化した内容の授業の量を減らすこと

ができます。多くのＰＹＰ校は、各教科で何をどこまで教えるかを独自に決めることがで

きません。それにもかかわらず、「より少なく語るほうが、多く語ることになる」があては

まるという主張です。教科の枠をこえたテーマは、高度に規定され、集中的で、詳細なプ

ログラムの枠組みを提供し、余分なものを排除し、教師の個性で成り立つカリキュラムに

陥らないようにしています。「探究プログラム」（ＰＯＩ）は、校内のすべてのＰＹＰ教師

たちの協働作業で作成されなければならないので、結果として各教師の才能や技量を超え

た柔軟性をもったプログラムに仕上ります。

概念 : 私たちは児童に何を理解してほしいのか
なぜ概念を基本要素に含めるのか
目的をもった体系的な探究は意味や理解の形成を促し、児童を意味のあるアイデアに取

り組むよう喚起する学びのための力強いツールであるという原則は、ＰＹＰの理念の中心

です。このため、ＰＹＰにはその探究を支える手段の１つとして、概念に基づくカリキュラ

ムを大切にしています。

ＰＹＰカリキュラムが重
キーコンセプト

要概念を中心に構築されるのは、以下の信念に基づいているか

らです。

•	孤立した事実の暗記や、文脈を伴わないスキルの習得が、意味のあるアイデアを理

解するための教育よりも優先されてきた。授業範囲が広がり、それをカバーするこ

とへのプレッシャーは、多数の児童が表面的な理解のみで学校を終えるという結果

を生んできた。

•	児童がすでにもっている知識からスタートし、その考えや構成概念の前に立ちはだ

かり、それを発展させることにより、教師は本当の理解を促し始めることができる。

•	概念を探究し、再探究することは、児童を各教科の本質へと導くと同時に、教科の

枠を超えたアイデアの理解へと導く。児童はさまざまな観点からこれらの概念にア

プローチしていくことで、徐々に概念的な理解を深めていく。
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• 探究を支え、体系立てるために概念を用いる教科の枠をこえた単元は、児童が理

解を深め、同時に基本的な知識、技能、姿勢を習得することができる文脈を提供

する。

• 概念に基づくカリキュラムは、批
クリティカルシンキング

判的思考の発達と知識の転移を通して、学習者が

意味を構築する手助けをする。

• 教科の枠をこえた概念は、カリキュラム全体の一貫性を向上させる。

各教科、および全教科を通じて、関連性のある概念を特定することにより、ＰＹＰは教

科の枠をこえる指導と学習のモデルが依拠するところの基本要素を定義しました。これら

の概念は、意味のある本質的な内容を探究するための枠組みとなります。この探究を進め

ていく中で、児童は概念への理解を深めます。

カリキュラムを構成するための一連の概念を特定することは可能か

プログラムの初期の開発者たちは、各国の教育システム、およびインターナショナルス

クールで使用されているカリキュラムモデルを分析しました。この分析ではまず、どの学校

でも共通して使われている普遍的に意味をもつ概念というものはあるのか、そして次に、

さまざまなカリキュラムモデルにおいて概念がどのような役割を果たしているのかに焦点

を当てました。開発者たちは、包括的または主要な概念ごとに効果的にグループ分けでき

る重要なアイデアの集まりが存在し、それぞれが時間や場所、教科の内外を問わず重要な

意味をもつと結論づけました。

結果として、ＰＹＰは「重要概念」を基本要素の１つとして含んだカリキュラムの枠組

みを提供しています。これは、これらの概念のみが探究する価値のある概念だと述べてい

るということでは決してありません。総合してこれらの概念は、ＰＹＰカリキュラムの神

髄を成す、教師そして /または児童によって組み立てられた探究の原動力となる強力なカ

リキュラムの構成要素を形作っています。

「重要概念」（「重要な問い」としても表現されます）は、教師と児童が世界について考え

たり学んだりする方法を考えるときの助けになり、児童の探究を発展させたり、深めるた

めの挑発の役目も果たします。

どの概念が選ばれ、なぜ選ばれたか

教科の枠をこえたカリキュラムをデザインするのに最たる重要性をもつと思われる８つ

の概念が選ばれました。この８つの概念とは、

• 特徴

• 機能

• 原因

• 変化

• 関連

• 視点
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•	責任

•	振り返り

それぞれの重要概念は図７に以下の項目とともに提示されています：

重要な問い 概念から生まれる重要な問いで、探究を支えるのに最も効果的な形で

表されている。

それぞれの重要な問いは、最も基礎的で、一般的な形で述べられてい

る。例えば、「どのようなものか」などである。特定の教科領域と結

びついた中心的アイデアに焦点を当てた「探究の単元」（ＵＯＩ）に

おいて、この問いは「この場所はどのようなものか」といった具体的

なものになる。

定義 カリキュラムを使用する全員が用語を一様に理解するために提供さ

れる一般的な説明。

根拠 国際的教育プログラムの中で児童とともに取り組むための重要な構

成要素として、この概念が選択された理由。

関連概念の例 教科領域から派生した「重要概念」に関連する概念の例。さらなる探

究の流れの出発点となる。

関連概念は教科領域の理解を深め、教科間の、また、教科ごとの学び

と、教科の枠をこえた学びとのつながりを発展させる機会を与える。

どういう点で、これらの概念はカリキュラムを推進するのか

カリキュラムの中心にある概念は、「重要な問い」として表されます。探究型単元を計

画する際、教師や児童に柔軟に活用されるのが、これらの問いです。そしてこれらの問い

が、単元に方向性と目的を与え、その単元を形つくるのです。

「重要な問い」、そしてそれに関連する概念が、ＰＹＰカリキュラムを推進するといえる

のは、そういう意味なのです。

•	ＰＹＰにおいて探究は学習を促すツールであるため、「重要概念」を提示する際の

最も自然な方法は、広いオープンエンド型の問いである。

•	この形式で提示されることにより、概念が教師と児童の考えを開放し、さらなる多

くの問いを生み出し、それぞれの問いがが生産的な探究の流れへと導かれる。

•	一連の問いとして見ることで、「重要概念」は管理しやすいオープンエンド型の研究

ツールになることがわかるが、「重要概念」はただ大事だという意味で「重要」と

呼ばれているのではなく、計画された持続的な探究を通して知識体系にアプローチ

する「鍵」としての役割をもつ。概念は、知識の幅や理解の深さに何の制限もかけ

ないため、特定の能力とは関係なく、すべての児童が享受できるものである。

•	これらの問いは、それ以外には問いがないとか、厳格な順番をつけなければならな

いとか、どの探究にも同等の比重を置かなければならないといった、限定的な意味

で解釈されるべきではない。むしろ、これらは指導や学習について考える方法、出
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発点、および導入を表している。最も関連性が高い「重要概念」は、どの「探究の

単元」（ＵＯＩ）においても特定し、文書化すべきである。

要約すれば、ＰＹＰの概念は、計画されているもの計画されていないもの関係なく、全

カリキュラムを通して、児童の探究を支えるものということができます。また、児童が成

長し、理解を深めていくに従い、これらの概念には、教科の枠をこえた単元の文脈で、あ

るいは各教科領域を横断的に、異なる解釈や応用がなされることも認められています。こ

れらの概念の一般的な解釈、および、教科特有の観点からの解釈は、本資料巻末の付録に

記載されています。

ＰＹＰ「重要概念」と関連する問い

特徴

重要な問い それはどのようなものか

定義 すべてのものは、観察、特定、描写そして分類可能な、認識で

きる特徴をもつ形式があるという理解

根拠 観察、特定、描写そして分類することはすべての教科における

人間の学習にとって基礎となるものであるため。

関連概念の例 特性、構造、類似点、相違点、傾向

機能

重要な問い それはどのように機能するのか

定義 すべてのものには、調査可能な目的、役割、行動方法があると

いう理解

根拠 機能、役割、行動、物事の仕組みを分析する能力はどの教科の

学習においても基礎となるものであるため。

関連概念の例 行動、コミュニケーション、パターン、役割、システム

原因

重要な問い それはなぜそうなのか

定義 物事は理由なく起こることはなく、起因関係があり、行動には

結果が伴うという理解

根拠 児童に「なぜ」という問いを促し、行動と出来事には理由と結

果が存在するということを認識させることに重要性があるた

め。すべての教科において、起因関係の分析は重要。

関連概念の例 結果、順序、パターン、影響

図７
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ＰＹＰ「重要概念」と関連する問い

変化

重要な問い それはどのように変わっているのか

定義 変化とは１つの状態からまた別の状態へ移るプロセスであり、

普遍的で不可避なものである、という理解

根拠 すべての存在に対してきわめて普遍的な特徴であるだけでな

く、地域社会そして地球規模で変化のスピードが加速している

世界の中で成長し、国際的な視野を育んでいる児童にとって特

に関連性が高いため。

関連概念の例 適応、成長、サイクル、連続性、変容

関連

重要な問い それは他のものとどのようにつながっているのか

定義 私たちは、個々の要素による行動が他のものに影響を及ぼす相

互作用システムをもった世界に生きているという理解

根拠 すべての物は孤立した単体としては存在せず、むしろ組織の中

の一要素であることを理解することが重要であるため。組織内

での関係はしばしば複雑で、組織内の１つの側面に変化があっ

た場合には、すぐに明確でなくとも影響がある。私たちは、即

時的で個人的なものから、環境とコミュニティーに対する広範

囲なものまで、自分の行動が他者に与える影響を考慮しなけれ

ばならない。

関連概念の例 関係性、ネットワーク、恒常性、相互依存性

視点

重要な問い どのような見方があるのか

定義 知識はものの見方によって制御されており、異なるものの見方

は異なる解釈・理解・発見を生み、ものの見方は個人的、集団

的、文化的そして学問的でありえるという理解

根拠 児童が単純で偏見のある解釈を避け、他者の観点を探究しそれ

を考慮し、妥当な解釈を発達させる性質を身につける強い必要

性があるため。

関連概念の例 主観性、真理、信念、意見、偏見

図７（つづき）
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ＰＹＰ「重要概念」と関連する問い

責任

重要な問い 私たちにはどんな責任があるのか

定義 人々は自分の理解にもとづいて選択を行い、その結果として

人々がとる行動は違いを生むという理解

根拠 この概念は、児童が責任を認識して全うすること、そして社会

的な責任を果たすような行動をとることを身につけることの

必要性から選択された。この概念はＰＹＰカリキュラムの基本

要素の１つである行動と直接的に結びついている

関連概念の例 権利、市民権、価値観、正義、主導権

振り返り

重要な問い 私たちはどのようにして知るのか

定義 知り方にはさまざまな方法があること、私たちは、出した結論

を振り返り、推論方法を考慮し、私たちが考慮した証拠の質と

信頼性を考察することが重要だという理解

根拠 この概念は、相互に関連するさまざまな理由から選択された。

これは児童に証拠・方法・結論を検証するよう促す。これを行

うことにより、児童の思考を高度なメタ認知まで発展させる。

児童は、さまざまな教科の中で「知る」とはどういうことなの

かを理解し始める。また、潜在的な偏見や間違いに対して厳密

に検証を行うことを児童に奨励する。

関連概念の例 再調査、解釈、証拠、責任、行動

図７（つづき）

スキル：私たちは児童に何ができるようになってほしいの
か
なぜスキルを基本要素として含むのか

理解の追求は、ＰＹＰの信念と実践要項の中核をなすものです。しかし、概念理解の発

達を重要視することは、スキルの発達の重要性に対する認識を排除するものではありませ

ん。意味の構築、つまり理解することは、児童がさまざまなスキルを習得、そして応用す

ることにより、深まるものです。これは、ＰＹＰの「探究の単元」（ＵＯＩ）を通して提供

されるような、実際の状況を背景とするときに最も発達します。
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本物の学習経験に組み込まれた機会を通して、すべての教師がスキルの発達を見守り、

育てることが重要です。とりわけ、小さい児童を教える教師にとっては、自分が教えるグ

ループの児童に合った方法でスキルの発達の重要性を伝えていくことが重要です。

教科領域について、そして教科を通して学ぶとき、児童はその教科での訓練として定義

されている特定のスキルを学びます。例えば言語において、児童は読み書きを学び、算数

においては計算を学びます。読み書きと計算の習得は、児童に探究のツールを与えるとい

う点から、広義ではいずれも必須のものといえます。さらにＰＹＰでは意味のある探究を

行うため、また生涯にわたって学習し続ける人となるための十分な準備をするために、い

わゆる基本技能を超えた、幅広いスキルを習得する必要があると考えます。すべての教科

それぞれに関連した、また教科の枠をこえたこれらの内容は、さまざまな要素が複雑に入

り組んだ児童の毎日の生活を支えるために必要なものといえます。

どのような教科の枠をこえたスキルをＰＹＰは提案するのか

プログラム全体を通しての学習において、児童は社会的スキル、コミュニケーションス

キル、思考スキル、リサーチスキル、自己管理スキルといった数々の教科の枠をこえたス

キルを習得し、応用します（図８参照）。これらのスキルは「探究の単元」（ＵＯＩ）だけ

ではなく、クラス、さらには学校以外の生活におけるすべての教育と学習において役に立

つものです。
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ＰＹＰのスキル

思考スキル

知識の習得 特定の事実、アイデア、語彙を習得すること。似た形式で記

憶すること。

理解 学習した教材から意味を見いだすこと。学習したことを解釈

し、それを伝えること。

応用 すでに学んだ知識を、実践的または新しい方法で活用すること。

分析 知識やアイデアを分解すること。構成部分ごとにわけるこ

と。関係性を見いだすこと。固有の特徴を見つけること。

統合 部分を、全体を作り上げること。創造、デザイン、開発そし

て革新すること。

評価 選択された評価規準に即した判断あるいは、決断を下すこ

と。基準および条件。

弁証法的思考 同時に２つの、またはそれ以上の観点に関して考えること。

それらの観点を理解すること。他者の知識を基に、それぞれ

の観点に関する議論の構築ができること。他者独自の観点を

もちうることを認識する。

メタ認知 自分自身、そして他者の思考過程を分析すること。人がどのよ

うに考えるのか、どのように学ぶのかに関して思考すること。

社会的スキル

責任を受け入れること 適切な方法で課題に取り組み、完成させること。責任の一端

を進んで担うこと。

他者を尊重すること 他者の話を慎重に聞くこと。公平さと平等さのもと、決断を

下すこと。他者の信念、観点、宗教やアイデアは、自分自身

のものと違いうると認識すること。他者を傷つけることな

く、自分の意見をいうこと。

協力すること グループで協力して作業すること。他者に礼儀正しく接する

こと。教材を共有すること。順番に行うこと。

対立を解決すること 注意深く他者に耳を傾けること。歩み寄ること。状況に落ち

着いて反応すること。責任を適切に受け入れること。公平で

あること。

グループでの意思決定 他者の話を聞くこと。アイデアについて話し合うこと。質問

をすること。合意に向けて取り組み、合意を得ること。

グループ内のさまざま
な役割を担うこと

自分が置かれた状況の中でどのような振る舞いが適切かを

理解し、それに応じて行動すること。場合によってリーダー

になったり、メンバーになったりすること。

図８
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ＰＹＰのスキル

コミュニケーションスキル

聞くこと 指示を聞くこと。他者の話を聞くこと。情報を聞きとること。

話すこと はっきり話すこと。小さいグループおよび大きいグループに

対し、口頭で報告すること。アイデアを明確にそして論理的

に表現すること。意見を述べること。

読むこと 情報を得るため、そして楽しむためにさまざまな情報源を

読むこと。読んだ内容を理解すること。推理し、結論を出

すこと。

書くこと 情報と観察を記録すること。メモを取ったり、言い換えたり

すること。要約を書くこと。報告文を書くこと。日記や記録

をつけること。

見ること 視覚教材やマルチメディアを解釈し、分析すること。画像と

言語が相互作用をしてアイデアや価値観、信念を伝達する方

法を理解すること。自分の視聴体験について情報に基づいた

選択を行うこと。

発表すること さまざまな目的と受け手に合わせ、視覚資料やマルチメディ

アを作成すること。さまざまな視覚メディアを使い、情報や

アイデアを伝達すること。効果的な指示や発表を行うために、

適切なテクノロジーを活用すること。

非言語コミュニケー
ション

視覚および運動感覚によるコミュニケーションの意味を認

識すること。記号、標識、身ぶり、合図などを認識したり新

しいものを作ったりすること。シンボルを解釈し、活用する

こと。

図８（つづき）
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ＰＹＰのスキル

自己管理スキル

粗大運動技能 大きい筋肉が使用され、力が主要な要素となるスキルを示す

こと。

微細運動技能 子どもにとっては難しい筋肉を使う、精密さが必要とされる

スキルを示すこと。

空間認識 自分と物体との位置関係や、物と物との位置関係に、高い意

識を示すこと。

準備・計画 効果的に活動の計画を立て、実行できること。

時間の管理 効果的そして適切に時間を使うこと。

安全性 自分や他者を危険な状況に置かないような行動をとること

ができること。

健康的な生活 栄養・休養・休息・運動のバランスを図るために、情報に基

づく選択を行うこと。適切な衛生・自己ケアを行うこと。

行動の規範 集団における適切なルールや決まり事がわかり、それを適用

すること。

情報に基づく選択 事実や意見に基づき、適切な行動（方針）や態度を選ぶこと。

リサーチスキル

疑問を出すこと 人が知りたいこと、あるいは知る必要があることがわかり、

調査可能な根源的で関連性のある質問をすること。

観察すること 関連する詳細情報に気づくために、すべての感覚を活用する

こと。

計画をたてること 活動計画をつくること。アウトラインを作成する。必要情報

を得るための方法を考えること。

データを集めること 地図・調査・直接観察、本、映画、人々、博物館やＩＣＴと

いったさまざまな一次・二次情報源から、情報を集めること。

データを記録すること 描画、メモ取り、図表作成、集計、文章などで、観察を描写

したり記録したりすること。

データを整理すること 情報を整理して分類すること。物語風の記述や表、年表、グ

ラフ、図表などの理解しやすい形式に置き換えること。

データを解釈すること 整理されたデータから、関係性とパターンに基づいて結論を

出すこと。

調査結果を発表する
こと

わかったことを効果的に伝えること。適切なメディアを選択

すること。

図８（つづき）
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姿勢：私たちは児童に何を感じ、何を重んじ、	
何を示してほしいのか
なぜ姿勢を基本要素に含めるのか

知識、概念そしてスキルは重要なものですが、それだけでは国際的な視野をもった人に

はなりません。他者、環境、そして学習に対する自分なりの姿勢を発達させ、個人やその

集合体の幸福に貢献する姿勢の育成に重点を置くことも必須です。ＰＹＰは「姿勢」（図

９参照）をプログラムの基本要素の１つに選ぶことで、	価値観を象徴するカリキュラムに	

責任をもって取り組んでいく決意を表しています。

ＰＹＰでは、どのような姿勢を学校が推奨するべきであるとしているのか

ＰＹＰの姿勢

ＰＹＰ校において、児童は以下の姿勢を示すべきである。

感謝 世界とそこに住む人々の素晴らしさと美しさに感謝すること。

根気 自分の学習に責任をもって取り組むこと。自己に対する規律と責任を

示し、それを維持すること。

自信 学習者としての能力に自信をもつこと。不安でもやってみる勇気をも

つこと。学習したことを応用すること。適切な決断や選択をすること。

協調 協調すること。協働すること。状況に合わせ、リーダーやメンバーの役

割を担うこと。

創造性 考えるとき、また問題やジレンマに取り組むとき、創造的であり創意工

夫をすること。

好奇心 学習の本質、世界、世界の人々や文化に対して好奇心があること。

共感 自分をその人の状況において考えることで、他者のものの見方や気持

ちを理解し、他者の観点に対して、心を開き、振り返りができること。

熱意 学習を楽しみ、その学習過程に進んで努力すること。

自主性 自主的に考え行動すること。筋の通った議論を基に自分で判断を下す

こと。そして自分の判断を弁護できること。

誠実 正直であること。よく考慮された公平さを示すこと。

尊重 自分自身、他者、そして自分たちを取り巻く世界を尊重すること。

寛容 世の中の違いや多様性に敏感であること。他者が必要としていること

に応えること。

図９
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「ＩＢの学習者像」の特性が、ＰＹＰ校では児童にも大人にも関連するように、ＰＹＰの

姿勢も同様です。これらの姿勢は、児童たちのために解釈され、模範化される必要があり

ます。しかし、模範を示す目的は、児童たちにそれを単純に真似させるためではなく、そ

れが実行されている文脈の中で、児童が自分の価値観を振り返り、それを発展させていく

ための支援、つまり「メタ認知」の枠組みを提供するためです。

教師は、日常の生活の中で、児童がＰＹＰの姿勢を実際に見せる瞬間を見つけ出し、こ

れらの姿勢に対する関心を高め、またその理解を深められるように促してください。この

姿勢はカリキュラムの隠れた一部ではなく、ＰＹＰ教室の日常言語に含まれるべきで、教

室ではっきりと取り上げて話し合いの対象としたり、教師の事例記録にも反映されるべき

です。また、学習体験や評価方法がこれらの姿勢を支援、促進するかたちで計画される

ように、カリキュラム構成部分である授業方法（taught curriculum）と評価計画（assessed 

curriculum）の中にも、明確に取り上げられるべきです。

ＰＹＰの姿勢についての記述は、「ＩＢの学習者像」の一部をある程度反映しています。

こういった一致があるのはもっともなことなのですが、ＰＹＰの姿勢は、ＰＹＰカリキュ

ラムモデルの３つの構成部分すべてにわたってカリキュラムを決定していくときの判断材

料となる、いわゆる「思考の習慣」（“habits of mind”）と呼ばれるものです。ＰＹＰの姿勢

は、学習環境およびそこで起きる個人的なかかわり合いに深く影響を与えることでしょう。

行動：私たちは児童にどのように行動してほしいのか
なぜ行動を基本要素に含めるのか
ＰＹＰでは、教育は知識を与えるだけではなく、社会的責任を伴った行動、思いやりのあ

る、正しい行動までもが教えられるべきものだと考えられています。私たちは、ＰＹＰの学

習プロセスの結果として、探究の成功が児童による自主的で責任を伴った行動につながる、

という	明確な期待を掲げています。この行動は年齢層によってさまざまに現れ、児童の学

習を発展させ、あるいはより広い社会的な影響を与える可能性をもつものです。ＰＹＰ校

は、	すべての児童に対して、世界で、そして世界に変化をもたらすために、行動すること

を選択する機会と力、自分の行動を決定する機会と力、そしてその行動の振り返りを行う

機会と力を与えることができます。これは容易なことではありませんが、学校はその役割

を果たすべきです（図 10 参照）。

しかし行動を提唱することにつきものの問題があることも認識されています。教室での

体験は、いずれ児童による主体的な行動につながる可能性が高く、このきっかけを与える

という教師の役割は簡単ではありません。行動は、プログラムに定められた到達目標の文

脈の中で、児童の能
エンパワーメント

力強化が自発的に現れたものとして捉えるべきものです。私たちが掲

げる価値観に重きを置くならば、行動は常に自発的なものでなければなりません。さらに

いえば、今日の複雑な問題に対し、簡単で明確な解決策などが自然に提示される場合は少

なく、行動を取らないということも妥当な選択の１つであり、時には、行動をとらないこ

とが最善の選択であることもあるのです。
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ＰＹＰでは、どの児童もどの学年においても、このような行動に参加する権利と機会が

与えられるべきであると信じています。行動は、１人の児童によって取られることもあれ

ば、児童のグループによって協働で行われることもあるでしょう。カリキュラムの中の行

動の要素が、児童の学習面でできるだけ強力になるように、ＰＹＰは、かかわり方を示す

サイクルを提唱しています。これにより、児童は目的のしっかりした、有益な行動に取り

組む機会を提供されます。

行動サイクル

図10

奉仕としての行動

ＰＹＰの行動という要素は、広い意味で「奉仕活動」にかかわっています。たとえば、

他の児童に対する奉仕活動や、より大きなコミュニティーに対する奉仕活動などです。学

校の内外どちらででも可能です。このような奉仕活動を通して、児童は個人的にも社会的

にも成長し、協調、問題解決、対立解決、そして創造的、批判的思考などのスキルを発達

させます。さらに言えば、このような行動によって、児童は、「学習者像」の人間性や姿

勢、私たちがＰＹＰの教室で起こってほしいと願っていることを具現化しようという決意

と取り組みを示しているのです。実際、学習の結果として、児童たちが選択する行動は、

プログラムの有効性を示す、最も意味のある総括的評価であるといえます。

児童たちが、取り組むべき適切な行動を特定することは可能なのか

ＰＹＰにおいては、児童たちが自ら適切な行動を特定することが可能だと考えるだけで

はなく、教師にも児童が行動を注意深く選択するように、行動を促したり、取り掛かった

行動に対する振り返りを勧めたりする責任があると考えています。教師の責任は、児童た

ちの能動的な学びの重要な一部分だと考えられています。

大げさな行動が効果的であるとは限りません。効果的な行動とはむしろ、身近で基本的

なところから始まります。自分、家族、あるいは、教室や廊下、校庭といったところから

振り返り

行動

選択
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始まるのです。とても小さな子どもであっても、公平さや正義に対して強い感情をもつこ

とがあります。教師はこのような意見をポジティブに表現するよう手伝ってあげることが

できます。効果的な行動とは、自分自身や他者、そして環境に対する責任や尊重の姿勢を

示すことでもあるのです。

実施ガイドライン

効果的な行動の実施ガイドライン

•	学校コミュニティー内の大人たちによって、モデルとなる模範が示されるべきであ

る。学校が取り組む行動は、学校コミュニティーや地域社会コミュニティーが何を

必要としているかに基づくものとする。

•	自発的なものであるべきで、児童が自ら考え行動するようにかかわらせるべきものである。

•	児童自身の実際の経験に基づいているのが理想である。

•	児童が行動の成果を実際に見ることができるとき、最も効果的である。

•	ほとんどの場合は小規模で始まり、心から助けたいと思うことや取り組もうとい

う決意から発生するものである。

•	結果の予測、そして責任の受容も含まれていなければならない。

•	児童の努力を支援したり、代替案や選択の機会を与えるために、適切な大人による

支援が必要とされることもある。

募金活動は、大人が計画するものと、児童主体で行うものがありますが、いずれにして

も学校においては日常によくある活動といえるでしょう。募金の成果は価値のあるもので

すが、お金をあげることだけでしか参加していない児童にとっては、自身の取り組み方や

振り返りという点で大した成果は得られないかもしれません。行動を起こした人は、その

経験を基に成長し、その行動のプロセス、あるいは行動しないと決めるプロセスが、一人

ひとりの児童の個人的価値観の構築に資することが意図されているのです。

学習の結果として起こる行動は、教師に目撃されないこともありますし、教室外で起こ

ることもよくあることです。（図11参照）。
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教室の外で起こる行動

４歳の子どもが、学校の遠足でリサイクルステーション・下水処理場を訪れた後、その

子の母親が教師に、子どもが家で取った行動について報告しています。

母親 遠足で子どもたちは節水について学んだのですか？

教師 節水は、私たちの調査の１つでしたよ。なぜですか？

母親 というのは、週末に息子のためにシャワーを流しはじめたんですね。そ

うしたら彼が部屋を飛び出してバケツを取ってきて、それをシャワー

の下に置いたんです。息子に何をしているのと聞いたら、こう言ったん

です。「まだ熱くなってない水を貯めてるんだ。そうしたら取っておい

て、シャワーの後でお庭に水をあげられるでしょう？」

教師 大変興味深いですね。彼は学んだことをもとに行動を取っているんで

すね。これが続くようでしたら、それに何か他に気づいたことがあれ

ば、ぜひお知らせください。

図11
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初等教育のための国際教育カリキュラムの枠組み

私たちはどうしたら最善の方法で学ぶのか（授業方法）

指導計画と教室での実践（授業方法）とのつながりは何か
ＰＹＰについて学んでいる方から時々、「これはカリキュラムなのですか？それともアプ

ローチですか？」と、質問されます。答えは、「両方」です。ＰＹＰカリキュラムは、実践

においては指導と学習の方法は密接につながっているという認識のもと、それらを包み込

むように広く定義されています。授業方法とは、指導計画の実践です。	

ＰＹＰの開発者は双方の関係性を強化するために、教室での実践（授業方法）が、指導

計画を直接反映したものとなるようにカリキュラムを開発しました。そのために、指導計

画では、学習の基本要素の「知識、概念、スキル、姿勢、行動」が特定されています。こ

れらの要素はバラバラなものではなく、学習過程においては統合されていくものであると

考えられています。その統合の方法には、主に以下の３通りがあります。

•	５つの基本要素を基礎とするカリキュラムの枠組みに依拠するところの「学習者

像」による統合。

•	４つの基本要素（知識、スキル、姿勢、行動）を支え、そしてそれに支えられてい

る教科の枠をこえたテーマと結びつけられた、概念に基づいた中心的アイデアの探

究を通しての統合。

•	児童からの提案も含めながら、ＰＹＰカリキュラムモデルの３構成部分（指導・授

業・評価）について繰り返し考察する協働設計プロセスを通しての統合。

学校内でＰＹＰを開花させるためには協働の文化が必要です。この文化は、概念に基づ

いた中心的アイデアを提案する指導計画を用いることに焦点を合わせた協働設計プロセス

に最もはっきりと反映されます。中心的アイデアには、教科の枠をこえたテーマに示され

ているように、地球規模で重要性をもつ問題に対する一人ひとりの児童の理解を高めるも

のを選ぶことができます。しかし、指導が「探究プログラム」（ＰＯＩ）内で行われる場合

も、外で行われる場合も、いつも焦点が当てられるべきことは、可能で妥当であれば必ず、

児童がその中心的アイデアを理解する、ということです。このように中心的アイデアを明

確に定め、その中心的アイデアの理解を支援するための探究を計画することは、ＰＹＰ設

計プロセスの特徴の１つで、このプロセスはＰＹＰ校の教師全員によって取り組まれなけ

ればなりません。そして、教室内でも教室外でも、その探究のファシリテーションが指導

の中心なのです。
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なぜ探究への決意と意味の構築が重要なのか
創設当初より、ＰＹＰは探究精神で満ち溢れています。「私たちは児童に何を理解し、何

ができるようになってほしいか」というような問いをくり返す中で、ＰＹＰは日々実施さ

れています。この問いに対する答えを模索するには、意味があるもの、関連性があるもの

を識別し、「量よりも質」で取り組むことへの決意が必要です。ＰＹＰでは、学習範囲の網

羅に重点を置いてしまうと、学びに意味を見いだすことや理解は妨げられてしまう、そし

て、学習が本物であるとき、文脈に沿ったものであるときに、児童は長期的に保持するこ

とのできる能力を身につけることができる、と考えられています。ＰＹＰ校のカリキュラ

ムは、児童の学習の目的がはっきりしたものになるよう、積極的な意味の構築に重点が置

かれるべきなのです。

ＰＹＰが確立している現在の立場は、これまでの広範に渡る文献研究と実践経験の併合

によるものであり、児童が積極的に自身の学習に取り組むような、計画された意味のある

探究を重視しています。ＰＹＰでは、児童にとって最善の学習法は以下に述べるようなも

のだと信じています。まず児童は、重要な課題を調べるよう勧められます。そして調べる

ために、自分で疑問を出したり、自分の探究を設定したり、またその探究を裏づけるため

のさまざまな方法を評価したり、課題に対する自分の回答を得るための調査・実験・観察・

分析を進めていきます。出発点は、児童の現時点での理解です。そして、ゴールはその理

解と、新しい内容を探究することで得た新情報や経験を結びつけることによって、活発に

意味を構築することです。

ＰＹＰの主力な教育アプローチである「探究」は、児童に自らの学習に積極的にかかわ

らせるとともに、その学習に責任をもたせることができるものです。探究により、一人ひ

とりの児童が世界に対する理解を、その子ども独自の方法とペースで、発展させることが

できます。

教室においては、反復練習や規則的な練習にもそれなりの役割があることは認識されて

います。しかし、最大限に可能な範囲で、概念に基づいた中心的アイデアについて行われ

る指導が、最も実質的で、永続的な学びにつながると考えられています。

上述の通り、ＰＹＰの目的は、児童が自分の身の回りの世界から意味の構築をしようとす

ることを支援することです。そのためには、児童がすでにもっている知識を活用したり、

新しい経験で挑発したり、振り返りや強化の機会を提供したりすることが必要です。この

構成主義的アプローチは、児童が社会や自然界に対し考えや理解を発展させていくことを

尊重していますし、また、世界の仕組みに対する児童の理解を頻繁に見直し、改善してい

くように促します。この教育法は必ずしも１００パーセントではないものの、大きな部分

を児童それぞれの探究に依存するものです。授業を受ける時点での児童の「できること」

はそれぞれ違います。それに合うさまざまな経験を計画には盛り込んでいきます。
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探究とはどのようなものか
探究とは、最も広く解釈した場合、「児童の理解が現時点でのレベルから、新しい、より

深いレベルへと移行するプロセスで、児童または教師によって主導されるもの」です。こ

れは以下のようなことを意味します。

•	探索したり、疑問に思ったり、質問したりすること

•	実験したり、可能性を探ったりすること

•	これまでの学習と現在の学習を関連づけること

•	予測を立てて、何が起こるか確かめるために目的をもって行動すること

•	データ収集を行い、結果を報告すること

•	従来のアイデアを精査し、できごとの認識を再検討すること

•	ある概念を適用して理解を深めること

•	仮説を定義し、検証すること

•	調査し、情報を収集すること

•	一定の立場を取り、弁護すること

•	多様な方法で問題解決すること

探究は、世界を理解しようとするため、環境との積極的なかかわりが伴いますし、実体

験と集めた情報との関連については必然的な振り返りが含まれてきます。また探究には、

知識の統合、分析、操作が必要です。３～５歳の幼児期の児童であれば遊びを通して、そ

れ以降の初等教育期の児童であれば、より体系立てられた学習を通してそれは必要になり

ます。

ＰＹＰにおいて、活気に満ちた探究プロセスは年齢層によって異なります。５歳児の発

達範囲は、通常３～８歳です。これは、児童が探究や調査をしているとき、または始めよ

うとしているとき、教師は思慮深い参加者または監視者となる必要があることを意味しま

す。特に、幼い児童を担当している教師は、児童に好奇心や疑問をもたせ、目的をもった

遊びを誘発する際、学習環境の役割に注意する必要があります。

ＰＹＰの実践は、発達上適切な方法で実践されなければなりません。実践が発達にふさ

わしいといえるのは、そこから形づくることができる知識が、児童の直接体験に関連して

いるときです。これは、幼い児童が、物語や本、画像や動画のような実体験以外のものか

らは知識を得ないということではありません。それでも幼い児童がどの程度知識を得るか

は、児童が新しい情報を、その時点ですでにもっている知識や、理解できるサインやシン

ボルに関連づけられるかどうかによるのです。児童の学びは、発達上期待されるものと異

なることもあると認識しておくことも重要です。

児童が本来もつ好奇心と、世界をもっと知りたいという欲求に基づいて、多くの異なっ

た形態の探究があります。児童の疑問や探究が、心からの誠実なものであり、児童を実質

的な方法で新しい知識や理解に到達させることに真の意味がある場合、探究が最も成功を

したといえます。最も洞察に満ちた探究は、児童の理解をさらに深める可能性が最も高い

探究ですが、それは児童がすでにもっている知識から生まれます。家庭、教室、学校やコ
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ミュニティーといった学習環境体制、および、その環境にいる人々が、特に保護者や教師

が模範として示す振る舞いこそが、知識の土台を形成し、その土台が、児童の意義のある

参加と探究を育んでいきます。

ＰＹＰが明確に期待していることは、探究の成功により、学習プロセスの成果として児

童が主体的に責任ある行動をとるようになることです。こういった行動は児童の学習を発

展させるだけでなく、より広い社会的影響をもたらす可能性もあるのです。そして、探究

や行動というものは、いずれの場合も、各学年内でも、また学年が変わるごとに、明らか

に違った様相を呈していくものです。

私たちはこのような学習をどのように計画するのか
ほとんどのカリキュラムガイドは通常、学習目標の一覧という形で計画の土台を提供し

ています。こういった一覧は、そこから計画作成をするためのものです。ＰＹＰでは、プ

ログラムを実施する教師を支援するため、指導計画、授業方法、評価方法の各カリキュラ

ム間のつながりを強化してきました。結果として、ＰＹＰでは、計画作成に用いる文書を

提供しています。この文書、「ＰＹＰ指
プランナー

導案」（図13参照）は、以下のようなものです。

• 協働活用ができるようになっている

• 中心的アイデアや探究の流れを中心に構成されている

解説入りＰＹＰ指導案（図14参照）には、指導案の使用方法を、フェーズを追って解説

した説明が記載されています。

私たちは評価をどのように計画するのか
カリキュラム計画の最初のフェーズで、よい評価に取り組むために必要なことは、総括

的評価課題が、教科の枠をこえた「探究の単元」（ＵＯＩ）の中心的アイデア、もしくは、

「探究プログラム」（ＰＯＩ）の外でのどの指導においても、その中心的アイデアに結びつ

いているかを教師が確認することです。この総括的評価では、児童が概念を理解している

ことを示す多様な機会が提供されなければなりません。これらの中心的アイデアと評価課

題を念頭に置いた上で、適切な活動やリソースを選択します。

教師は、探究を計画するにあたり、児童がすでにもっている知識やスキルを評価する方

法を考案しなければなりません。また教師は、中心的アイデアへの探究をサポートする探

究の流れの文脈の中で児童の学習を評価する方法も考案すべきです（形成的評価）。

継続的な評価は、児童の理解度、知識、スキルや姿勢への知見を与えますし、児童の学

習スタイルや個性を模索し、指導を差別化するための方法になります。

評価を作成する際、教師は活動内容を考える人になるのではなく、評価者としての観点

をもたなければなりません。そして、児童の中心的アイデアや学習目標に対する理解を判

別する基準を明確に設定します。また教師は、基準を満たす証拠を常に探さなければなりま

せんし、児童を可能な限り、評価課題の作成にかかわらせるようにしなければなりません。
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評価計画の際、以下の問いが重要となります。

•	評価の役割は何か。

•	どの中心的アイデア、もしくは学習目標が評価対象となるのか。

•	学習の証拠として、どんな証拠を探したらよいだろうか。

•	どのようにその証拠が集められるか。

•	良い評価を児童が得るために、どのような経験が提供・支援されているか。

•	その評価課題で理解を実証できるか。

•	その評価は、確実な結論が出せるという信頼性があるか。

•	評価データはどのように分析・記録されるか。

•	いつどのようにフィードバックが提供されるか。

指
プランナー

導案を使う
児童の立場から学習の一貫性が確保されるように、教師は、ＰＹＰ校の教師であるとい

う認識に立ち、プログラムの理念や実践に責任をもって取り組むことが必須です。それぞ

れの学校コミュニティーにおいて、本プログラム実施への取り組みは、教科別指導で細分

化されることのない、全体的なものである必要があります。

このＩＢ資料『ＰＹＰのつくり方：初等教育のための国際教育カリキュラムの枠組み』

に含まれる「指導案」は、中心的アイデアの探究を中心に指導を構成しているすべての教

師によって活用されるように開発されたものです。これには、児童とほとんどの時間を一

緒に過ごす学級担任だけではなく、児童と過ごす時間が短い科目専任教師も含まれます。

ＰＹＰの「探究プログラム」（ＰＯＩ）は、児童の年齢に関係なく、探究する価値がある

と見なされる６つの教科の枠をこえたテーマで表されます。そのテーマとは、「私たちは誰

なのか」、「私たちはどのような場所と時代にいるのか」、「私たちはどのように自分を表現

するのか」、「世界はどのような仕組みになっているのか」、「私たちは自分たちをどう組織

しているのか」、そして「この地球を共有するということ」です。各テーマは、ＰＹＰ「指

導案」の中で計画され、文書化された「探究の単元」（ＵＯＩ）の中で探究されます。

６つの「探究の単元」（ＵＯＩ）、つまり、それぞれの教科の枠をこえたテーマに、毎年

取り組まなければならないのですが、幼児期は例外です。ＰＹＰでの幼児期にあたる３～

５歳児は毎年最低４つの「探究の単元」（ＵＯＩ）に取り組む必要があります。教科の枠を

こえたテーマの２つに関しては、すべての幼い児童にとって根源的に関連するテーマであ

ると考えられているため、毎年取り組む必要があります。それは、「私たちは誰なのか」、

「私たちはどのように自分を表現するのか」です。なお、５～６歳児は、６つの単元すべて

に取り組む必要があることに留意してください。

幼児期（３～５歳児）の発達と学習の性格上、１学年全体を通して取り組まれる単元も

あってもかまいません。加えて、図12に示す通り、どの単元も１年の中で繰り返されるこ

とがあってもかまいません。しかし、１つの「指導案」に複数の単元をまとめるのは不適

当で、各単元は別々の「指導案」に記載しなければなりません。
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３～６歳児が探究の単元（ＵＯＩ）にかける時間配分

単元の取り組み期間は、（c）のような数週間から、（a）の１年にいたるまで、教師の判断

で決めてかまいません。

（a）	 単元は年間を通して継続してもよい。

（b）	 単元は年間を通して１回以上繰り返し取り扱ってもよい。

（c）	 単元は学年の中で個別の開始時期と終了時期をもち、数週間継続してもよい。

（d）	 継続中の単元と同時進行で別の単元を開始してもよい。例えば、（a）と（c）の組

み合わせなど、いずれの組み合わせも考えられる。

図12

教師は各単元に取り組む期間を、比較的自由に計画し実施することができます。ただし、

必修テーマを扱う単元を計画し実施する責任は、学級担任だけのものではなく、該当する

科目専任教師とも共有されなければならないということを忘れてはいけません。

a)

b)

c)

d)

学年の
始まり

学年の
終わり
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校
名
：

単
元
名
：

教
師
名
：

日
付
：

予
定
期
間
：
時
間
数
／
週

年
齢

グ
ル

ー
プ

：

学
校

コ
ー

ド
：

探
究
の

計
画

図
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ＰＹＰ指導案

Ｐ
Ｙ

Ｐ
指

導
案
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3.
　
私
た
ち
は
何
を
学
ん
だ
の
か
を
ど
の
よ
う
に
し
て
知
る
の
か

児
童
が
す
で
に
も
っ
て
い
る
知
識
と
ス
キ
ル
を
評
価
す
る
に
は
ど
ん
な
方

法
が
あ
る
か
。
ど
ん
な
証
拠
を
探
し
た
ら
よ
い
か
。

探
究
の
流
れ
の
中
で
児
童
の
学
び
を
評
価
す
る
に
は
ど
の
よ
う
な
方
法
が
あ

る
か
。
私
た
ち
が
見
て
と
る
べ
き
証
拠
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

4.
　
私
た
ち
は
ど
う
し
た
ら
最
善
の
方
法
で
学
ぶ
の
か

教
師
お
よ
び
/
あ
る
い
は
児
童
が
考
え
う
る
学
習
経
験
で
、
児
童
を
探
究
に
取
り
組
ま

せ
、
推
進
力
と
な
る
問
い
を
出
さ
せ
る
よ
う
に
す
る
学
習
経
験
は
、
ど
ん
な
も
の
か
。

教
科
の
枠
を
こ
え
た
ス
キ
ル
の
発
達
や
「
学
習
者
像
」
の
特
性
の
発
展
の
た
め
に
、
ど

の
よ
う
な
機
会
が
あ
る
か
。

探
究
の
計
画

図
13
（
つ
づ
き
）

5.
　
ど
の
よ
う
な
リ
ソ
ー
ス
の
用
意
が
必
要
か

人
、
場
所
、
視
聴
覚
資
料
、
関
連
文
献
、
音
楽
、
芸
術
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
ソ
フ
ト
な
ど
で
利
用
可
能
な
も
の
は
何
か
。

探
究
を
支
え
る
た
め
に
教
室
環
境
、
地
域
環
境
、
お
よ
び
/
あ
る
い
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
ど
の
よ
う
に
利
用
す
る
と
よ
い
か
。

本
コ
ラ
ム
は
「
私
た
ち
は
ど
う
し
た
ら
最
善
の
方
法
で
学
ぶ
の
か
」
と
関
連

さ
せ
な
が
ら
使
用
し
て
下
さ
い
。
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6.
私
た
ち
は
目
的
を
ど
の
程
度
達
成
し
た
か

中
心

的
ア

イ
デ

ア
に

対
す

る
児

童
の

理
解

度
を

示
す

証
拠

を
挙

げ
、

探
究

の
成

果
を

評
価

す
る

。
探

究
の

計
画

と
指

導
に

携
わ

っ
た

す
べ

て
の

教
師

の
振

り
返

り
を

こ
こ

に
含

め
る

こ
と

。

中
心

的
ア

イ
デ

ア
に

対
す

る
各

児
童

の
理

解
度

を
、

よ
り

正
確

に
見

定
め

る
た

め
に

評
価

課
題

は
ど

の
よ

う
に

改
善

で
き

る
か

。

中
心

的
ア

イ
デ

ア
と

教
科

の
枠

を
こ

え
た

テ
ー

マ
に

関
連

づ
け

が
さ

れ

た
こ

と
を

示
す

証
拠

は
何

だ
っ

た
か

。

7.
私
た
ち
は
Ｐ
Ｙ
Ｐ
の
要
素
を
、
ど
の
程
度
取
り
入
れ
た
か

ど
ん
な
学
習
経
験
で
、
児
童
は

以
下

が
で

き
る

よ
う

に
な

っ
た

か
。

・
 「

私
た
ち
は
何
を
学
び
た
い
の
か

」
で

特
定

し
た

概
念

の
理

解
の

発
達

・
特
定
の
教
科
の
枠
を
こ
え
た

ス
キ

ル
の

習
得

と
応

用
の

実
証

・
特
定
の
「
学
習
者
像
」
の
特

性
（

人
間

性
）

お
よ

び
／

ま
た

は
姿

勢
の

発
達

各
事
例
に
対
し
て
選
択
理
由
を

述
べ

る
こ

と
。

探
究
の
振
り
返
り

図
13
（
つ
づ
き
）
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8.
　
ど
の
よ
う
な
児
童
の
自
発
的
探
究
が
学
習
か
ら
生
ま
れ
た
か

児
童

の
自

発
的

探
究

や
問

い
を

記
録

し
、

そ
の

中
で

指
導

や
学

習
に

取

り
入

れ
た
も
の
を
ハ
イ
ラ
イ
ト
す
る
こ
と
。

ど
の
よ
う
な
児
童
の
自
発
的
行
動
が
学
習
か
ら
生
ま
れ
た
か

個
人

ま
た

は
グ

ル
ー

プ
が

行
っ

た
児

童
の

自
発

的
行

動
で

、
振

り
返

り
、

選
択

、
行
動
す
る
能
力
を
示
し
た
も
の
を
記
録
す
る
こ
と
。

9.
　
教
師
メ
モ

探
究
の
振
り
返
り

図
13
（
つ
づ
き
）

こ
こ

で
教

師
は
「
２
.
私
た
ち
は
何
を
学
び
た
い
の
か
」
に
戻
り
、
教
師
の

問
い

や
挑

発
の
中
で
、
探
究
を
推
進
す
る
た

め
に
非
常
に
効
果
的
で
あ
っ
た

も
の

を
ハ

イ
ラ
イ
ト
す
る
こ
と
。
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解説入りＰＹＰ指導案
1.

私
た

ち
の

目
的

は
何

か
以

下
の

こ
と

を
探

究
す

る
こ

と
。

・
教

科
の

枠
を

こ
え

た
テ

ー
マ

・
 中

心
的

ア
イ

デ
ア

総
括

的
評

価
課

題
：

中
心
的
ア
イ
デ
ア
に
対
す
る
児
童
の
理
解
を
評
価
す
る
方
法
と
し
て
は
ど
の

よ
う
な
も
の
が
あ
る
か
。
教
師
は
、
児
童
の
自
発
的
行
動
も
含
め
、
ど
の
よ

う
な
証
拠
を
探
す
べ
き
か
。

2.
私

た
ち

は
何

を
学

び
た

い
の

か
こ

の
探

究
に

お
い

て
強

調
す

べ
き

「
重

要
概

念
」

は
何

か
(
特

徴
、

機
能

、
原

因
、

変

化
、

関
連

、
視

点
、

責
任

、
振

り
返

り
)
。

ど
の
よ
う
な
探
究
の
流
れ
が
、
中

心
的

ア
イ

デ
ア

の
探

究
の

範
囲

を
定

め
て

い
る

か
。

・ ・ ・ 探
究
の
原
動
力
と
な
る
教
師
の

問
い

／
挑

発
は

ど
ん

な
も

の
か

。

ク
ラ
ス
 /
 学

年
：

学
校
名
：

単
元
名
：

教
師
名
：

日
付
：

予
定
期
間
：
時
間
数
／
週

年
齢

グ
ル

ー
プ

：

学
校

コ
ー

ド
：

探
究
の

計
画

図
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「吹き出し」指導案

Ｐ
Ｙ

Ｐ
指

導
案

協
働
設
計
プ
ロ
セ
ス
の
初
期
段
階
で
、
教
科
の
枠
を

こ
え
た
テ
ー
マ
の
定
義
は
、
そ
れ
と
中
心
的
ア
イ
デ

ア
と
の
適
切
な
つ
な
が
り
を
確
実
な
も
の
と
す
る
た

め
、
た
び
た
び
再
確
認
さ
れ
る
べ
き
で
す
。

中
心
的
ア
イ
デ
ア
は
ぶ
れ
な
い
「
理
解
」
を
明
文
化

し
た
１
つ
の
文
章
で
表
現
さ
れ
ま
す
。
深
遠
な
探
究

を
生
み
出
し
、
概
念
に
基
づ
い
て
お
り
、
批
判
的
思

考
力
を
養
う
の
に
十
分
意
義
の
あ
る
も
の
で
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
児
童
が
す
で
に
も
っ
て
い
る
知

識
に
挑
戦
を
投
げ
か
け
、
そ
し
て
、
児
童
が
教
科
の

枠
を
こ
え
た
テ
ー
マ
の
理
解
を
発
展
さ
せ
ら
れ
る

も
の
で
あ
る
こ
と
。

中
心
的
ア
イ
デ
ア
を
確
立
さ
せ
た
直
後
に
、
こ
れ
ら
の
問
い
に
答
え
る
よ
う
に

し
す
る
こ
と
。
児
童
た
ち
が
中
心
的
ア
イ
デ
ア
の
理
解
を
示
す
有
効
な
方
法
が

な
い
場
合
は
、
児
童
た
ち
が
理
解
を
示
す
こ
と
が
可
能
な
よ
う
に
中
心
的
ア
イ

デ
ア
は
再
考
さ
れ
る
べ
き
で
す
。
中
心
的
ア
イ
デ
ア
と
総
括
的
評
価
課
題
の
明

確
化
は
、
次
の
指
導
案
の
設
計
に
着
手
す
る
前
に
確
認
し
て
お
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。

教
師
は
、
中
心
的
ア
イ
デ
ア
の
理
解
を
示
す
証
拠
に
は
多
様
な
形
が
あ
る
と
い
う

こ
と
に
注
目
す
る
こ
と
。
児
童
の
自
発
的
行
動
は
こ
の
よ
う
な
証
拠
の
一
例
で

す
。
児
童
が
ど
の
よ
う
な
自
発
的
行
動
を
起
こ
す
か
を
予
想
し
て
お
く
と
良
い
で

し
ょ
う
。

「
重
要
概
念
」
と
中
心
的
ア
イ
デ
ア
の
関
連
性
に
つ
い
て
議
論
し
た
後
、
そ
の
探
究
に
集
中
し
て
取

り
組
む
た
め
に
、
「
重
要
概
念
」
を
３
つ
ま
で
選
択
す
る
こ
と
。
関
連
概
念
は
、
特
定
の
科
目
に
特

化
し
て
い
て
も
「
重
要
概
念
」
と
関
連
が
あ
る
場
合
は
、
こ
こ
に
記
載
し
て
か
ま
い
ま
せ
ん
。

探
究
の
範
囲
を
定
め
る
３
～
４
の
探
究
の
流
れ
が
あ
る
は
ず
で
す
。
こ
れ
ら
は
、
中
心
的
ア
イ
デ

ア
を
支
え
な
が
ら
、
探
究
を
発
展
さ
せ
、
児
童
を
調
査
に
集
中
さ
せ
、
児
童
の
理
解
を
深
め
ま

す
。
探
究
の
過
程
と
中
心
的
ア
イ
デ
ア
の
つ
な
が
り
を
関
連
づ
け
る
だ
け
で
な
く
、
探
究
の
流
れ

の
項
目
の
間
で
も
、
適
切
で
あ
れ
ば
、
関
連
づ
け
が
さ
れ
る
べ
き
で
す
。

単
元
の
始
め
に
、
問
い
お
よ
び
／
ま
た
は
挑
発
を
通
し
て
探
究
の
枠
組
み
を
明
ら
か
に
す
る
の
は
教

師
の
責
任
で
す
。
学
習
環
境
に
変
化
を
加
え
る
、
な
ど
も
そ
の
一
例
で
す
。
こ
こ
で
教
師
は
オ
ー
プ

ン
エ
ン
ド
型
の
、
考
え
を
推
進
す
る
問
い
を
出
し
、
概
念
の
理
解
を
進
め
る
方
法
の
模
範
を
示
す
こ

と
が
で
き
ま
す
。

協
働
設
計
は
進
行
中
な
の
で
、
プ
ラ
ン
ナ
ー
は
探
究
の
間
た
び
た
び
再
確
認
さ
れ
る
も
の
と
し
ま
す
。
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3.
　
私
た
ち
は
ど
の
よ
う
に
し
て
何
を
学
ん
だ
の
か
を
知
る
の
か

こ
の
項
目
は
「
私
た
ち
は
ど
う
し
た
ら
最
善
の
方
法
で
学
ぶ
の
か
」
と
関
連

さ
せ
な
が
ら
使
用
し
て
下
さ
い
。

児
童
の
す
で
に
も
っ
て
い
る
知
識
や
ス
キ
ル
を
評
価
す
る
に
は
ど
ん
な
方
法

が
あ
る
か
。
ど
ん
な
証
拠
を
探
し
た
ら
よ
い
か
。

探
究
の
流
れ
の
文
脈
の
中
で
児
童
の
学
び
を
評
価
す
る
に
は
ど
の
よ
う
な

方
法
が
あ
る
か
。
私
た
ち
が
見
て
と
る
べ
き
証
拠
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の

か
。

4.
　
私
た
ち
は
ど
う
し
た
ら
最
善
の
方
法
で
学
ぶ
の
か

教
師
お
よ
び
/
あ
る
い
は
児
童
が
考
え
う
る
学
習
体
験
で
、
児
童
を
探
究
に
取
り
組
ま

せ
、
推
進
力
と
な
る
問
い
を
出
さ
せ
る
よ
う
に
す
る
学
習
経
験
は
、
ど
ん
な
も
の
か
。

教
科
の
枠
を
こ
え
た
ス
キ
ル
の
発
達
や
、
「
学
習
者
像
」
の
特
性
の
発
展
の
た
め
に

は
、
ど
の
よ
う
な
機
会
が
あ
る
だ
ろ
う
か
。

探
究
の
計
画

図
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（
つ
づ
き
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5.
　
ど
の
よ
う
な
リ
ソ
ー
ス
の
用
意
が
必
要
か

人
、
場
所
、
視
聴
覚
資
料
、
関
連
文
献
、
音
楽
、
芸
術
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
ソ
フ
ト
な
ど
で
利
用
可
能
な
も
の
は
何
か
。

探
究
を
支
え
る
た
め
に
教
室
環
境
、
地
域
環
境
、
お
よ
び
/
あ
る
い
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
ど
の
よ
う
に
利
用
す
る
と
よ
い
か
。

児
童
は
彼
ら
の
学
び
が
ど
の
よ
う
な
評
価
規
準
を
用
い
て
評
価
さ
れ
る
か
を
知
ら
さ

れ
て
い
る
べ
き
で
、
児
童
に
は
彼
ら
の
学
習
の
進
歩
と
、
ま
だ
成
長
の
余
地
が
あ

る
部
分
を
特
定
し
た
定
期
的
な
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
が
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
児
童
は
自
己
評
価
と
生
徒
同
士
で
の
相
互
評
価
を
通
し
て
振
り
返
り
の
で
き

る
学
習
者
と
な
る
よ
う
に
促
さ
れ
ま
す
。

児
童
の
学
習
の
証
拠
は
、
児
童
が
振
り
返
り
を
行
い
、
自
分
の
成
長
を
他
者
に
説

明
で
き
る
よ
う
な
形
で
集
め
、
提
示
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
教
師
と
児
童

に
知
識
、
ス
キ
ル
、
理
解
度
の
発
展
が
わ
か
る
よ
う
に
記
録
を
行
う
こ
と
。

う
ま
く
考
案
さ
れ
た
評
価
課
題
は
、
そ
れ
に
取
り
組
む
過
程
に
お
い
て
も
、
ま
た
そ

の
結
果
に
お
い
て
も
学
習
を
増
幅
し
発
展
さ
せ
る
機
会
を
与
え
る
た
め
、
そ
れ
自
体

が
学
習
経
験
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
教
師
は
留
意
す
る
こ
と
。

児
童
か
ら
の
活
動
の
提
案
は
、
彼
ら
自
身
が
も
つ
疑
問
か
、
教
師
が
投
げ
か
け
た
問
い
に
呼
応
し

て
行
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
学
習
経
験
は
児
童
が
「
重
要
概
念
」
を
理
解
す
る
き
っ
か
け
と

な
り
、
「
重
要
概
念
」
同
士
の
関
連
性
を
見
つ
け
ら
れ
る
よ
う
に
計
画
さ
れ
る
べ
き
で
す
。

教
師
は
、
う
ま
く
考
案
さ
れ
た
学
習
経
験
は
、
児
童
の
知
識
、
ス
キ
ル
、
理
解
度
に
つ
い
て
の
情

報
を
与
え
、
結
果
と
し
て
形
成
的
評
価
ま
た
は
総
括
的
評
価
の
た
め
の
手
段
に
な
る
こ
と
に
留
意

す
る
こ
と
。

教
科
の
枠
を
こ
え
た
ス
キ
ル
、
「
学
習
者
像
」
の
特
性
、
お
よ
び
／
ま
た
は
姿
勢
を
発
展
さ

せ
る
た
め
の
機
会
を
児
童
に
提
供
す
る
際
に
は
、
教
師
は
学
習
を
通
し
て
自
然
に
訪
れ
る
機

会
と
、
明
確
な
ね
ら
い
を
も
っ
た
指
導
の
機
会
の
違
い
に
つ
い
て
、
留
意
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
 

探
究
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
に
使
用
す
る
予
定
の
利
用
可
能
な
リ
ソ
ー
ス
を
す
べ
て
記
載
す
る
こ
と
。
図
書
館
司
書
お
よ
び
Ｉ
Ｃ
Ｔ
サ
ポ
ー
ト
を
含
む
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
ス
タ
ッ
フ
と
学
級
担
任
で
話
し

合
い
、
探
究
の
計
画
時
と
長
期
的
な
探
究
期
間
内
に
お
け
る
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
明
確
化
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
選
ば
れ
た
リ
ソ
ー
ス
が
十
分
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
教
師
メ
モ
欄
に
記
載
で
き
ま
す
。
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6.
　
私
た
ち
は
目
的
を
ど
の
程
度
達
成
し
た
か

中
心

的
ア

イ
デ
ア
に
対
す
る
児
童
の
理
解
度
を
示
す
証
拠
を
挙
げ
、
探
究

の
成

果
を

評
価
す
る
。
探
究
の
計
画
と
指
導
に
携
わ
っ
た
す
べ
て
の
教
師

の
振

り
返

り
を
こ
こ
に
含
め
る
こ
と
。

中
心

的
ア

イ
デ
ア
に
対
す
る
各
児
童
の
理
解
度
を
、
よ
り
正
確
に
見
定
め
る

た
め

に
評

価
課
題
は
ど
の
よ
う
に
改
善
で
き
る
か
。

中
心

的
ア

イ
デ
ア
と
教
科
の
枠
を
こ
え
た
テ
ー
マ
に
関
連
づ
け
が
さ
れ
た

こ
と

を
示

す
証
拠
は
何
だ
っ
た
か
。

7.
　
私
た
ち
は
Ｐ
Ｙ
Ｐ
の
要
素
を
、
ど
の
程
度
取
り
入
れ
た
か

ど
ん
な
学
習
体
験
で
、
児
童
は

以
下

の
こ

と
を

で
き

る
よ

う
に

な
っ

た
か

。

・
 「

私
た
ち
は
何
を
学
び
た
い
の

か
」

で
特

定
し

た
概

念
の

理
解

の
発

達

・
 教

科
の
枠
を
こ
え
た
ス
キ
ル
の

習
得

と
応

用
の

実
証

・
 特

定
の
「
学
習
者
像
」
の
特
性

（
人

間
性

）
お

よ
び

／
ま

た
は

姿
勢

の
発

達

各
事
例
に
対
し
て
選
択
理
由
を
述

べ
る

こ
と

。

探
究
の
振
り
返
り

図
14
（
つ
づ
き
）

児
童
の
学
習
の
証
拠
は
、
児
童
の
作
品
、
教
師
の
事
例
記
録
、
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ

な
ど
の
ク
ラ
ス
で
の
作
品
集
の
中
に
、
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
１
つ
か
２
つ
の
事
例
を
以
下
に
記
載
す
る
か
、
「
指
導
案
」
に
添

付
す
る
こ
と
。

こ
の
振
り
返
り
は
、
教
師
に
、
評
価
課
題
を
改
善
す
る
機
会
を
提
供
す
る
だ
け

で
は
な
く
、
中
心
的
ア
イ
デ
ア
を
修
正
・
強
化
す
る
機
会
も
提
供
し
ま
す
。

教
師
は
、
ク
ラ
ス
内
の
議
論
や
発
言
、
あ
る
い
は
児
童
の
作
品
と
い
っ
た
、
明
確

か
つ
詳
細
な
事
例
を
も
っ
て
、
中
心
的
ア
イ
デ
ア
と
教
科
の
枠
を
こ
え
た
テ
ー

マ
が
関
連
づ
け
ら
れ
た
こ
と
を
示
す
こ
と
。

特
に
意
欲
を
喚
起
し
、
関
連
性
が
あ
り
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
に
満
ち
て
お
り
、
意
味
の
あ
っ
た
学
習
経

験
を
記
載
す
る
こ
と
。

Ｐ
Ｙ
Ｐ
の
教
室
で
行
わ
れ
る
学
習
の
す
べ
て
を
こ
の
計
画
ツ
ー
ル
に
記
録
し
よ
う
と
す
る
こ
と
に

は
無
理
が
あ
り
ま
す
。
教
師
は
事
例
記
録
を
使
っ
て
、
「
学
習
者
像
」
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
特

性
の
発
達
を
よ
り
完
全
に
記
録
す
る
こ
と
。
こ
の
発
達
は
Ｐ
Ｙ
Ｐ
の
「
姿
勢
」
の
発
達
を
通
し

て
補
完
・
支
え
ら
れ
て
お
り
、
教
師
は
こ
の
場
を
利
用
し
て
そ
れ
ら
に
つ
い
て
論
じ
て
も
よ
い

で
し
ょ
う
。
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8.
　
ど
の
よ
う
な
児
童
の
自
発
的
探
究
が
学
習
か
ら
生
ま
れ
た
か

児
童

の
自

発
的

探
究

や
問

い
を

記
録

し
、

そ
の

中
で

指
導

や
学

習
に

取

り
入

れ
た

も
の

を
ハ

イ
ラ

イ
ト

す
る

こ
と

。

ど
の
よ
う
な
児
童
の
自
発
的
行
動
が
学
習
か
ら
生
ま
れ
た
か

個
人

ま
た

は
グ

ル
ー

プ
が

行
っ

た
児

童
の

自
発

的
行

動
で

、
振

り
返

り
、

選
択

、
行

動
す

る
能

力
を

示
し

た
も

の
を

記
録

す
る

こ
と

。

こ
こ

で
教

師
は

「
２

.
私

た
ち

は
何

を
学

び
た

い
の

か
」

に
戻

り
、

教
師

の
問

い
や

挑
発

の
中

で
、

探
究

を
推

進
す

る
た

め
に

非
常

に
効

果
的

で
あ

っ
た

も
の

を
ハ

イ
ラ

イ
ト

す
る

こ
と

。

9.
　
教
師
メ
モ

探
究
の
振
り
返
り

図
14
（
つ
づ
き
）

さ
ら
な
る
振
り
返
り
と
、
そ
の
他
の
中
心
的
ア
イ
デ
ア
、
教
科
の
枠
を
こ
え
た
テ
ー
マ
、
お
よ
び

教
科
別
領
域
と
の
つ
な
が
り
に
つ
い
て
も
、
適
切
な
ら
含
め
る
こ
と
。

児
童
の
問
い
と
疑
問
は
、
グ
ル
ー
プ
内
で
の
概
念
理
解
に
つ
い
て
の
証
拠
と
し
て
記

録
に
残
し
て
お
く
こ
と
。

一
部
の
児
童
主
導
の
探
究
は
　
探
究
の
性
質
の
決
定
に
特
に
影
響
を
与
え
る
た
め
、

ハ
イ
ラ
イ
ト
す
る
こ
と
。
ハ
イ
ラ
イ
ト
さ
れ
た
事
例
は
、
再
度
探
究
を
行
う
際
に
計

画
に
影
響
を
与
え
た
り
、
そ
れ
を
充
実
さ
せ
た
り
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

探
究
中
ま
た
は
探
究
後
に
自
発
的
に
行
動
要
素
が
発
達
す
る
場
合
が
あ
る
た
め
、
こ

の
項
目
は
探
究
中
お
よ
び
探
究
後
に
見
直
し
て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

ど
の
探
究
に
も
、
児
童
の
自
発
的
行
動
要
素
が
必
要
だ
と
い
う
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
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探究のための記入済み「指導案」を評価する
計画プロセスが完了したら、教師は計画がどれだけ効果的かについて振り返りを行うべ

きです。「指導案」に記載された計画の質を評価する際の問いは以下の通りです。

目的

•	中心的アイデアは明確に示されているか。

•	中心的アイデアと教科の枠をこえたテーマの間に適切なつながりが築かれているか。

•	教師の問いや挑発は、目的を反映しているか。

•	教師の問いは明瞭で、オープンエンド型で、的確か。

•	探究の流れは、児童の発達フェーズや興味に適切なものか。

•	概念に基づく問いと活動の間に直接のつながりはあるか。

•	探究によって下記の機会が提供できるか。

	- 意味のある知識を探究する機会

	-「重要概念」と関連概念を理解する機会

	- 関連スキルを習得し、応用する機会

	- 責任ある姿勢を育成する機会

	- 振り返りと行動をする機会

•	探究の流れと学習経験は国際的な視野を促進するか。

学習経験

•	学習経験は多様で適切な指導および学習方法を反映しているか。

•	リソースの種類と入手のしやすさはすべての児童の探究を支援するものか。

•	児童が積極的に取り組み、チャレンジできるものか。

•	児童の自発的探究が行われる余地はあるか。

評価

•	総括的評価は中心的アイデアと結びついているか。

•	評価方法やツールは個別対応できるものか。

•	この探究における成功の基準は、児童と教師の両者に明確に理解されているか。

•	教師が、児童と保護者にフィードバックできるような評価になっているか。

ＰＹＰの優れた取り組み
ＰＹＰの教室は、ＰＹＰ校という文脈の中でのみ、十分な効果を発揮します。ＰＹＰ校

では、関係するすべての人が学びと国際的な視野の育成に責任をもって取り組みます。大

人も児童も課題を特定し解決策を求めることを奨励され、共通の目標に向かって弛
たゆ

みない
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改善を目指します。ＰＹＰ校は目的意識と探究の精神で溢れています。こういった環境の

中であれば、各教室は全体組織の縮図として機能します。

教室は多様性とバランスをもった場所です。バランスは、理解の追求と、知識や基本ス

キルの習得の両方に意識が向けられている点に見られます。多様性は、それぞれの児童の

ニーズに応えるために教師が使用する、さまざまな指導および評価方法やリソースの種類

に見られますし、また教師がクラス内で期待する学習成果の水準にもさらには長期間にわ

たって１人の児童に期待する成果の水準にも、多様性があります。

児童は、自身の学習の計画や評価に積極的にかかわります。そして、個人の信念や価値

観を構築するためにお互いを、そして学習を支え合います。また、教育を受ける権利とそ

れを達成するための自分たちの役割を認識しています。児童は、自分のために、そして他

者の学習や幸福に資するために、最善をつくすようになっていきます。

ＰＹＰの教室は活気があり、協働的で目的をもった活動が特徴的な場所です。それはま

た、振り返りの場でもあり、そこでは重要な点や問題点、成功点に対する思慮深い検討に

高い価値が置かれています。

何よりも、そしてまとめると、ＰＹＰの教室は知的な空間です。容易な選択肢を選ぶよ

りも、高い目標が掲げられる場です。この空間では、学習に限界はないのです。

大人の役割
教師は、児童の発達や学習に精通し、児童一人ひとりのニーズや興味に対応する必要が

あります。また、彼らが生活し、学習を行う文化的・社会的背景を把握している必要があ

ります。教師の役割は、児童がすでにもっている知識と新しい経験により得た知識の関連

づけを促進することです。これは、保護者の支援がある場合に最も効果的に行われます。

なぜなら、家庭や学校、そしてコミュニティーといった児童の環境が、児童の認知経験を

形成していくからです。

教師は、一人ひとりの児童が評価され尊敬され、安全に学習できる環境を提供する必要

があります。それにより、児童は、互いに、そして大人と良い関係、発達と学習にとって

きわめて重要な関係を築き、発展させていくことができるのです。

教師と保護者の関係、学校と家庭の関係が協力的な相互関係であることが、児童にとっ

て最善です。ＰＹＰの教室では、保護者は、学校や自分の子どもの支援をするという明確

な役割をもった協力者として歓迎されます。保護者とは情報が共有され、保護者は教育に

参加します。

ある集団のそれぞれの児童が示す発達や学習の度合いから、教師は、そのグループおよび

個人の必要を満たすために、どんな取り組みを実施したらよいかを読み取ります。ＰＹＰで

は、この過程での教師の役割は、児童が最大限に、自身の学習に責任をもつことを促すよ

うな教育環境を作り出すことだと捉えています。つまり、それぞれの児童が主体的探究に

取り組めるように、それぞれの児童の発達や学習法に合わせた形で、リソースが提供され

なければならないということです。



私たちはどうしたら最善の方法で学ぶのか（授業方法）

ＰＹＰのつくり方：初等教育のための国際教育カリキュラムの枠組み 49

ＰＹＰの教室は動的な学習の場です。児童たちは、自分の必要に応じて、また自分が取

り組んでいる探究の必要に応じて、共同作業と個人作業の間を行き来します。児童は、そ

れぞれの役目を替えながら、先導者、協力者、集団の一員などの役を務めます。

ＰＹＰの教室では、児童たちが後をついていくだけの人ではなく、何かの行動を起こす

人になっていくように、その過程を教師が手助けしていきます。そのためには、児童の自

発的探究のための機会をつくり、それを支援すること、熟慮を重ねたオープンエンド型の

問いをすること、児童たちが教師に質問するだけでなく、児童同士が互いに質問しあうよ

うに奨めることなどが役立ちます。もちろん、いうまでもありませんが、教師も、探究を

尊重したり、探究の模範を示したりしなければなりません。

児童の環境を整える
学校の環境には、探究、調査、探検、遊びなどを助長するための、はっきりと定められ

た場所が屋内外に必要です。例えば、読書、作文、芸術、工作、創作劇や科学のための空

間になりますが、それぞれの空間には、さまざまな種類の適切なリソースが必要です。特

に幼い児童にとっては、そういった空間の中でのかかわり、そしてその空間とのかかわり

が、積極的な学習者となるきっかけになります。児童には長い時間と、できるだけ多くの

空間が必要です。そうやって、さまざまな物を使った探究・調査・遊びをすることで、自

身のこと、他の人々のこと、そして自分のまわりの世界について知ることができます。教

師は、次のような実践を通じて、動的な学習環境を整え、児童が計画的で自然発生的な探

究を進めていけるような継続的な機会を与えていくことができます。

•	選択や決断をする

•	柔軟で想像力溢れる方法で材料を使う

•	探究を発案し、質問を投げかける

•	他の人と協力して作業する

•	興味を持続し、知識を広める

•	理解を深める

ＩＣＴの役割
ＰＹＰは、情報コミュニケーション技術（ＩＣＴ）の発展により、それによる指導や学

習への影響が、ますます拡大していることを認識しています。教職員は学校が提供する技

術を使いこなせるように研修を受け、児童の探究に利用可能な技術の使用を組み込むよう

に勧められています。

多くの児童が、過去の経験や知識を活かして周りの児童、そして教師も含め、他者の学習

の質を磨いてくれるでしょう。ＰＹＰの教室と「学び合う者たちのコミュニティー」は、

この点において最も類似しているといえます。
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ＩＣＴは、学習の質の向上させる機会を提供し、児童の探究および概念的理解の発展に

大いに貢献するといえます。ＩＣＴには、独自の技能が必要ですが、追加の科目としてで

はなく、学習ツールの１つとして捉えられています。児童は探究する際、各個人が自分の

必要なことに対応できるよう、ＩＣＴスキルを身につけ、発展させていく必要があります。

ＩＣＴの活用により、可能になること

•	学習内容を資料化し、すべての関係者に提供できる

•	迅速なフィードバックや振り返りの機会が提供できる

•	本質的な学習を強化する機会が提供できる

•	幅広い情報源へのアクセスが可能になる

•	児童に自身の学習を保存、整理、発表するためのさまざまなツールを提供できる

ＰＹＰ校のコミュニティーは協働で、ＩＣＴの必要性、ねらい、および使用法を特定し、

合意を図るべきです。ＩＣＴツールは批判的に、誠実さをもって活用されるべきであり、

それにより得た情報の妥当性と信頼性には特に注意を払うようにしなければなりません。
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初等教育のための国際教育カリキュラムの枠組み

私たちは何を学んだかをどのようにして知るのか	
（評価計画）

評価におけるＰＹＰの観点とは何か
評価は、あらゆる「指導」と「学習」にとって欠かせないものです。これは、５つの学

習の「基本要素」を通して、思慮深くかつ効果的に児童を導くという、ＰＹＰの目標の核

となるものです。学習の「基本要素」とは、知識の習得、概念の理解、スキルの習得、姿

勢の発展、および行動を起こす意思決定です。ＰＹＰにおける評価の主な目的は、学習過

程に関してフィードバックを与えることです。すべてのＰＹＰ校は、プログラムの理念お

よび目的を反映した、評価手順および報告方法を作成することが求められています。

評価は、児童のパフォーマンスに関する情報の収集と分析を要し、指導を充実させるよ

うに設計されます。そして、学習過程の異なるフェーズにおいて、児童が何を知り、理解

し、習得し、感じているかを特定します。児童および教師は、児童のさらなる批判的思考

スキルや自己評価スキルの開発として、積極的に児童の成長の評価にかかわらなければな

りません。

教師は、評価方法を選択、あるいは設計する前に、報告の意図がある具体的な学習成果

について留意する必要があります。教師は、児童の取り組みを評価するうえで、個々の児

童が経験を理解するために用いる多様、複雑かつ、洗練された方法を考慮した技術を用い

る必要があります。加えて、ＰＹＰは児童と教師双方の自己評価と振り返りを重要視して

います。

児童、教師、保護者、管理職を含む、評価関係者すべてが、評価理由、評価対象、評価

規準、評価方法について明確な理解をもっているべきです。また、プログラムの有効性評

価にも、学校コミュニティー全体がかかわらなければなりません。

プログラム評価は、プログラム全体の持続的向上につながります。児童のパフォーマン

スは、ＩＢプログラムの基準および実践要綱、学習の成果全体、科目ごとの総合的な目標

にしたがって評価されます。また、これは、学校コミュニティーのメンバーおよびその他

プログラムにかかわる人々に、プログラムの達成度を伝えるための情報にもなります。

ＰＹＰの評価に対するアプローチは、探究成果だけでなく、探究過程の評価の重要性を

認識しており、それら両方を統合し支援することを目指しています。教師は、児童が探究

を始めたら、その探究の内容が発展し深まりを見せるかを知るために、詳細を記録するよ

う期待されています。教師は、以下のことを考慮する必要があります。

•	児童の探究の性質が、時間と共に発展しているかどうか。つまり、児童がより深い

質問、大幅に学びを向上させる可能性がありそうな質問をするようになっているか。
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•	児童が、現実の問題には、さまざまな領域の知識を統合した解決方法が必要である

と認識するようになっているかどうか。

•	児童がスキルの習得を実証しているかどうか。

•	児童が幅広い知識ベースを蓄積し、その理解を、探究をうまく進めるために応用で

きているかどうか。

•	児童が自主性と協働的に取り組む能力の両方を実証しているかどうか。

学校のカリキュラムにおける評価の要素は、互いに密接に関係する３領域に分けられ

ます：

•	評価―私たちは、児童が知っていること、学んだことをどのようにして知るのか。

•	記録―私たちは、データの収集および分析をどのように選択するのか。

•	報告―私たちは、情報の伝達をどのようにして選択するのか。

評価：私たちは児童が学んだことをどのようにして知るのか
児童の学習は、個人またはグループの必要に応じた指導および学習過程の計画ならびに

見直しよって促進されます。児童がすでにもっている知識および過去の経験を評価するこ

とにより、指導期間中に児童の達成度の観察同様、教師は、授業方法の計画ならびに見直

しを適宜行うことができます。よく設計された学習経験は、児童の知識、スキル、概念の

理解に関するデータを提供するため、結果として総括的あるいは形成的評価のための手段

となることを教師は心に留めておくべきです。

総括的評価は、教師および児童に、児童の理解に対する明確な見識を与えることを目的

とします。総括的評価は、指導および学習過程の最終フェーズであり、これによって児童

は学んだことを明らかにする機会が与えられます。総括的評価は、複数の要素を同時に評

価することができます。また、児童の学習および指導過程を改善する際の情報材料にもな

ります。たとえば、総括的評価によって中心的アイデアの理解度もわかりますし、児童に

行動を起こすよう促すこともあります。

形成的評価は、次の学習フェーズについて計画するために役立つ情報を与えます。学習

に織り込まれていること、児童がすでに何を知っていて、何ができるのかを、教師および

児童が把握するのに役立ちます。形成的評価と指導は、直接結びついており、意図的に機

能し合っています。形成的評価は、定期的、かつ高い頻度でフィードバックをすることに

よって、学習を促進することを目的とします。こうすることで、児童は知識および理解を

向上させ、学習意欲を養い、深い振り返りに取り組み、自己評価能力を発展させ、評価規

準を認識するようになっていきます。形成的評価の使用を増やすことで、習熟度の低い児

童たちの理解度が大きく改善されることを示す証拠もあります。

教室内での評価は以下の事項を含みます：

•	児童の学習に関した情報となるよう、児童の取り組みまたはパフォーマンスの代表

的例を活用すること。

•	児童が理解や思考を示す証拠を集めること。
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•	グループおよび個人の学習過程を記録すること。

•	児童を自身の学習についての振り返りに取り組ませること。

•	児童が、自身または他者による作品を評価すること。

•	明確なルーブリック（評価指針表）を作成すること。

•	模範となる児童の取り組みを特定すること。テスト／課題の結果を記録すること。

どんな評価でも評価を行った後は、さらに以下のような質問をすることが重要です。

•	課題は、目的または目標に達していたかどうかを判断するのに十分な情報を提供し

ていたか。

•	児童の理解度に関して、児童のパフォーマンスから何がわかるか。

•	何か予期せぬ結果があったか。

•	評価手順で変えるべきものは何か。

•	評価結果を基に、指導および学習の過程をどのように修正すべきか。

効果的な評価

効果的な評価のための以下の規準は、形成的評価および総括的評価の両方に適用するこ

とができます。

効果的な評価は、児童に以下のことを可能にします。

•	学習したことおよび理解したことを他の人と共有する。

•	幅広い知識、概念の理解、およびスキルを実証する。

•	理解したことを表現するために、多様な学習スタイル、多重知能（multiple 

intelligences）および能力を活用する。

•	質の伴った作品またはパフォーマンスを生み出すための規準をあらかじめ知り、理解

する。

•	振り返り、自己評価および相互評価に参加する。

•	自分の学習を実生活の基盤とし、それがさらなる探究へと発展する異なる観点およ

び解釈を表現する。

•	学習を分析し、何が改善を必要としているか理解する。

効果的な評価は、教師に以下のことを可能にします。

•	指導および学習過程の各フェーズを見直す判断材料を得る。

•	児童および教師の探究に対応して計画する。

•	質の高い作品またはパフォーマンスを生み出すための規準を設定する。

•	確かな結論を導き出せそうな証拠を収集する。

•	効果的な報告ができ、学校コミュニティー全体が理解できるような証拠を提供する。

•	児童のパフォーマンスおよび成長を協働で見直し、振り返る。

•	異文化的文脈を含む、多様な学習スタイル、多重知能および能力を考慮する。

•	分析的（取り組みに対して、異なる観点ごとにそれぞれ点数をつける）および全体

的（１つの点数のみ）採点法の両者を用いる。

効果的な評価は、保護者に以下のことを可能にします。
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•	児童の学習および発達の証拠を見る。

•	児童の進歩に関する理解を深める。

•	児童の学習を支援し、喜びを共有する機会を設ける。

幼い児童の学習を評価するうえでのさらなる考慮

幼い児童の発達および学習に関する評価は、カリキュラムの必要不可欠な構成要素であ

り、継続的な発達、学習、および指導を充実させます。児童は、さまざまな状況で観察さ

れるべきであり、広範囲の評価方法が導入されるべきです。教師が幼い児童を観察する理

由は以下の通りです：

•	児童および児童の興味の明確な像を構築するため。

•	児童が、何をどのように考え、学んでいるのか特定するため。

•	児童の学習に対しての環境の有効性を評価するため。

•	児童の学習を広げるため。

観察する間、教師は児童たちの発言を記録すべきです。児童同士の対話、特にごっこ遊

び中の会話に注意深く耳を傾けることによって、教師は児童の現在の興味、知識基盤、か

かわり方の度合い、および社会的スキルについて学ぶことができます。また、教師は観察

したことを児童たち、同僚たち、そして保護者と共有することで、児童の内なる世界をよ

りよく知り、グループ内でのやりとりを分析し、児童の強みと困難を発見し、「探究プログ

ラム」（ＰＯＩ）やその他の授業をした際の実践の有効性を振り返らなければなりません。

それぞれの児童が必要としていること見極めることと、学習をコンティニュアム（評価

測定表）で捉えることが重要です。コンティニュアム（評価測定表）では、児童の一人ひ

とりが、それぞれ異なってはいても関連のある方法で、発達の目安となる各フェーズを達

成していきます。耳を傾け観察すれば、児童がとりわけ楽しめる学習領域を特定したり、

学習をさらに強化、あるいは発展させる刺激的な経験を計画したりすることも可能なので

す。

記録：私たちは、データをどのように収集し、分析するのか
評価方法および評価ツールが、評価への幅広いアプローチの基礎を形成し、「私たちは何

を学んだかをどうやって知るのか」という問いに対する、学校側の答えを表します。

評価方法とは、教師が児童の学習に関しての情報を収集する際に用いるメソッドやアプ

ローチのことです。教師は、さまざまなツールを使って、この情報を記録します。ツール

は、データを収集するために用いられる手法です。

適切な方法を選択する際、どのツールがその方法に最も適用しやすく、妥当かを考慮に

入れることが重要です。これは、学習経験の効果的な評価を確実にするのに役立ちます。

評価にはさまざまな評価方法および評価ツールが使われなければなりません（図15参照）。
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評価方法および評価ツール

評価ツール

評価方法

ルーブリック

（評価指針表）

模範

例

チェックリスト 事例記録 コンティニュアム

（評価測定表）

観察 ✔ ✔ ✔ ✔

パフォーマンス

評価
✔ ✔ ✔ ✔

プロセス重視の

評価
✔ ✔ ✔ ✔

一問一答形式テ

スト
✔ ✔ ✔

オープンエンド

型の課題
✔ ✔ ✔ ✔

図15

評価方法

図16における評価方法は、評価過程の中核をなすものとして認識されています。これ

は、主観的で直感的なものから客観的で科学的なものまで、広範囲のアプローチにおよび

ます。これらの評価方法は、さまざまなアプローチを提供し、児童を１つの観点に偏らず

にバランスよくみることができるよう選択されているため、一括したパッケージとして考

えることが重要です。

評価方法

観察 すべての児童は、頻繁かつ定期的に観察されます。教師は、焦点の

あて方を広い角度（例えば、教室全体）からクローズアップ（例

えば、１人の児童または１つの活動）、非参加型観察（外側からの

観察）から参加型観察（内部からの観察）というように変えなが

ら観察します。

パフォーマンス評
価

確立された規準に基づく、目的をもった課題の評価。本物の、か

つ意味のある課題および問題を与えます。この課題では、問題に

対するアプローチ方法がたくさんあり、正解が１つだけであるこ

とはほぼありません。一般的にマルチモーダルで、沢山のスキル

が必要とされます。この種の評価には、多くの場合、音声、ビデ

オ映像、物語の録音が役立ちます。

図16
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評価方法

プロセス重視の評
価

児童は頻繁かつ定期的に観察されます。観察内容については、非典

型的な振る舞いのみならず典型的な振る舞いも記録し、信頼性を

高めるために複数の観察内容を収集し、正当性を高めるために異

なる文脈での証拠を統合します。記述および記録にかかる時間を

最小化するためのメモとりおよび記録のシステムが作られていま

す。チェックリスト、一覧表および物語形式の記述（学習記録のよ

うな）が、観察情報を収集するためによく用いられる方法です。

一問一答形式テス
ト

１度だけ行われる、一面的な課題。テストや小テストが、この評

価形式の最もよく知られた例です。

オープンエンド型
の課題

児童が何らかの刺激を提示され、かつ独自の返答をすることが求

められる状況。回答は、短い記述、イラスト、図表、または解決

策などの形式をとることができます。評価規準が添付された課題

は、ポートフォリオに含めることができます。

図16（つづき）

ツール

図16で掲げられた評価方法は、図17の評価ツールを用いて実行に移すことができます。

評価ツール

ルーブリック
（評価指針表）

すべての領域において、児童を評価するために設定された一連の

規準。レベルの説明は、児童の取り組みにおいてどのような特性

または手がかりに注目すべきか、その取り組みをあらかじめ決め

られた尺度でどのように評価するかを、評価者に示します。ルーブ

リック（評価指針表）は、教師と同様、児童が開発することもでき

ます。

模範例 児童たちの作品の見本で、他の見本の具体的な判断基準となるも

の。一般的に、採点ルーブリック（評価指針表）には、各到達度

に対して基準があります。各校は、それぞれの学校で適切かつ有

用な基準を設定することが推奨されています。

チェックリスト 示されるべき情報、データ、特性または要素などのリストです。マー

クスキーム（採点基準）はチェックリストの形式の１つです。

図17
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評価ツール

事例記録 事例記録は、児童の観察に基づく短い記述です。“ラーニング・ス

トーリー”と呼ぶこれらの記述は、焦点がしぼられた、長い期間

に及ぶ観察で、後に分析することも可能です。こういった記録は、

体系的に編集かつ整理されている必要があります。

コンティニュアム
（評価測定表）

学習の発展フェーズを視覚的に表したものです。連続性の中で熟

達度を見ることができますし、またある児童がある過程の中のど

のフェーズにいるかもわかります。

図17（つづき）

これらの評価ツールは、児童のパフォーマンスおよびプログラムの有効性の両方を評価

するために、共通テストといった他の評価形式と合わせて用いてもかまいません。

共通学力テストに関する国際バカロレア（ＩＢ）の立ち位置（見解）

国際バカロレア（ＩＢ）は共通学力テストの使用を管理または奨励してはいませんが、多

くのＩＢワールドスクール（ＩＢ認定校）にとっては、こういったテストの使用が国や地

域からの要件になっていることを認識しています。また、こういった要件が必要とされて

いなくても、ＩＢワールドスクールの中には、児童のパフォーマンスを長期的に測定する

ために、商業的に利用可能なテストを使用しているところもあります。しかし、こういっ

たテストが扱う範囲は、教育プログラムで示されている学習に直結はしません。共通学力

テストが選択肢の 1つである場合、管理職および教師は以下の事項を注意深く考慮すべき

です。

•	学内で対象とする児童の集団へのテストの妥当性

•	テストされるものと学校のプログラムの関係性

•	指導および学習に対するテストの影響

•	生み出されたデータの有用性

証拠資料

児童の学習の証拠となる資料作成は、ＰＹＰのすべての児童に関係のある評価方法です

が、とりわけ幼児期（３～５歳）で重要です。教師は、児童の理解を評価するための手段

として、児童の学習を記録するためにさまざまな方法を用います。この方法は、ビデオ映

像、音声、写真、図や絵で表したものを含みますが、これらに限定されるものではありま

せん。

教師は、児童のポートフォリオの一部として、児童の会話やコメント、説明、仮説など

が書かれた記録、および注釈付きの児童の作品を残すこともできます。
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ポートフォリオ
学校は、児童の学習の証拠を示す責任があります。一例として、ポートフォリオが挙げ

られますが、これは、情報を収集し保管するための１つの方法で、児童の成長（進歩）と

熟達度を資料として残したり評価したりするために活用できます。

ポートフォリオは、成功、成長、自ら考え評価する思考、創造性、評価方法および振り返

りといった、学習における児童の取り組みを記録するものです。ポートフォリオは、生き

生きとした児童の活動を共に祝うものです。そこから、各児童がある期間にわたって、個

人として、またグループ学習者として、どんな進歩、発達をしたか、その姿が見えてきま

す。また、ポートフォリオを使うことで、児童は、教師や保護者、そして仲間とともに、

改善すべき点だけでなく、自身の強みや成長を確認するための、振り返りができます。そ

して、それぞれ個人の目標を設定したり、指導および学習計画を定めたりすることができ

ます。

ポートフォリオに入れる学習の証拠は、さまざまな経験やカリキュラム領域からのもの

でなければなりません。ポートフォリオは、ある一定の期間における知識、概念の理解、

教科の枠をこえたスキル、姿勢および「ＩＢの学習者像」の特性の発達を示すために使わ

れます。また、ポートフォリオは児童の行動の記録を残すためにも使用することができま

す。ポートフォリオには、学習の過程と結果の両方が残されなければなりません。これ

は、意味を構築する過程の児童の姿を写した画像や証拠を含みます。ポートフォリオは、

児童、保護者、教師、管理職のための評価および報告のためのツールとして用いることも

できます。

どのように機能するのか
ポートフォリオを使用する学校には、使用法の合意を作成する必要があります。考慮す

べき事項は以下の点です。

•	作品の選択規準

•	誰が作品を選択するのか

•	何が選択された作品に付属するのか（例えば、自己評価、振り返り、評価ツール、

教師のコメント）

•	含まれるべきもの、取り除かれるものをどのように定めるのか

•	いつ、どのようにポートフォリオが使われるべきか（報告目的、児童主導の面談、

保護者面談、通知表作成のため）

•	ポートフォリオの形式（例えば、電子ファイル、バインダー、フォルダー）

•	どこにポートフォリオが保管されるか

•	誰がポートフォリオにアクセスできるか

•	ポートフォリオは最終的に誰のものであるか

•	児童とともにどのようにポートフォリオが移動するか
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報告：私たちはどのような形式で評価を伝えるか
評価を報告するということは、児童が知っていること、理解していること、できること

を伝えるということです。報告は、児童の学習の進歩を示し、成長の余地のある部分を特

定し、プログラムの有効性に寄与します。フィードバックのない評価は、単なる判定でし

かありません。フィードバックは、私たちがその判定に解釈を加え、私たちの取り組みに

改善を促す評価の要素です。報告は、おそらく学校の評価方針の最も公な部分であり、した

がって、児童および保護者に対して有益な情報を明確に提供できるよう、注意深く考慮す

る必要があります。報告は、面談や報告書を含め、さまざまな形式をとることができます。

効果的な報告は、以下のようなものでなければなりません。

•	保護者、児童、および教師がパートナーとしてかかわる

•	学校コミュニティーが大切にしているものを反映する

•	包括的、正直、公正で、信用できる

•	すべての関係者に対して、明確でわかりやすい

•	教師が、報告作業中に学んだことを、将来の指導および評価実践に組み入れること

ができる

学校は、「ＩＢの学習者像」の特性にしたがって、各児童の発達に関して報告を行うこ

とが求められています。しかし、このフィードバックは成績表に含まれる必要はありませ

ん。また、教師は報告期間ごとの終わりに特性の一つ一つについて報告を行う必要はあり

ません。「ＩＢの学習者像」の特性に対して成績や点数をつけるのは適切ではありません。

「ＩＢの学習者像」に挙げられている特性に関して、学習とのかかわりで児童が自身の

成長について考える機会が提供されなければなりません。各児童が作品を選択してつくる

ポートフォリオには、児童自身のパフォーマンスの観察および事例記録を含むこともでき

ます。児童はまた、成績表および /もしくは児童主導の面談を通して、保護者への報告に

寄与することもできます。

課題は、保護者が、「ＩＢの学習者像」のことを知る必要があることと、学校コミュニ

ティーが「ＩＢの学習者像」を最重要視することです。そうすれば、「ＩＢの学習者像」は

学校内での大切な取り組みや文化的規範に影響を与えます。これはまた、結果よりも過程

の方が大切であることを、そして過程における児童の役割が強まり明らかになったことを

示す例でもあります。

面談

面談の目的は、教師、児童、保護者間で、情報を共有することです。学校は、各面談の

体制を整備するために、目標設定も含め、面談の役目を明確にすべきです。こういった面

談は、形式的な場合も形式にこだわらない場合もあります。
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以下の体制を用いることができます。

教師と児童
児童がフィードバックを受け、自身の取り組みについて見直し、スキルをさらに洗練、

発達させるために設定されるものです。児童の学習および教師の指導計画を支援し、奨励

できるよう、このような個人面談を頻繁に行うことが重要です。

教師と保護者
保護者に対して、児童の成長発達やニーズ、および学校のプログラムについての情報を

提供します。教師は、この機会を活かし、背景情報を集め、保護者の質問に答え、心配事

に対処し、学習プロセスにおいて保護者が自身の役割をはっきりさせるのを助けるべきで

す。また、保護者はこの機会に、教師に児童の学習における文化的背景について伝えるよ

うにすべきです。

児童主導
児童主導の面談には、児童および保護者が参加します。児童は面談を主導する責任があ

り、保護者と学習過程を共有することで自身の学習に関しても責任をもちます。児童は、

さまざまな異なる学習状況を通して得た自らの理解を実際に示すこともできます。また、

同時に複数の面談が行われてもかまいません。

面談では、児童が、保護者と共有するためにあらかじめ選択した作品の例に関して、話し

合い、振り返ります。学習成果物例は、教師の指導と支援のもとにあらかじめ選定され、

児童のポートフォリオから選択することもできます。児童は強みと改善の余地がある領域

を認識します。これにより、保護者は、児童がどのような取り組みを行っているのか明確

な見識を得て、児童とそれについて話し合う機会をもつことができます。面談はしっかり

と準備され、面談の時間外に、児童が発表を練習する時間を設けなければなりません。面

談の形式は児童の年齢によって異なりますが、参加者全員がその形式と自分の役割を事前

に理解していなければなりません。

三者
三者面談には、児童、保護者、および教師が参加します。面談では、児童が自分の学ん

だこと、理解したことを保護者や教師と共有します。保護者と教師には、この過程で児童

を支援する責任があります。ここで共有される学習成果物は、教師の指導と支援のもとに

あらかじめ選定され、それは児童のポートフォリオから選択したものであっても構いませ

ん。この学習成果物に関して、児童は責任をもって振り返りを行っておきます。児童、保

護者、教師は、児童の強みおよび改善点を確認したり特定したりするために協力します。

こうすることで、新しい目標を設定すると共に、その目標の達成に向けて全員がどのよう

に支援できるかを決定することが可能になります。この面談では、教師は不可欠な存在で
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あり、話し合いのメモをとります。そうすれば、このメモを報告書で使用することもでき

ます。参加者全員が面談の形式と自分の役割を事前に理解していなければなりません。

報告書

報告書は、児童、保護者、および学校そのものにとって、児童一人ひとりの成長につい

ての総括的な記録となります。しかし、報告手順が効果的であるときの形成的可能性を見

落としてはいけません。得意な分野、改善可能分野、そして児童が（自己評価を通して）

意見提供に参加した点が報告書に明記されていれば、児童の発達に役立つものとなります。

ＰＹＰ校の報告制度および手順は、プログラムの根本的な価値基準を強固にするもので

あるべきです。多くの学校は、ＰＹＰの目的や評価規準と一致しない標準化された報告書

や形式が含まれた地域からの要件に従うことになるでしょうが、そのような場合、学校

はＰＹＰの評価モデルを考慮した追加の報告形式を考案し、「ＩＢの学習者像」に関して児

童の成長の様子を明記することが期待されています。

国際バカロレア（ＩＢ）が推奨する特定の報告書の形式が存在するわけではありません

が、以下の事項は報告制度を設ける際に役立つでしょう：

1.	「ＩＢの学習者像」が取り上げられている。

2.	 教科の枠をこえた単元および教科別の指導が含まれている。

3.	 児童の成長にすべての教師が所見を述べる機会を有する。

4.	 プログラムの基本要素のすべてが含まれている。

いくつかの学校の成績表のテンプレート例は、ＯＣＣで入手できます。

発
エキシビション

表会
ＰＹＰの最終年次では、児童は、学習の集大成となるＰＹＰでの「発表会」に参加しま

す。各児童は、プログラムの５つの「基本要素」（知識、概念、スキル、姿勢、行動）に対

する取り組みを明らかにすることが求められます。発表会は、個人的かつ共同の責任のも

とに行われる教科の枠をこえた探究であり、総括的評価活動でもあります。そして、児童

がＰＹＰから中等教育へと移行することを祝福します。発表会についての詳しい情報およ

び手引きに関しては、ＩＢ資料（英語版）『PYP exhibition guidelines（ＰＹＰ発表会のガイドラ

イン）』（2004年刊行）を参照してください。

発表会は、ＰＹＰ校とその児童の人生の重要なイベントを象徴しています。発表会

は、ＰＹＰの基本要素を統合し、それを学校コミュニティー全体と共有するものです。そ

して、児童にとっては、ＰＹＰでの取り組みで身につけてきた「ＩＢの学習者像」の特性

の具現化を示す好機です。

学校によっては、10～11歳、もしくは11～12歳がＰＹＰの最終年次になりますが、最終

年次では、５つの「探究の単元」と発表会があります。発表会の単元は、学校の裁量で、

任意の教科の枠をこえたテーマのもと行われます。児童は、協働的で、教科の枠をこえた

探究に取り組み、実際の生活での課題や問題を特定し、調査し、それに対する解決策を提
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供することが要求されます。選択される中心的アイデアは、すべての児童による克明な調

査の必然性が保証される、十分な範囲と重要性を備えていなければなりません。

ＰＹＰでの「発表会」には、以下を含む重要な目的があります。

•	児童が深く掘り下げた、かつ協働的な探究に取り組むこと

•	児童に、自主性や自身の学習に対する責任を実証する機会を提供すること

•	児童に、複数の観点を探究する機会を提供すること

•	児童がこれまでの学習を統合・適用し、ＰＹＰの旅を振り返ること

•	児童の理解を評価する過程に、本物の手順を提供すること

•	学習の結果として、児童がどのように行動を起こすことができるか示すこと

•	ＰＹＰの基本要素が組み入れられた協働経験で、児童、教師、保護者、およびその

他の学校コミュニティーのメンバーを結束させること

•	児童の、初等教育から中等教育への移行を祝うこと

ＰＹＰの集大成的な経験として、発表会はプログラムのすべての主要な特徴を反映させ

ることが求められます。したがって、発表会は、定期的かつ注意深く計画された評価を含

まなければなりません。

この評価は２つの形態で行わなければなりません。１つ目は、各児童一人ひとりの発表

会の単元に対する取り組みとその内容の理解を示す継続的評価で、２つ目は、発表会の行

事そのものの総括的評価と振り返りです。

発表会の評価は学内で行われます。評価は発表会の単元の期間を通して行われるべきで、

厳しくあるべきです。ＩＢは、内部評価を公式に監視することはありませんし、外部試験の

実施もしませんが、ＰＹＰの誠実性を確実なものにしようと努めています。学校は、自分

の学校の発表会を評価するための手引きとして、ＩＢ資料（英語版）『Programme standards 

and practices（プログラムの基準と実践要綱）』（2014年刊行）の基準Ｄ２に基づく、ＩＢ資

料（英語版）『The PYP exhibition guidelines（ＰＹＰ発表会の指針）』（2004 年刊行）の発表

会のルーブリック（評価指針表）を参照することができます。

教師は、ＯＣＣで、他校の発表会に対する取り組みの例を見ることができます。また、

発表会のためのさらなるガイダンスも入手することができます。

学校の評価方針
学校は、ＩＢが求める評価方針に合致した評価方針を策定し、実施すること

ＩＢ資料『プログラムの基準と実践要綱』Ｂ１.５ｂ（2014）

評価方針というものは、評価に関しての学校の考え方や見解を表します。評価方針を作

成することは、しばしば、評価に対しての学校の考え方に焦点を当てるきっかけ、学校の

目標および目的の共通理解の達成を促進するきっかけとなります。

評価方針は、学校環境内での評価の行程全体に対する教師の理解を明確にすることを目

的とした文書です。これは確立した文書ではなく、学校の評価のニーズを反映させるため
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に継続的に進化するものです。協働の見直しは評価方針作成の重要な要素であり、教職員

および管理職の両方が参加しなければなりません。

一度評価方針が作成され合意されれば、それは学校全体に適用されます。明確な評価方

針が学内で確立され、児童および保護者に伝達されなければなりません。評価方針は以下

の事項を含みます。

•	評価の目的（何を、なぜ評価するのか）

•	評価の原則（効果的な評価の特徴とは何か）

•	評価の実践（どのように評価するのか）

評価方針を作成する際は、学校コミュニティーが行っていく協働の作業プロセスそのも

のに価値があることを学校は心に留めておく必要があります。協働作業であることが最も

大切なことで、評価方針を作成するためには、学内で協働作業が行われなければなりませ

ん。目的としていることは文書の作成ですが、最も重要なのは、そのプロセスの協働的な

性質と、それに伴う話し合いです。強い関心を寄せる人々が参加することで、評価方針は

学校の理念を真に反映したものになります。また、評価方針の定期的な見直しを行う仕組

みも整えるべきです。

以下の質問事項は、学校が評価方針を策定するのに役立ちます。

•	評価に関する学校の考え方は何か。

•	評価に関する学校の考え方が、その学校の使命にどのように対応しているか。

•	どのような取り組みなら、それを実現するために、合意が得られるだろうか。

•	学校コミュニティーの各構成要素すべて（児童、教師、保護者、管理職）にとって、

評価の目的は何か。

学校は、評価方針の一部として、合意に基づく評価実践要綱を作成しておくと便利です。

評価実践要綱は、学校が児童の成長をどのように評価、記録、報告するかを説明したもの

で、学内で準備されるものです。

以下の質問事項は、学校が評価に関する合意を成立させるのに役立つでしょう。

•	私たちは評価の枠組みをどのような構成にすべきか。

•	私たちはどのくらいの頻度で評価すべきか。

•	私たちは何を評価するか。

•	評価の責任は誰が、どのようにもつのか。

•	評価情報はどのように記録されるべきか。

•	評価情報はどのように分析され、報告されるべきか。

•	評価情報はどのように児童および保護者に報告されるか。

•	評価情報はどこに保存され、誰がアクセスできるか。

•	どのくらいの頻度で私たちは評価実践要綱を見直すのか。

•	何か満たされるべき必須条件があるか。
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初等教育のための国際教育カリキュラムの枠組み

分析から統合までＰＹＰを理解する

本資料ではこれまで、ＰＹＰのカリキュラムに対するアプローチのさまざまな構成要素

の分析を行いました。しかし、ＰＹＰを完全に理解するためには、このアプローチを、構

成要素の統合として考えることが重要です。統合は複数のレベルで機能します。

統合の対象：

基本要素 教師および児童は、強力な概念を用い、探究を意義のある教科の

枠をこえた内容へと導く重要な問いを生み出します。この探究の

プロセスで、児童は不可欠な（基本）知識およびスキルを習得し、

責任ある行動に取り組みます。これらは積極的な姿勢を養う環境

の中で行われます。

指導計画、授業方法、評
価計画

指導計画を主なリソースとして用い、教師および児童は教室での

さまざまな活動を盛り込んだ、計画された探究のプロセス（授業

方法）を設計します。学習に関してのデータを与える評価計画は、

これらの活動に不可欠であり、学習プロセスの質と学習成果の両

方に焦点をあてます。

一貫性があり教科の枠を
こえた学習

ＰＹＰカリキュラムの中心となるのは、知識、概念、スキル、姿

勢、行動から成る基本要素です。これらの要素は科目の垣根を越

え、カリキュラム全体を、意欲を喚起し、関係性があり、チャレ

ンジに満ち、かつ意味のある、一貫性のある教科の枠をこえた全

体へと進化させます。

学習者のコミュニティー
としての学校

ＰＹＰにおいて、児童・保護者・教師は、一人ひとりの児童に国

際的な視野の促進をねらいとした最上の教育を提供する、という

共通の目標のもと、探究の精神と継続的な改善に責任をもって取

り組む決意によって結束されたパートナーです。

基本要素の統合
ＰＹＰカリキュラムの枠組みの構成要素は、カリキュラム全体に貢献するものとして理

解され、実感されるべきものです。「ＰＹＰ指導案」は、「設計」「指導」「学習」プロセス

において、基本要素の統合を確かなものにするための手段です。一方、「ＩＢの学習者像」

に記載されている学習成果は、そういった統合の現れです。



分析から統合までＰＹＰを理解する

ＰＹＰのつくり方：初等教育のための国際教育カリキュラムの枠組み 65

「指導案」を通しての統合

ＰＹＰにおいては、指導と学習のほとんどが、教科の枠をこえた「探究の単元」（ＵＯ

Ｉ）の設計を軸として展開します。各「探究の単元」（ＵＯＩ）は、「ＰＹＰ指導案」で計

画、記録されます。各単元には次の内容が求められます。

•	意欲を喚起し、チャレンジに満ち、関連性があり、意味のある経験として独立して

いる。

•	グローバルな意味のある教科の枠をこえたテーマの観点から枠組みされた、首尾一

貫した、学校規模の「探究プログラム」（ＰＯＩ）に貢献する。

•	中心的アイデアについての探究を支えるために、異なる科目領域の要素を結びつ

ける。

•	協働で取り組む教師のチームによって設計され、「ＰＹＰ指導案」に記載されてい

る一連の問いによって導かれる。

•	概念に基づく一連の重要な問いによって推進される。

•	探究の流れに対応して設計されたさまざまな学習経験に児童が携わる。

•	児童がすでにもっている知識を踏まえて構築される。

•	積極的な姿勢を促し、社会的責任がある行動を起こす機会を提供するような方法

で、組み立てられ、実施される。

•	児童が自身の学習に関して振り返り、責任をもつことを求める。

「探究の単元」（ＵＯＩ）を通して、「基本要素」は、首尾一貫した「指導」と「学習」

のアプローチである意義のある全体へと統合されます。教師および児童は、概念的基盤を

もち、単元の中心的アイデアと関連する問いや探究を生み出します。教室での経験は、こ

ういった問いや探究への直接的反応として設計されます。教室は、児童がスキルを練習・

習得し、新しい知識を構築する、計画された探究の中心地となります。積極的な姿勢を養

い、責任ある行動を起こす機会を提供する風土の教室でこそ、児童はこれらを行うことが

できます。児童の学習の評価では、中心的アイデアの児童の理解の質および探究の流れに

対する反応の幅の広さや深さに焦点があてられます。

「探究プログラム」（ＰＯＩ）が必ずしも学校のプログラム全体を構成するわけではない

ことに注意しておくことが大切です。うまく設計された探究は、「探究プログラム」（ＰＯ

Ｉ）内でも外でも、学習のための理想的な背景となります。各教科には、それぞれの教科の

規準や本質があることも認識されています。教科についての指導、および教科を通じた指

導が奨励されるのは、その指導によって、ＰＹＰが定義する教科の枠をこえた学習の質が

高められる場合であり、融合により「指導」と「学習」が不自然になったり表面的になっ

たりするようであれば、融合は推奨されません。



分析から統合までＰＹＰを理解する

ＰＹＰのつくり方：初等教育のための国際教育カリキュラムの枠組み66

「ＩＢの学習者像」で表される、統合の成果

ＰＹＰの信念と価値観は、「ＩＢの学習者像」に表されています。「ＩＢの学習者像」で

はカリキュラムの学習成果を人物像として表し、児童の学習こそが学校の目的であるとい

う事実に焦点をあてています。

また、「ＩＢの学習者像」は、ＰＹＰの「基本要素」の統合を表します。初等教育を通

して、児童は「知識、概念、スキル、姿勢、行動」を統合する計画された探究に取り組み

ます。その中で、児童は「ＩＢの学習者像」に示されている特性の具現化を目指します。

「ＩＢの学習者像」は、カリキュラムのすべての領域において学習に役立つ、力強い目標と

なります。

ＰＹＰの基本要素の統合

図18

学校にとって、これはどのような変化を意味するのか
ＰＹＰには、指導と学習の方法における特定の信念があります。それでも、教育におけ

る多くの革新（より正確には、教育的な改定）においては、狭く、排他的なアプローチが

とられ、それがしばしば弊害となっていることも認知されています。ＰＹＰは、広くイン

私たちは
自分たちを
どう組織して
いるのか

私たちは
どのような場所と
時代にいるのか

この地球を 共有
するということ

世界はどのような
仕組みになっているのか

私たちは
誰なのか

 

学習者による
意味の構築

 行動  スキル

概念

意識

言語

芸術

 体育
（身体・人格・
社会性の発達 ）

PSPE

社会

算数

 

理科

 

 

私たちはどように
自分を表現するのか



分析から統合までＰＹＰを理解する

ＰＹＰのつくり方：初等教育のための国際教育カリキュラムの枠組み 67

クルーシブな教育的アプローチを通じて、それが探究の精神と明確な目的意識によって推

進されるものである限り、多種多様な授業方法や形式に対応できる文脈を提供します。

全校的なレベルでこのアプローチを導入するために必要となる変化の程度は、導入時の

学内の状況によって異なります。しかし、現実的に考えて、学校コミュニティーは以下の

ことを認識しなければなりません。

• ＰＹＰアプローチの学校単位での採用には、教室内だけでなく、学校全体の変化を

必要とする。

• 変化はゆっくりと見られ、不安と困難を伴いがちである（現行の手法を検証、修正す

ることを求められたる場合、どんな「変化」にもこのような困難は伴うものである）。

• この変化のプロセスに携わることは、学校全体、各教師、そしてとりわけ児童の学

習の質に有益な効果をもたらすのであるから、そこでの苦労には価値がある。

• 指導の変化のプロセスは、すべての教師および管理職からの多大な支援を必要とする。

教師にとって、これはどのような変化を意味するのか
同様に、変化の程度は各教師によっても異なります。あまり意味を感じることのできな

い「変更」を押しつけられることが多いと残念に感じている教師がいるとしたら、その教

師たちには、第三者が考案した「良い指導方法」を取り入れるために彼らが長年努力して

身につけたスキルや経験を捨てるよう期待されることは決してないのだと、明確に伝えら

れるべきです。むしろ、教師は何よりも第一に児童の学習を向上させることを目標に自ら

の指導方法を改善していくことを目指すべきであり、個人的に、そして同僚と協働しなが

ら、自身の強みやアイデアを共有し、自身の方法の振り返りを行うべきなのです。そうす

ることで、教師は児童にとって必要不可欠だとされているスキルや姿勢の模範を示すこと

となるでしょう。

振り返りの一助として、優れた取り組みの一般例が用意されており、継続的改善に取り

組もうという人には、検討する価値があるはずのものです。教科別の実践の変化例は、付

録に記載されています。
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全
ホリスティック

人的なプログラムとしてのＰＹＰ
「ホリスティック（全人的）」という言葉は、ずいぶんと乱用されています。しかしこれ

は、基本要素を１つの統一体として、カリキュラムの指導計画・授業方法・評価計画を１

つの統一体として、教科の枠をこえたテーマと科目領域を統一体のそれぞれ一面として、

そして学校コミュニティー全体を 1つの統一体として示す、ＰＹＰのカリキュラムモデル

を説明するときにはぴったりとあてはまる考え方です。１つの全人的なプログラムを、視

覚的に表現すること、特に、ＰＹＰのような多面的なプログラムの表現は容易ではありま

せん。しかし、その構成内容を凝縮し、できるだけ簡易に明瞭化しようと試みたものが図

20です。

ＰＹＰの概要

図20

最後に、ＰＹＰ内でしっかりと支えられているより大きな統一体が１つあります。ＩＢ

は、世界中のＩＢワールドスクール（ＩＢ認定校）が、それぞれのアイデンティティーと

自律性を維持しながら、強みやアイデアを他のＩＢ認定校と共有していくことができる協

働的で国際的なコミュニティーを形づくることができるよう取り組んでいます。私たちの

知識

概念

スキル姿勢

行動

授業方法

指導計画

評価計画

学習者による
意味の構築
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児童によりよい教育を与える、国際教育システムの創造に向けての働きかけは、ＰＹＰコ

ミュニティーの中で歓迎されています。

本資料は、長期に渡る多くの教師、管理職、およびコンサルタントの取り組みが形となっ

たものです。ＩＢは、本資料が、私達が固く信じる国際教育のシステムの全体像を明から

することのもう１つのヒントとなり、その実現に向けてのさらなる一歩となることを確信

しています。
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付録　教科

はじめに

初等教育プログラム（ＰＹＰ）はまず第一になによりも、地球規模での重要性をもった

６つのテーマに沿って構成された教科の枠をこえたプログラムです。加えて、それぞれが

価値をもち、６つの教科の枠をこえたテーマを探究するためのスキルと知識を児童に提供

する、６つの教科が規定されています。児童は、各教科間および各教科と教科の枠をこえ

たテーマとの相互につながりをもった関係性を理解するために、カリキュラム全体に広が

る関連性を認識しなければなりません。

この付録では、各教科がＰＹＰにおいてどのような役割をもっているかについて記載し

ています。ＩＢは、教科ごとの「学習範囲と順序」も発行しており、それはオンラインカ

リキュラムセンター（ＯＣＣ）からダウンロードするか、ＩＢストアで購入することがで

きます。大規模なＰＹＰの「学習範囲と順序」の使用は必須ではありませんが、これらの

資料には学校が教科学習をそれぞれの背景に合わせて文書化する上で役に立つサンプル資

料が含まれています。サンプル資料には、サンプル計画プロセス、学習コンティニュアム

（評価測定表）、およびさまざまな完成した「指導案」が含まれます。

数学、言語（指導言語）、社会、および理科は、児童と最も多くの時間を過ごす学級担任

が責任をもって指導しなければならないことに留意してください。ＰＹＰの教科の枠をこ

えた教育モデルにおいて、これらの科目での教科専任指導は適していません。教科の枠組

みをこえる教育であるＰＹＰでは、教科という枠組みは学びを支えるものと位置づけられ

ます。児童の人格や社会性に対する教育はすべてのＰＹＰ教師の責任です。
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付録　教科

初等教育プログラムにおける言語

言語における信念と価値観

言語は、学習を形成する多くの相互に関連する認知的、情意的および社会的

要素の中心に位置づけられる。

教師と運営管理者のためのリソースとしての学校における言語方針

デービッド・コルソン（1999）

コミュニケーションの必要性は人間にとって本能的なものです。言語の発達はコミュニ

ケーションの必要性に対する根源的な答えであり、それは私たちの思考と理解を支援し、

促進します。言語は私たちの暮らす世界のいたるところに存在しています。それは社会的

に構築され、社会的な相互作用とかかわりの数と性質に依存しています。

言語の学習プロセスには、「言語の学習」、「言語についての学習」、「言語を通しての学

習」が同時に関与します。言語の学習は、毎日の生活の中で他者の話を聞き、共に使用す

ることを指します。言語についての学習は、どのように言語が機能するかについての理解

を児童が発展させることです。言語を通じた学習は、児童が情報、アイデア、課題につい

て聞き、考え、議論し、振り返りを行う手段として言語を使用することを意味します（ハ

リデー、1980）。言語学習についてのこれらの側面を理解することは、教師の理解と児童

の学習促進に役に立つかもしれません。しかし、これら３つの要素は密接に結びついてお

り、個別のプロセスであるとは考えないようにすべきです。

言語は意味の構築において必要不可欠な存在です。児童を助け、概念形成や批判的思考

を支援する知的な枠組みを提供します。ＰＹＰにおける言語教育は、あらかじめ定められ

た、慣習的な言語指導モデルに基づくものではなく、児童の過去の経験、ニーズや興味に応

えるものであるべきです。学習を独立したスキルの習得のために分断すると、児童にとっ

て困難を生む場合があります。例えば、児童はある単語単独でなら正しく読み、書き、綴

ることができても、別の文脈の中では読み、書き、綴ることのいずれかができないかもし

れません。言語はフェーズを追って習得しなければならない一連のスキルとして学ぶので

はなく、意味のある文脈の中で学習に取り組む機会があってこそ、児童のニーズを最も効

果的に満たすことができます。

ＰＹＰ校では、すべての児童が学習プログラムと学校での社会生活に深く参加し、個人

として成長するための環境と必要な言語サポートの提供を保証しますが、それに必要な言

語の発達についての評価とサポートに特別な責任をもっています。ＰＹＰ校のすべての教
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師は言語の教師であると認識されます。指導言語が児童の第一言語ではないことがある学

校では、言語学習は取り分け重要な役割を担います。母語の発達は認知発達と文化的アイ

デンティティーの保持においてきわめて重要であるという研究結果があります。また、児

童が異文化に対する意識と理解を発達させる可能性を確保し、母国の言語、文学、および

文化との接点と誇りを維持することを可能にします。母語の発達度は、他の言語の習得を

含め、長期的な学問的達成度の予測における強い指標になります。各言語間の違い、およ

び各方言間の違いに対して敬意を払うように奨励するべきです。

ＰＹＰ校では、すべての児童が７歳までに複数の言語を学習する機会を得ます。異なる

言語を理解し、それにより異なる文化や観点を理解することはすべての児童に良い影響を

与えます。複数言語の習得は人間的な発達につながり、国際的な視野の形成を促します。

これらの理由から、二言語使用、または多言語使用は、真の国際的な視野をもつ人の証で

あると言えるのかもしれません。そして、それは、ＩＢの３つのすべてのプログラムにお

いて必須の要件とするべきことなのかもしれません。しかし、この前提を認めるために

は、単一言語使用者は国際的な視野をもつ能力に限界がある、という相反する立場を認め

なければなりません。これはＰＹＰが取り入れている立場ではありません。付加言語の学

習以外にも、ＰＹＰの枠組みの中で国際的な視野の形成に寄与する要素は、本ＩＢ資料

『ＰＹＰのつくり方：初等教育のための国際教育カリキュラムの枠組み』に記載されてい

ます。ＰＹＰを提供しているほとんどのＩＢワールドスクール（ＩＢ認定校）、特に州立や

国立の小学校において、二言語使用を現実的な目標とする学習コミュニティーを形成する

ことは困難であり、ほとんどの場合不可能です。結果として、すべての児童の二言語使用

をＩＢワールドスクールがゴールとして掲げるとした場合、それはプログラムをより広く

提供するというＩＢの戦略的なコールと相反するものとなってしまうかもしれません。

「ＩＢの学習者像」は、効果的で国際的な視野を有する学習者の特質を表したものである

ため、ＰＹＰにおける言語指導および学習と一体になっています。「ＩＢの学習者像」と５

つの基本要素（知識、概念、スキル、姿勢、行動）は、言語の計画、指導、評価における

指標を与えます。

言語における優れた取り組み
言語はカリキュラム全体を統合する主要な要素です。したがって、ＰＹＰ校では、言語

の習得だけでなく、各教科と教科の枠をこえた「探究プログラム」（ＰＯＩ）における応用

にも注目します。言語はまた、より広いコミュニティーとのつながりの形成を促進するも

のでもあります。

言語は探究の手段です。探究型の授業では、教師も児童も言語を使うことを楽しみなが

ら、その機能性や美しさに目を向けます。児童の探究に文学を組み込むことで得られる言

語に対する愛情と喜びは、ＰＹＰのクラスにおける優れた取り組みの現れです。例えば、

ある著者についての学ぶために読まれた著作のシリーズ、特定の社会科的な重点を置いた

「探究の単元」（ＵＯＩ）の一部としての地域のおとぎ話、理科の調べ学習に先立って行われ
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る科学者の伝記や新聞記事についての議論、算数の概念の発達を強化する初期の数え話、

芸術スキルの向上を促すイラスト技術の比較と練習などが考えられます。

ＰＹＰ校の教師は、すべての児童が受け入れられていると感じ、言語学習やリスクをと

ることを他の人が支援してくれるという自信をもつような、思いやりに溢れた言語コミュ

ニティーの形成に向けて努力するべきです。児童が言語学習（特に付加的言語の学習）に

おいてリスクをとることを推奨するには、彼らが、自分は成功する大きな可能性をもって

いる、と信じられなければなりません。少なくとも部分的には正解が得られると彼らが信

じていなければ、挑戦しようとすらしないかもしれません。児童が成功する機会をもつよ

うに、教師は指導と学習の環境を構築しなければなりません。教師は、コミュニケーショ

ンのプロセスにおいて児童をサポートする技術を使用し、児童が彼らの意図を完全に表現

できない場合に「足りていない部分」を提供（このことはしばしば「スキャフォールディ

ング」（足場づくり）と呼ばれる）します。実際には、ボディランゲージやジェスチャー、

行動を伴った言語、他の児童の発言からの構築、誘導する質問などがスキャフォールディ

ングに含まれます。

ＰＹＰのクラスにおける言語学習は教室の枠を越え、学校の図書館、メディアセンター、

および他の教室との密接な関係をもっています。学級担任は他の担任や科目専任と協力し

て計画を行います。教室での学習を強化・サポート・発展させる上で、付加的言語の教師

は取り分け重要な役割を担います。

ＰＹＰの教室はテクノロジーによってより広い世界とつながっています。児童は印刷さ

れたメディアだけでなく、さまざまなマルチメディアのリソースにアクセスするためにイ

ンターネットを通じて調査し、コミュニケーションを行います。

言語指導および言語学習に対するＰＹＰの教師個人の知識は大変重要です。どのリソー

スを選択するか、どんな学習経験が設計されるか、指導がどれほど効果的かは、教師自身

が何を理解しているかに依存します。通常の教員研修、専門誌、そして特に探究を通した

言語学習に同じようにコミットしている同僚とのやりとりを通して、教師自身の言語指導

と言語学習への興味と発展が維持されます。言語指導用の市販教材は、教師と児童のニー

ズを満たし、プログラムの要件を満たすものであるか慎重に審査されなければなりません。

効果的な言語指導と言語学習は社会的な行為であり、他者との関係、文脈や環境との関

係、さらには世界や自己との関係に依存します。そのような学習は、自分との関連性が高

く、意欲を喚起し、チャレンジに満ちていて、かつ重要性の高いものです。さまざまな言

語に触れ、その豊かさと多様さを体験することは、生きることや学ぶことに対する好奇心

を生み出し、新たな社会的関係を築くことへの自信を育みます。ＩＢワールドスクール

（ＩＢ認定校）において言語は、児童が世界とかかわり、ＩＢの「より良い、より平和な世

界を築くことに貢献する」という使命に対する責任を自分自身と結びつけ、受け入れられ

るようにするための手段となります。
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「探究プログラム」（ＰＯＩ）における言語の役割

情意的および実質的な面で、言語は学校における学習のすべてにかかわっているもので

す。児童は聞き、話し、読み、書くことを通して、新しい意味を把握し、新しい概念を理

解します。ＰＹＰの「知識」の分野では、教科の枠をこえた「探究プログラム」（ＰＯＩ）

の内外を問わず、言語は学校のカリキュラム全体を結びつける上で最も重要な要素です。

学校は、カリキュラムのすべての領域で言語指導と言語学習に対する生きた文脈を提供す

る責任をもちます。この文脈は、「学び合う者たちのコミュニティー」とプログラムの根拠

となっている教育理論を反映させた、関連性の高いものでなければなりません。ＰＹＰ校

では、児童に自分たちの役割を協議する機会が与えられるべきです。学習プロセスへの参

加者である児童により大きな要求が課されることで、口頭や映像によるものを含めた読み

書き能力はより重要になっていきます。

「探究プログラム」（ＰＯＩ）は、児童が言語を身につけ、それを使用する生きた文脈を

提供します。可能な限り、言語は「探究の単元」（ＵＯＩ）に関連した生きた文脈の中で教

えられなければなりません。教師は、児童の探究と学習の共有をサポートする言語学習の

機会を提供すべきです。また、「探究プログラム」（ＰＯＩ）の一環として言語が教えられ

ているかどうかにかかわらず、目的のある探究こそが、最も効果的な学びをもたらす方法

だと考えられています。学習は常に、児童の過去の経験と現在の理解をもとに行われるべ

きです。

意義があり、楽しめる文脈で言語能力を伸ばすことができるような学習体験を教師が用

意することで、児童は、つながりを形成し、学習したことを応用して、概念的な理解を別の

状況にあてはめることができるようになります。こうして概念を発展させていくことや、

そのプロセスにおける喜びが、生涯にわたって学び続けるための基礎を築きます。

ＩＢ資料（英語版）『PYP Language scope and sequence（ＰＹＰ言語の学習範囲と順序）』2009 年

刊行）に、「探究プログラム」（ＰＯＩ）の内外における言語学習計画プロセスの例が記載さ

れています。

言語の指導方法はどのように変わってきているか
体系的で、目的をもった探究は、ＰＹＰにおける言語の指導と学習の主要なアプローチ

です。多くの教育における革新（より正確には、改定）は、その狭く、排他的なアプロー

チが弊害となることが認知されています。探究の精神と明確な目的意識によって推進され

るものである限り、ＰＹＰは、多種多様な指導方法や形式に対応できる文脈を提供する、

広く包括的な教育アプローチを提案します。

この方法で言語指導をするために必要な変化の程度は各教師によっても異なります。あ

まり意味を感じることのできない「変更」を押しつけられることが多いと残念に感じてい

る教師がいるとしたら、その教師たちには、第三者が考案した「良い指導方法」を取り入

れるために、彼らが長年努力して身につけたスキルや経験を捨てるよう期待されることは
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決してないのだと、明確に伝えられるべきです。むしろ、教師は何よりも第一に児童の学

習を向上させることを目標に自らの指導方法を改善していくことを目指すべきであり、個

人的に、そして同僚と協働しながら、自身の強みやアイデアを共有し、自身の方法の振り

返りを行うべきなのです。そうすることで、教師は児童にとって必要不可欠だとされてい

るスキルや姿勢の模範を示すこととなるでしょう。

振り返りを助けるものとして、以下の科目に特化した優れた取り組みの例を示します。

これらの例は、指導の向上を目指し継続して取り組む人の参考になるはずです。

言語指導方法はどのように変わってきているか

強調されるようになってきた点 強調されなくなってきた点

統合的な言語能力の発達の推進 孤立した学習要素としての言語指導

カリキュラムを通した教科の枠をこえた要

素としての言語学習

分離した教科としての言語学習

付加的言語教師を、ＰＹＰの教師として見な

す（言語教師自身もそう自覚する）

付加的言語教師を、純粋な科目専任教師とし

て見なす

文学に基づいたアプローチによる言語学習 練習ドリル形式の教科書とワークブックを

用いた言語学習

言語学習において、間違えることは必要不可

欠なものであるとみなす教育アプローチ

言語において、間違えないことを強く推奨す

る教育アプローチ

意味を解釈するために読むこと 正確性のみに着目した解読

興味に基づいた読み物の選定 読解力に基づいた読み物の選定

児童による読み物の選定 教師主導の読み物の選定

世界の名作を読み物として用意する 学校で長く読まれてきたもののみを読み物

として用意する

多様な文化からの読み物を用意する 単一文化からの読み物のみを用意する

意味を重視して読むことと書くことを行う 主に正確性を重視して読むことと書くこと

を行う

教室での適切な協調的議論を推奨する 静かに、個別作業を行うことを強制する

児童が自発的に書くことに取り組む 児童は教師の指示で書くことに取り組む

児童の学習を促進させるさまざまな方法を

教師が提供する、スキャフォールディング

（足場づくり）のなされた学習経験

教師が児童の言語の模範となるだけの取り

組み

プロセスとしての書くこと 作品としてのみの書くこと

さまざまな独立したスペル学習の方法を発

展させる

正しいスペル指導を教師の指導のみに依存

する

言語の豊かさに対する理解を育む 文法と構文についての言語学習

理解と探究を発展させる手段としての文学 語彙、文法、構文について学ぶための文学学習
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言語指導方法はどのように変わってきているか

強調されるようになってきた点 強調されなくなってきた点

マルチメディア教材を使って、読むこととリ

サーチについて児童に指導する

読むこととリサーチに、印刷した教材のみを

提供する

創造的な問題解決と情報処理に言語を使用

する

言語を丸暗記の学習に使用する

ポートフォリオ、面談、誤
ごびゅう

謬分析、サンプル

分析の作成、交換日記などのさまざまな評価

方法

標準化された読むことと書くことの評価

言語の知識とスキル
言語は、人為的な「科目分け」を超越する複雑なつながりをもっているものです。前述

した「言語の学習」、「言語についての学習」、および「言語を通した学習」の３つの側面が

適切な文脈の中で機能するとき、言語学習者にとって最適な学習環境を提供します。

児童の、言語使用、言語への感謝、言語の性質に対する理解、言語に対するさまざまな影

響、言語と方言における多様性への認識を発展させる必要があります。児童は、言語の教

科の枠をこえた性質を認識すべきです。児童は教室の内外で、教科領域内で、および教科

領域を超越して言語を使用します。言語運用能力、および複数言語の運用能力は、役に立

つライフスキルで、社会的コミュニケーションおよび個人的な内省の手段になる、という

認識を児童に推奨すべきです。さらに、創造的なプロセスとしての言語と文学の学習は、

自己表現を通した想像力と創造力の発展を促進します。

言語の学習要素
私たちは児童に何を知ってもらいたいのか
ＰＹＰでは、口頭言語、視覚言語、書記言語という、３つの学習要素を認識しており、

それぞれの学習要素を言語学習の必須成分として、カリキュラム全体に渡って、またカリ

キュラム全体を通してこれらを学びます。それぞれの学習要素は、意味を受け止め構築す

る受容的側面と、意味を創造し共有する発信的側面から考察されています（図21）。受容的

側面と発信的側面は明らかに相互関係をもっていますが、意味を受け取り構築するプロセ

スは、意味を創造し共有するプロセスとは異なるものです。児童の言語を効果的に理解し

使用する能力は、状況や児童ごとに異なるものです。この理由から、これらの２つの学習

モードと、それぞれに付随して表された能力を区別することが重要です。例えば、ある児

童は真剣に聞くことができ、書記または視覚的な表現から理解を示すかもしれません。た

だし、クラスで意見を口頭で述べることにはサポートが必要かもしれません。

言語の学習要素の受容的および発信的な両方の側面に対する認識は、バランスの取れた

プログラムを提供する必要性を教師に確実に認識させます。考えや情報を口頭で聞き、受け
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取る機会と、考えを口頭で表現する機会の間でバランスが取られるべきです。視覚言語に

おいて、児童は他者の作品を解釈し、自らの提案を共有します。口頭言語と視覚言語にお

いて互いに結びついた受容的および発信的側面は、学習要素ごとに１つのコンティニュア

ム（評価測定表）に表わされています。書記言語において、児童は、読むことと書くこと

のスキルと理解の発展に伴い、相互的な向上を経験します。ＩＢ資料（英語版）『Language

scope and sequence（言語の学習範囲と順序）』（2009年刊行）において、口頭言語・視覚言語・

書記言語はそれぞれ別々に記載されており、聞くことと話すこと・見ることと発表するこ

と・読むこと・書くことから成る４つのコンティニュアム（評価測定表）で表されます。

言語の学習要素 受容的：意味を受け止め提案する 発信的：意味を創造し共有する

口頭言語 聞くこと 話すこと

視覚言語 見ること 発表すること

書記言語 読むこと 書くこと

図21

言語の学習要素の受容的、発信的側面

口頭言語：聞くことと話すこと

聞くことと話すことは、幼児と幼い児童が最も初期からの経験として没頭する、自然な

発達のプロセスです。ほとんどすべての児童が母語におけるすばらしい能力をすでに身に

つけて入学します。しかし、学校における言語発展に対する期待とその方法は、多くの場

合、児童がそれまでに経験するすばらしい言語環境とは大きく異なります。家庭から学校

への転換や、ある学校から別の学校への移動において、各児童の言語特性を認識し、それ

までの学習を肯定的かつ生産的に発展させることが重要です。

口頭言語は聞くことと話すことのすべての要素を含みます。これは、学習、他者とのかか

わり、継続的な言語学習にとって必要不可欠なスキルです。話し手と聞き手の間での交流

のプロセスにおいて、聞くこと（受容モード）と話すこと（発信モード）は共に機能しま

す。バランスの取れたプログラムは、児童が聞き手、および話し手として参加する、意義

のある、良く計画された機会を提供します。聞くことには音を聞く以上のことがかかわっ

ています。聞いたことを理解するには能動的かつ意識的な注意が必要です。目的をもって

話すことにより、児童は、世界を理解するために意味を構築・再構築し、考えを明確に述

べることができます。口頭言語には、聞き手と目的に応じて、特定の種類の言語の認識と

使用が必要になります（例えば、家庭で使う言語、教室で使う言語、遊びの言語、探究の

言語、友達との会話、指導する、創造的な文章を読みとる、空想の言語、異なる世代・時

代・場所の言語）。
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探究型の学習環境において、口頭言語は児童の考えを露わにします。それは、「内語」

（ヴィゴツキー、1999）を伝え、意味を把握・構築し、深いレベルでの理解を発達させるた

めに共有することを可能にする手段です。

視覚言語：見ることと発表すること

見ることと発表することは、歴史的にも世界的にも強力で重要な根源的なプロセスです。

受容的なプロセスと発信的なプロセスにはつながりがあり、理解における相互的発達が可

能です。児童に、見ることと発表することの両方を経験する機会を与える、バランスの取

れたプログラムの提供が重要です。これらのプロセスは、さまざまな状況、およびさまざ

まな目的と受け手のために、視覚媒体とマルチメディアの解釈・使用・制作が含まれま

す。これらによって児童は、考え・価値観・信念を伝えるためにイメージと言語がどのよ

うに相互作用するかを理解することができます。視覚テクストは、紙、電子、またはライ

ブでの、観察可能な形式のコミュニケーションです。意味を伝え、即座に見る人を引き込

むために意識的に構成されたもので、見る人にその場で情報を提供します。視覚テクスト

の例：広告、パンフレット、コンピューターゲームとプログラム、ウェブサイト、映画、

ポスター、記号、ロゴ、地図、図表、ダイアグラム、イラスト、グラフィックオーガナイ

ザー、アニメ、漫画。視覚テクストからの情報を解釈し、異なるメディアを理解し使用す

ることを学ぶことは、かけがえのないライフスキルです。

情報通信技術（ＩＣＴ）と視覚テクストに関連するスキルの取得は、それらがもつ社会

での説得的な影響力から、非常に重要です。視覚映像がどのように意味に影響を与え、私

たちの考え方や感じ方を形成する強い連想を生むかを学ぶことは重要です。児童に、画像

の機能や構成を探究する機会を与えることで、さまざまな視覚テクストの批判的分析のプ

ロセスを促進することができます。さまざまな視覚テクストを理解し、使用することを学

ぶことで、児童は情報源を増やし、表現能力を発展させることができます。

書記言語：読むこと

読むことは、文章から意味を構築することを含む発達プロセスです。このプロセスは双

方向的で、読むことに対する読み手の目的、事前の知識と経験、および文章自体が関与し

ます。読むことは、幼い児童が、印刷物が意味を伝えることを認識し、ページ上の記号の

意味を理解しようと関心をもつことから始まります。保護者や教師が、児童が読むことに

成功する上でもたらすことができる最も重要な貢献は、魅力的な絵本やその他のイラスト

素材などのさまざまな読み物を読むことの初心者である児童と共有することです。熱意と

好奇心は、読みたいという欲求を促進する上で必要不可欠なものです。すべての年齢の子

どもたちは、興味深く、情報に満ち、魅力的で、創造的な読み物を幅広く経験し、楽しむ

ことが必要です。

読書は私たちの考え、感情、思考や意見を明確にする上で役に立ちます。文学は私たち

に自分と他者を理解するための手段を提供し、影響を与え、思考を構成する力をもたらし

ます。良く書かれたフィクションは、児童が他者の状況に自分を置くことを想像させ、感
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情や行動を振り返らせ、感情移入を発展させる機会を提供します。ノンフィクションを読

み、理解する能力は、探究のプロセスに必要不可欠なものです。探究者として児童は、文

章から、有用で関連性が高い情報を特定・統合・応用できるようになる必要があります。

教師は、受けもっている児童たちの幅広い学習ニーズや興味を満たすために、フィクショ

ンとノンフィクションの間のバランスを保つ必要があります。

子どもたちは、読むことによって読むことを学びます。生涯にわたる読書習慣を発展さ

せるために、児童は、長い時間をかけて、楽しみ、関心をもち、そして情報を得る目的で、

広い範囲にわたり上質なフィクションとノンフィクションを読む必要があります。児童は、

自分たちの経験や発達フェーズに適した、興味深く魅力的な文章に取り組むことで、有能

で、やる気に満ち、独立した読み手になるために必要なスキル・戦略・概念的理解を習得

します。

書記言語：書くこと

書くことは自分自身を表現する方法です。それは、自身と共に成長し、発展する、個人

的行為です。幼い児童が初めて描く線や記号から、成熟した書き手の表現に至るまで、書

くことは、目に見える有形の状態で考え・アイデア・情報を整理して伝えることを私たち

に可能にします。書くことの主な目的は、意味や意図を伝えることです。自分を表現し、

自分の「声」を明らかにすることが推奨されている場合、書くことは本物の個人の表現で

す。表現の質は、メッセージの真実度とコミュニケーションに対する欲求に依存します。

書き手が自分のメッセージを他者が理解できるよう共有できたとき、書き手の意図が達成

されます。時間の経過とともに、書くことにはさまざまな構成、戦略、文学的テクニック

（スペル、文法、話の筋、文字、句読点、音声）の発展と、向上したスキルと有効性の適用

が行われるようになります。しかし、自分の意図を伝え、意味を共有することに対する書

き手の能力は、正確さとスキルの応用よりも優先されます。正確さとスキルは、意義のあ

るコミュニケーションを生み出すプロセスの中で向上します。子どもたちは、書くことに

よって書くことを学びます。分離されたスキルを数多く習得しても、彼らは優れた書き手

にはなれません。より効果的な書記コミュニケーションを行うために、開発され、応用さ

れ、洗練されたスキルを用いて、自らの考えを書面で共有することが、それを実現する唯

一の方法です。

ＰＹＰの「重要概念」：言語に関して、私たちは児童に	
何を理解してほしいのか
ＰＹＰの理念の中核をなす原則は、目的をもった体系的な探究は学習の意味や理解を深

める有効な手段であり、重要な意味のある概念に取り組む児童の意欲を駆り立てるものだ

ということです。それを踏まえて、ＰＹＰではそうした探究を支援する手段として、概念

に基づくカリキュラムにも取り組んでいます。包括的概念または主要概念ごとに効果的に

グループ分けできる「重要概念」の集まりが存在し、それぞれが時間や場所、教科の内外

を問わず重要性をもっています。
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これらの「重要概念」はＰＹＰの枠組みの基本的な要素の１つです。これらの概念だけ

が、探究するに価する唯一の概念であるとはまったく考えられていませんが、これらの概

念を基に、ＰＹＰカリキュラムの中心的存在である、教師や児童による探究を導く効果的

なカリキュラムの構成がつくられます。

この概念を一連の問いの形にすると、児童が扱いやすい、オープンエンド型のすぐに使

えるリサーチツールとなります。探究型の単元を計画する際に、教師や児童がこれらの問

いを状況に合わせて使うと、方向性や目的のある単元が具現化されます。

次の表は、一般的な観点と言語についての観点の両方からそれぞれの概念について説明

したものです。「重要概念」の詳細な説明は本資料の「概念：私たちは児童に何を理解して

ほしいか」のセクションに記載されています。

概念 一般的な観点 言語についての観点

特徴
それはどのようなものか

すべてのものは、観察、特定、

描写そして分類可能な、認識

できる特徴をもつ形式があ

る。

すべての言語は、独自の特徴

と構造をもっている。特徴

は、書記言語か口頭言語かに

よって異なる場合がある。

機能
それはどのような働きをす

るのか

すべてのものには、調査可能

な目的、役割、行動方法があ

る。

私たちが使用している言語の

種類は、状況・目的・受け手・

ジャンルによって異なる。

原因
それはなぜそうなのか

物事は理由がな起こること

はなく、起因関係があり、行

動には結果が伴う。

言語は人間の活動の基本で

ある。言語の発達には、多く

の要因が影響を与える。

変化
それはどのように変わってい

るのか

変化とは１つの状態からま

た別の状態へ移るプロセス

であり、	普遍的で不可避な

ものである。

言語は静的なものではなく、

絶えず変化するものである。

つながり
それは他のものとどのよう

につながっているのか

私たちは、個々の要素によ

る行動が他のものに影響を

及ぼす相	互作用システムを

もった世界に生きている。

言語は、それぞれの社会の内

部、異なる社会の間、そして

すべての社会全体において、

関連を与える主要なシステ

ムである。

ものの見方
それにはどのような見方が

あるか

知識はものの見方によって

制御されており、異なるもの

の見方は異なる解釈・理解・

発見を生み、ものの見方は個

人的、集団的、文化的そして

学問的でありえる。

言語はさまざまな方法で解

釈し、表現することができ

る。特に文学は、世界につい

ての、文化的・歴史的・個人

的な観点を提供し、異なる解

釈を推奨するものである。
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概念 一般的な観点 言語についての観点

責任
私たちにはどんな責任があ

るのか

人々は自分の理解にもとづ

いて選択を行い、その結果と

して	人々がとる行動は違い

を生む。

言語は強力なもので、肯定

的、または否定的な強い効果

をもたらす。したがって、責

任をもって使用する必要が

ある。

振り返り
私たちはどのように知るの

か

知り方にはさまざまな方法

があること、私たちは、出し

た結論を振り返り、推論方法

を考慮し、私たちが考慮した

証拠の質と信頼性を考察す

ることが重要である。

言語を通じ、私たちは自分の

経験と知識についての振り

返りを行うことができる。

「重要概念」を表す問いの例
次の表は、教師と児童の間で行う「重要概念」を表す問いの例です。この問いの例は、

探究の構築や枠組みづくりに役立つでしょう。これらは広範な、オープンエンド型の問い

です。こうした問いは調査、議論、詳細かつ熟考された返答を求めるもので、探究主体の

プログラムには欠かせないものです。

概念 教師と児童の間で行う問いの例

特徴
それはどのようなものか

•	物語はどのように語られていますか

•	本の各部分とは何なですか

•	私たちの教室および学校で児童はどの言語を使用しますか

•	何がその言語をユニークなものにするでしょうか

機能
それはどのような働きを

するのか

•	文化の発展において、文学はどんな役割を担いますか

•	私たちはなぜ物事に名前をつけるのでしょうか

•	それぞれの言語はどのように機能するのでしょうか

•	写真と文章はどのように一緒に機能するのでしょうか

原因
それはなぜそうなのか

•	言語は、文化的アイデンティティーにおいてどのような役割を

担っているのでしょうか

•	言語は思考のスタイルにどの程度影響を与えるでしょうか

•	なぜ同じ言語が異なる場所では異なる発展を遂げるのでしょうか

•	なぜ著者はこのように物語を書いたでしょうか

変化
それはどのように変わっ

ているのか

•	歴史的に見て、私たちの言語はどのように変化してきたので

しょうか

•	言語の特定分野の発達に何が影響を与えたのでしょうか

•	私たちの言語の使用方法は成長に伴いどのように変化するで

しょうか

•	他の言語や文化は、私たちの言語にどのような変化を与えたで

しょうか
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概念 教師と児童の間で行う問いの例

つながり
それは他のものとどのよ

うにつながっているのか

•	言語間の類似点と相違点は何でしょうか

•	名前の由来とは何でしょうか

•	ストーリーテリングの伝統はどのように文化と関係しているで

しょうか

•	私たちの経験は、物語との関連を私たちが形成することをどの

ように可能にするでしょうか

ものの見方
それにはどのような見方

があるか

•	言語についての知識は、私たちが文化を理解をするうえでどの

ように役立つでしょうか

•	なぜいくつかの本はベストセラーになるのでしょうか

•	どの言語を学ぶのが一番簡単だと思いますか

•	書記言語と口頭言語はなぜ異なるのでしょうか

責任
私たちにはどんな責任が

あるのか

•	言語の使用は、どのように人々に影響を与えるでしょうか

•	私たちは自分と異なる言語を話す人々をどのように扱うべきで

しょうか

•	なぜ私たちは特定の本やウェブサイトを読むことを許可され

ないのでしょうか

•	著者は偏見とステレオタイプを避けるためどのような責任を

もっているでしょうか

振り返り
私たちはどのように知る

のか

•	文学は、文化に対する私たちの理解をどのように助けることが

できるでしょうか

•	書き手は読み手にどんなメッセージを伝えようとしているで

しょうか

•	自分の物語の中で、どれだけ「言葉で絵を描く」ことができ

たでしょうか

•	イラストは我々の理解をどのように助けるでしょうか

言語の総合的な目標
言語学習は発展プロセスであるという認識から、ＩＢ資料（英語版）『Language scope and 

sequence（言語の学習範囲と順序）』（2009年刊行）には、一連の発展的コンティニュアム（評

価測定表）が記載されています。発展的コンティニュアム（評価測定表）は、児童の言語

学習体験を計画する際やＰＹＰ全体を通した児童の発達状況をモニタリングする際に診断

ツールとして使うことができるように設計されたものです。さらに、ＰＹＰ校でのさまざま

な言語学習の状況に関する考慮点も、本資料に反映されています。すべての教師を対象に

言語教育についての情報と支援を提供することを目的としていますが、これはＩＢでは、

すべての教師を「言語の教師」と捉えているためです。

ＩＢ資料（英語版）『Language scope and sequence（言語の学習範囲と順序）』（2009年刊行）

の４つの言語コンティニュアム（評価測定表）は、５つの発達フェーズに構成され、それ

ぞれのフェーズは前のフェーズを発展させ補完するものです。これらのフェーズは、児童

を例えば「発展中」や「堪能」などという名称で分類することによる、暗黙の価値判断を
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避けるために、名前がついていません。コンティニュアム（評価測定表）は、各フェーズ

で発展させる必要がある概念理解を明らかにします。これらの理解の証拠は各フェーズに

関連した行動または学習成果に記載されています。例えば、優れた母語能力をもつ９歳児

は、新しい言語指導に移行した際に、すべてではないにしろ、初期フェーズですぐに何ら

かの学習成果を示すでしょう。３歳から学校に通い始める子どもは初期フェーズで認識さ

れる学習成果を一貫して示せるまで理解を強固にするには数年かかるかもしれません。

「学習範囲と順序」では、ＰＹＰで適切と思われる総合的な目標も明らかにしています。

ここで説明されている総合的な目標はプログラムの要件ではありませんが、学校はＩＢ	

資料『プログラムの基準と実践』（2014 年刊行）にある基準Ｃ 2.4b で述べられているよ

うに、「学校の『学習範囲と順序』の文書に示された生徒の到達度に関する総合的な目標

は、ＰＹＰの『学習範囲と順序』の文書において表されている到達目標と一致しているこ

と」に留意する必要があります。このような判断を行う上で、また、ＩＢ資料（英語版）

『Language scope and sequence（言語の学習範囲と順序）』（2009年刊行）には幅広く一般論とし

て期待総合的な目標が提示されていることから、各学校においては「学習範囲と順序」資

料の慎重な検討が推奨されます。

口頭言語：聞くことと話すこと

フェーズ１
児童はコミュニケーションにおける話すことと聞くことととの価値に理解を示します。

彼らは音が物体、またはその物体を象徴するものと結びついていることを認識します。彼

らは、周囲の環境に名前をつけ、お互いを知り、関係を生み出しそれを発展させ、疑問を

もち探究を行うために、言語を使用します。

フェーズ２
児童は、音が物体・出来事・アイデアや、それらを象徴するものと結びついていること

に理解を示します。彼らは、１つの物体またはその象徴が、別の言語では異なる音や単語

に結びついているかもしれないということを認識しています。彼らは、言語とその用法が

もつ高い多様性を認識し始めています。

フェーズ３
児童は、指示・情報提供・楽しみ・確認などの、口頭言語がもつ広範な目的に理解を示

します。口頭言語に対する、それぞれの聞き手の解釈はそれぞれ異なります。彼らは、言

語の異なる側面の使用についての規則を蓄積します。

フェーズ４
児童は話すことと聞くことに関連した規則と、その規則を守ることの価値に対して理解

を示します。彼らは言語が、知識を豊富にし、理解を可能にし、社会的側面を担う手段で

あることを認識しています。
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フェーズ５
児童は、逐語的な言語と比喩的な言語の違い、用途に合わせてどのように言語を使い分

けるかを理解することができます。彼らは、既存の経験に積み重ね、新しい意味を構築す

るために言語を使用していることを認識しています。

視覚言語：見ることと発表すること

フェーズ１
児童は、自分のまわりの世界が、意味を伝える視覚言語に溢れていることに理解を示し

ます。彼らは視覚テクストを解釈し、応答することができます。彼ら自身の視覚言語の多

くは自然発生的なものですが、それらをより意図的な方法で拡張して使用します。

フェーズ２
児童はさまざまな視覚テクストによる刺激を特定・解釈し、それに応答します。目的に

応じて異なる種類の視覚テクストが使用されることに理解を示します。彼らはこの知識を

使用し、特定の目的のための独自の視覚テクストを作成します。

フェーズ３
児童は、視覚テクストが現実か空想を表すことがあることに理解を示します。彼らは、

視覚テクストのリソースが事実的情報を提供し、理解を向上させうることを認識していま

す。彼らは、自身のストーリーテリングやプレゼンテーションを豊かにし、情報を整理し、

表現するために、視覚テクストを熟慮に基づいて使用します。

フェーズ４
児童は、情報にアクセスするためにさまざまな視覚テクストのリソースを使用すること

に対して開かれた心を示します。彼らは、見る人に影響を与える目的での視覚テクストの

使用を批判的に考え、明確に意見を述べます。彼らは、事実情報を発表したり、物語を伝

えるために、視覚イメージを使用することができます。

フェーズ５
探究を通じて、児童はより幅広い視覚テクストのリソースを扱います。計画された学習

環境の一部である、見ることと発表することにおける戦略を同時に模索しながら、彼らの

学習スタイルに合った戦略を選択し、使用します。彼らは、視覚イメージと社会的な論評

の間の関連を形成することができます。彼らは、情報が信頼できるか否かを決定する上で

より優れた判断力を示します。彼らは、立場を支持する上で、視覚的なイメージを使用す

ることができます。
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書記言語：読むこと

フェーズ１
児童は、印刷物が本物または想像の世界を表していることに理解を示します。彼らは、

読むことが彼らに知識と喜びを与えることを知っています。読むことが社交的な活動にも

個人の活動にもなることを知っています。彼らは、「本」の概念をもっており、その構成要

素のいくつかを認識しています。彼らは、意味を構築するために、音と、「読んでいる」単

語を、視覚的な手がかりを利用して思い出します。

フェーズ２
児童は、言語を符号や記号を介して視覚的に表現することができるということに理解を

示します。彼らは符号および記号のデータベースを拡大し、新しい文脈の中でそれらを認

識することができます。彼らは、読むことが学習のための手段であること、および符号の

組み合わせが意味を伝えることを理解しています。

フェーズ３
児童は、目的に応じて文章が異なる方法で意味を伝えることに理解を示します。彼らは

文脈に対する意識を発展させています。彼らは、すでに知っているものに基づいて理解す

るために戦略を用いて読みます。彼らは、文章の構造や構成が意味を伝えることを認識し

ています。

フェーズ４
児童は、読むことと、思考と振り返りの間の関係に理解を示します。彼らは、読むことが

彼らの本物と想像の世界の両方を拡張し、2 つの世界の間には相互関係があることを知っ

ています。より重要なのは、彼らが読むことの習慣を確立し、読むことのプロセスを楽し

むことです。

フェーズ５
児童は、読み手を引き込むために書き手が使用する戦略に理解を示します。彼らは自分の

好きな著者をもっており、その選択の理由を明確に述べることができます。読むことは、

そのプロセスだけでなく、世界に対するさらなる知識と理解を提供するアクセスをもたら

すことで、児童に達成感を提供します。

書記言語：書くこと

フェーズ１
児童は、書くことが楽しむべき、表現の一形態であるという理解を示します。彼らは、何

をどのように書くかが意味を伝え、書くことが個人および共同の両面において目的をもっ

た行為であるということを知っています。
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フェーズ２
児童は、書くことが記録・記憶・コミュニケーションの手段であるということに理解を示

します。彼らは、書くことが他者に意味を伝えるために符号や記号を含むことを知ってい

ます。また、書くことと読むことには、同じ符号や記号を使用することを知っています。

彼らは、書くことが事実上の世界、または想像の世界を記述できるということを知ってい

ます。

フェーズ３
児童は、書くことは目的に応じてさまざまな方法で構成できるということに理解を示し

ています。彼らは物語の意味を強化し、書くことと読むことをより楽しいものにするため

に、彼らの物語にイメージを使用します。彼らは、書くことが読み手からのさまざまな反

応を生み出すことができることを理解しています。彼らは自分の書くことの中で、物語を

描き、登場人物を創造することができます。

フェーズ４
児童は、書き手の役割を理解し、書き手としての責任をとることができます。彼らは物

語の構造に対する理解を実証し、自身の書くことと他者の書くことに対して批判的な評価

を行うことができます。彼らは、書くことの質を改善するために書き直しを行うことでき

ます。

フェーズ５
児童は、書くことにおいて広く受け入れられている、さまざまな形式の規則に対する理

解を示します。さらに、彼らの学習スタイルに合った方法で意味を構築するために、言語

の各学習要素の高いレベルでの統合を実証します。彼らは他者の書くことを分析し、一般

的または繰り返されるテーマや問題を特定することができます。彼らは他者からのフィー

ドバックを受け入れます。
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付録　教科

初等教育プログラムにおける算数

算数における信念と価値観

すべての生徒は数学の力と美しさを理解する機会を与えられるに価する

学校数学の原則とスタンダード

全米数学教師協議会（NCTM）（2000）

ＰＹＰでは算数の学習を、私たちを取り巻く世界を理解できるグローバルな言語を提供

し、探究を支援する手段であると主に見なしています。算数を、暗記しなければならない

一連の法則や方程式としてとらえるのではなく、児童が算数という言語をうまく使えるよ

うになり、また考える手段として使えるようになることを目的としています。算数が問題

解決に対して非常に有効な手段なのは、それが私たちのまわりの世界を説明し、分析する

ことを可能にする力をもっているからなのです。

もともと児童には、算数が本来もつ魅力を楽しみ、算数のユニークなものの見方を通し

て世界を探究する素養が備わっています。児童が自分自身を「作家」や「芸術家」と見る

ように、学校のプログラムは、児童が自分自身を「数学者」と見なして算数の探究や学習

を楽しみいきいきと取り組む機会を与えるべきです。

「ＩＢの学習者像」は、ＰＹＰにおける算数の指導と学習に欠かせないものです。それ

が効果的な学習者および国際的な視野をもつ児童としてのあり方を表しているからです。

「ＩＢの学習者像」は、プログラムの５つの基本要素である「知識」「概念」「スキル」「姿

勢」そして「行動」と共に、算数の学習における計画、指導、評価に指針を与えています。

算数における優れた取り組み
学習者は、自身の個人的な経験や理解、知識の探検から、次第に抽象度を高め、自分自

身の意味を構築することから、算数に対する理解力を身につけることが大切です。また、

算数は実際の生活の場面で使われるものであることから、児童に直接、定められた知識体

系を与えようとするのではなく、関連性が高く、現実的な文脈で教えなければならないと

いうのがＰＹＰの理念の基本です。児童がどのように算数を学ぶかは、次のような段階を

使って示すことができます（図22）。



初等教育プログラムにおける算数

ＰＹＰのつくり方：初等教育のための国際教育カリキュラムの枠組み94

子どもたちの算数の学び方

図22

これらの段階を踏まえておくと、あらゆる年齢において発達に応じた適切な学習体験を

計画する際に役立ちます。算数のカリキュラムに関して、地域や国の必須要件がある学校

は、こうした要件をどのようにして学校の計画、指導、評価に組み込むのがよいかを明確

に示しておくべきです。

算数についての意味の構築

学習者は、自身の過去の経験や理解に基づいて、また特定の物体や考え方に触れた体

験に対する振り返りを行うことによって意味を構築します。そのため、体験型算数教材

(manipulatives）を使ったり、人と会話したりする機会が与えられる活発な学習プロセスに

学習者がかかわることが、この段階の算数学習には大変重要です。

すべての学習者は、新しい考えを理解する時、その新しい考えをすでに理解しているこ

とにあてはめるか、または起こっていると認識したことを踏まえて新しい理解を生み出し

ます。学習者が新しい状況や考え方に触れ、自分自身の理解を振り返る機会を得て、それ

を学んだことと結びつけていく中でこの構築の過程は発展し続けていきます。

意味の記号への置き換え

学習者は算数の概念について自分の考えを構築したとき初めて、理解したことを記号に

置き換える試みを行います。記号表記とは、絵や図表、具体的な物や算数的な表記を使っ

たモデリングといったものです。学習者にはまず自分の好きな記号表記方法を使って理解

を示す機会を与え、それからそれを標準的な算数的表記に置き換えるという方法を学ぶよ

う導きます。

理解をもって応用すること

理解をもって応用することとは、すなわち学習者が理解したことを明らかにし、それに基

づいて行動することです。実際の活動を通じて、学習者は適切な記号表記を自分で選択、

意味の構築

理解をもった応用

意味の記号への置き換え
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使用して、考えを処理、記録しなければなりません。こうした活動には、実際に自分で問

題を解決する活動や、発表するまたは記録することで算数的な考えを実際に示す機会が幅

広く含まれていなければなりません。このようにして学習者は自分が理解した算数の概念

を応用し、また算数のスキルや知識を活用することができるのです。

児童がこれらの学習の段階に取り組むにあたり、児童と教師が使用する一定の算数的推

論のプロセスがあります。

•	児童と教師はパターンと関連性を利用して、取り組んでいる問題の状況を分析する。

•	児童と教師はそれぞれ考えを出し合い、お互いに評価し合う。

•	児童と教師はモデル、法則、性質、および関連性を使って自分の考えを説明する。

•	児童と教師は自分の解答とそこに至ったプロセスの正当性を説明する。

このようにして児童は、算数的な場面での体験から構築した意味が正当であることを確

認します。自分の考え、理論、および結果を口頭や記述で説明することで、児童は建設的

なフィードバックを受けたり、クラスに別の考え方を提示したりします。その結果、この

相互作用のプロセスはクラスの全員にとって有益なものとなります。

遊びと探究は、特に低学年の児童にとっては、算数の学習と知識の応用においてきわめ

て重要な役割を担っています。ＰＹＰの学習環境において、算数のスキル習得や活動は現

実的な場面で行われる必要があります。教育者として、私たちはさまざまな分野やリソー

スを用意し、児童がこうしたスキルを知り、発展させるような場面に出会う機会を設けな

ければなりません。このような環境で、児童は自由な、あるいは指示にもとづくさまざまな

活動に積極的にかかわります。学習環境や学習体験の計画を立てる際、幼い児童は理解で

きるまで分野やスキルを何度も復習する必要がありうることを教師は考慮しなければなり

ません。算数のスキルを実社会の課題に応用すると、児童は効果的に学ぶことができます。

ＰＹＰの教師自身がもつ算数の知識は重要な鍵を握っています。どのリソースを選択す

るか、どんな学習経験が設計されるか、指導がどれほど効果的かは、教師自身が何を理解

しているかに依存します。教師は、定期的に教員研修を受けたり、教員向けのジャーナル

を読んだり、そして特に、探究を通じて共に算数の指導に取り組む同僚と定期的に交流し

たりすることで、教科への関心や知識の向上を保ちます。算数指導用の市販教材は、教師

と児童のニーズを満たし、プログラムの要件を満たすものであるか慎重に審査されなけれ

ばなりません。

児童や教師は８つの重要概念と関連した問い（本章で後述）を使って探究を導きます。

この方法の例はＩＢ資料（英語版）『Mathematics scope and sequence（算数の学習範囲と順序）』

（2009年刊行）に記載されています。教師は、これらの概念や問いを、必要な算数のスキ

ルと概念の習得に向けた活動を促進するものであると見なすべきです。

「探究プログラム」（ＰＯＩ）における算数の役割

可能な限り、算数は関連性が高く、現実的な「探究の単元」（ＵＯＩ）の文脈で教えるべ

きです。「探究の単元」（ＵＯＩ）において、算数の直接的な指導は必ずしも現実的ではな

いかもしれませんが、適切であれば、導入または振り返りの活動は、児童がカリキュラム
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の異なる要素を関連づけるのに役立つでしょう。児童はまた、算数の異なる学習要素、「探

究プログラム」（ＰＯＩ）、他の教科内、およびそれらの間にある「広い概念」を認識し、

振り返る機会が必要です。

算数の指導が「探究プログラム」（ＰＯＩ）内で行われているかどうかにかかわらず、算

数と教科の枠をこえたテーマとのつながりは明確でなければなりません。これらのつなが

りに関する理解を深めることは、児童が社会における算数や、教科の枠をこえたテーマを

理解するのに役立つでしょう。「探究プログラム」（ＰＯＩ）の内外どちらで指導されてい

ても、算数における探究の役割は重要です。しかし、算数の理解を進めるためには算数の

スキルを学ぶ一連の方法を教えた方が、児童が理解しようと苦心するより望ましい場合が

あることも認識しておくべきです。

算数指導のための指導案の完成版サンプルと、設計プロセス案を示したフローチャート

は、ＩＢ資料（英語版）『Mathematics scope and sequence（算数の学習範囲と順序）』（2009年刊

行）でご覧いただけます。

算数の指導方法はどのように変わってきているか
体系的で、目的をもった探究は、ＰＹＰにおける算数の指導の主要なアプローチです。

多くの教育における革新（より正確には、改定）は、その狭く、排他的なアプローチが

弊害となることが認知されています。探究の精神と明確な目的意識によって推進されるも

のである限り、ＰＹＰは、多種多様な指導方法や形式に対応できる文脈を提供する、広く

包括的な教育アプローチを提案します。

この方法で算数の指導をするために必要な変化の程度は各教師によっても異なります。

あまり意味を感じることのできない「変更」を押しつけられることが多いと残念に感じて

いる教師がいるとしたら、その教師たちには、第三者が考案した「良い指導方法」を取り

入れるために、彼らが長年努力して身につけたスキルや経験を捨てるよう期待されること

は決してないのだと、明確に伝えられるべきです。むしろ、教師は何よりも第一に児童の

学習を向上させることを目標に自らの指導方法を改善していくことを目指すべきであり、

個人的に、そして同僚と協働しながら、自身の強みやアイデアを共有し、自身の方法の振

り返りを行うべきなのです。そうすることで、教師は児童にとって必要不可欠だとされて

いるスキルや姿勢の模範を示すこととなるでしょう。

振り返りの一助として、優れた取り組みの一般例を用意しました。継続的改善に取り組

もうという人には、検討する価値があるはずのものです。

算数の指導方法はどのように変わってきているか

強調されるようになってきた点 強調されなくなってきた点

算数の概念と応用を学習に関連づける。 算数を個別の概念や法則として扱う。

体験型算数教材を使用して、算数を児童にわ

かりやすく指導する。

機械的な学習・暗記・記号の操作を行う。
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算数の指導方法はどのように変わってきているか

強調されるようになってきた点 強調されなくなってきた点

算数を使って実生活に即した問題解決をする。 問題解決に文章問題を使う。

児童が何を知っているか、何を知りたいか、ど

のように答えを導くかに基づいて指導する。

児童が知らないことに焦点をあてた指導を

する。

答えが複数あり、さまざまな解決法がある。

プロセスを重視する。

１つの答え、１つの方法しかない。答えを重

視する。

児童に推測し、勘を養うよう促す。 教師に正しい答えを決める権限がある。

計算のスキルだけではなく幅広いトピック

を扱う。

他のテーマに進む前にまず計算を完璧に

する。

目的達成の手段として算数を指導する。 他の学習とは切り離して算数を指導する。

適切な目的で計算機やコンピューターを使う。 鉛筆と紙を使った計算を最も重視する。

「探究プログラム」（ＰＯＩ）の文脈で指導

する。

教科書による指導を行う。

児童は自分の答えについて調べ、疑問をも

ち、議論し、正当性を説明し、記録する。

ワークシートを使う。

児童と教師が算数について話をする。 教師が算数について一方的に話す。

算数の知識とスキル
ＰＹＰの算数のカリキュラム構成には、測定、図形、数そして児童の日々の生活にそれ

らを応用したものが数多く含まれます。算数によって、児童は測定、図形、数について調

べる機会を得、簡潔かつ明確な言葉で話せるようになります。また、算数の概念とスキル

は、実生活に即したさまざまな問題を解決するために応用できます。児童は多くの場面に

算数的推論を適用し、解決したい課題に対する適切な答えを見つけます。

ＰＹＰにおける算数のカリキュラム構成は、内容よりも概念とスキルに主導されるもの

でなければなりません。本資料の「概念：私たちは児童に何を理解してほしいのか」のセ

クションで規定されている重要概念は、カリキュラムを遂行する上で必然的に影響力があ

ります。しかし、関連する概念は他にも数多くあり、こうした概念によって算数への理解

をより深めることができます。

ＩＢ資料（英語版）『Mathematics scope and sequence（算数の学習範囲と順序）』（2009年刊

行）には、ＰＹＰにおいて適切だと考えられる到達目標が明らかにされています。これら

の相互に関連し合う学習要素ごとに、知識やスキルの習得、概念理解の発展との間にバラ

ンスがなければなりません。算数の知識の構成（knowledge component）は、データ処理、

測定、図形と空間、パターンと関数、数の５つの学習要素に分けられています。
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パターンと関数、数の学習要素では、児童と教師は記数法とその計算、パターンと関数

について探究を行います。児童と教師は、その意味や記号、ルールなどが理解できるよう

になると、数学で使われる言語をうまく使えるようになります。

データ処理、測定、図形と空間の分野は、他の学問領域において、その領域の要素をリ

サーチ、説明、発表、理解するために使われます。算数の領域では、データ処理、比較測

定、そして空間問題を解決するためのモデルやシステム、過程を指導します。したがって、

これら３つの学習要素は、教科の枠をこえた探究の単元（ＵＯＩ）によって提供される実

際の文脈で学ぶのが最適です。

カリキュラムのすべての分野で、「スキル :私たちは児童に何ができるようになってほし

いのか」のセクションの図８に示されている教科の枠をこえたスキルを使うことができま

す。また児童は、算数のカリキュラムにある以下の要素を学びます。

•	物、図形、および数を、数え、分類し、一致させ、比較する。

•	パターン（と関係性）を認識し、継続する。

•	算数的な語彙や記号（非形式的算数を含む）を使う。

•	さまざまな算数的質問や問題を調べる方法を開拓し実行する、または試してみる。

•	適切な算数（演算、計算、および単位）を選び、使用して数値問題や文章問題を

解く。

•	適切な見積もりや概算をする。

•	分析、予測、データから推論をする。

•	算数学習における情報通信技術（ＩＣＴ）を使いこなす。

算数の学習要素

私たちは児童に何を知ってもらいたいのか

データ処理 データ処理によって、世界について知っていることを要約し、知らな

いことを推測できます。

•	データをさまざまな方法で収集・整理・表示・要約することで、類

似点、違い、傾向を強調することができます。選択したデータ形式

は、偏見やひずみのない情報を示すものでなければなりません。

•	確率は「起こりそうもない」「必ず起きる」または「不可能」といっ

た言葉を使って定性的に表されます。数字的な尺度で定量的に表さ

れます。
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測定 測定とは、選択した単位を使って数字と量を結びつけることです。測

定される特性は連続しているので、数字と数字の間に位置する量を扱

う方法を見つけなければなりません。測定がどれほど正確でなければ

ならないのか、またどれほど正確に測定できるのかを知ることが大切

です。

図形と空間 自然の空間にある領域、経路道、境界は図形で表すことができます。図

形の相互関係を理解することで、２次元や３次元の世界を解釈し、理

解し、認識することができます。

パターンと関数 パターンを認識することは、私たちが住む世界に算数をどう応用する

かを理解する上での第一歩です。パターンの繰り返しという特徴は、

「関数」という一般化されたルールとして認識、説明されます。これは

のちに代数を学ぶための基礎となります。

数 私たちが使う記数法は、量や、異なる量の間の関係を説明する言葉で

す。例えば、ある桁の表す値は、それぞれの進法ごとに、位置によっ

て異なります。

数は情報を解釈し、判断し、問題を解決するために使われます。例え

ば、足し算、引き算、掛け算と割り算はお互いに関連があり、問題を

解くための情報の処理に使用されます。計算に求められる正確さの度

合いは、計算結果が何に使われるかによって異なります。

関連概念について：	学習を教科の枠をこえた「探究プログラム」（ＰＯＩ）にさらに関連づ

けたり、教科の理解をより深めたりすることができる関連概念が数多くあります。パター

ン、境界、記数法といった関連概念は、上記の各学習要素の説明に組み込まれています。

学校は独自の関連概念をつくることもできます。

ＰＹＰの「重要概念」：算数に関して、私たちは児童に	
何を理解してほしいのか
ＰＹＰの理念の中核をなす原則は、目的をもった体系的な探究は学習の意味や理解を深

める有効な手段であり、重要な概念に取り組む児童の意欲を駆り立てるものだということ

です。それを踏まえて、ＰＹＰではそうした探究を支援する手段として、概念に基づくカ

リキュラムにも取り組んでいます。包括的概念または主要概念ごとに効果的にグループ分

けできる「重要概念」の集まりが存在し、それぞれが時間や場所、教科の内外を問わず重

要性をもっています。

これらの「重要概念」はＰＹＰの枠組みの基本的な要素の１つです。これらの概念だけ

が、探究するに価する唯一の概念であるとはまったく考えられていませんが、これらの概

念を基に、ＰＹＰカリキュラムの中心的存在である、教師や児童による探究を導く効果的

なカリキュラムの構成がつくられます。
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この概念を一連の問いの形にすると、児童が扱いやすい、オープンエンド型のすぐに使

えるリサーチツールとなります。探究型の単元を計画する際に、教師や児童がこれらの問

いを状況に合わせて使うと、方向性や目的のある単元が具現化されます。

次の表は一般的な観点と算数についての観点の両方からそれぞれの概念について説明し

たものです。「重要概念」の詳細な説明は「概念：私たちは児童に何を理解してほしいの

か」のセクションに記載されています。

概念 一般的な観点 算数についての観点

特徴
それはどのようなものか

すべてのものに認識できる

特徴があり、それらは観察、

特定、説明、分類することが

できる。

全カリキュラムを通じて、パ

ターンの認識、分類、説明を

する。

機能
それはどのような働きをす

るのか

すべてのものに目的、役割ま

たは行動様式があり、それら

は調べることができる。

システムや関連性、構造、構

成、パターンを調べる。

原因
それはなぜそうなのか

物事はただ起こるわけでは

ない。そこには因果関係があ

り、行動は何らかの結果をも

たらす。

物事のあり方に影響を与え

る算数的概念とプロセスを

調べる。

変化
それはどのように変わってい

るのか

変化とは、ある状態から別の

状態に移るプロセスである。

これは普遍的で必然的なも

のである。

変化の証拠を見つけてその

証拠を分析し、結論を導き、

予測を行う。

つながり
それは他のものとどのよう

につながっているのか

私たちの住む世界は、個々

の要素の活動が他に影響を

与える相互作用システムを

もっている。

算数の学習要素の内外およ

び他の教科領域にある、さま

ざまな種類や度合いの関係

性を特定するためにシステ

ムや方法を調査する。

ものの見方
それにはどのような見方が

あるか

知識は見方によって変わっ

てくる。さまざまな見方はさ

まざまな解釈、理解、発見を

導く。見方は個人、グループ、

文化または学問分野によっ

て異なることがある。

算数を使って問題を解決す

る方法は個人や文化によっ

て異なることを調べる。さま

ざまな解釈、説明、方法、解

決法に敬意の気持ちをもつ。

責任
どんな責任があるか

人は自分の理解に基づいて

選択する。その結果として取

る行動は違いを生む。

正確に伝達することの重要

さを理解し、誠実性をもって

算数を利用する義務を評価

する。
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概念 一般的な観点 算数についての観点

振り返り

私たちはどのように知るの

か

知る方法にはいろいろある。

私たちの出した結論を振り

返り、推論の方法、そして私

たちが検討した証拠の質と

信頼性について考えること

が大切である。

考えや概念、スキルを理解し

た方法について伝えられる

ようにする。今後の学習に活

用できるよう、使用した方法

やツールの有効性を評価で

きるようにする。

「重要概念」を表す問いの例
次の表は、教師と児童の間で行う「重要概念」を表す問いの例です。この問いの例は、

探究の構築や枠組みづくりに役立つでしょう。これらは広範な、オープンエンド型の問い

です。こうした問いは調査、議論、詳細かつ熟考された返答を求めるもので、探究主体の

プログラムには欠かせないものです。

概念 教師と児童の間で行う問いの例

特徴
それはどのようなものか

•	パターンとは何ですか。

•	これらの形をどう説明できますか。

•	分数とは何ですか。

•	時間をどう説明できますか。

機能
それはどのような働きをする

のか

•	グラフの目盛りはどういうしくみになっていますか。

•	数を足し続けるとどうなりますか。

•	それぞれの形は何に使われていますか。

•	どのようにして時間を記録できますか。

原因
それはなぜそうなのか

•	なぜ高い建物を建てるのにブロックの形が最適ですか。

•	なぜこれらの計算がパターンをつくり出すのですか。

•	なぜ位取り記数法が考え出されたのでしょうか。

•	なぜデータはこの形式で表示されるのでしょうか。

変化
それはどのように変わってい

るのか

•	どのように12時間時計を24時間時計に変換できますか。

•	どのように四角形を他の形に変えられますか。

•	すべてのパターンに共通するものは何ですか。

•	もし…したら、ある物の面積はどうなりますか。

つながり
それは他のものとどのよう

につながっているのか

•	どのように分数を使って音譜を説明できますか。

•	４＋３と３＋４には、どのような関係がありますか。

•	すでに知っていることで、このデータ表示を解析するため

に役立つことは何ですか。

•	面積は外周に対してどのようなつながりをもっています

か。
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概念 教師と児童の間で行う問いの例

ものの見方
それにはどのような観点があ

るか

•	これについて、他の方法で説明できますか。

•	私たちの調査結果に興味がある、または利用できると考え

られる人は誰ですか。

•	異なる文化環境にいる人々は、どのように計算するので

しょうか。

•	どうしたらプレイヤー全員にとってこのゲームが公平な

ものになりますか。

責任
私たちにはどんな責任がある

のか

•	自分の答えは筋が通っていると思う理由は何ですか。

•	なぜ測定は正確でなければならないのですか。

•	どのようにこれらの関連データを収集しましたか。

振り返り
私たちはどのように知るのか

•	なぜ自分の答えが正しいと思うのですか。

•	どちらの方法が一番うまくいくのでしょうか。それはなぜ

ですか。

•	再度この調査を行うとしたら、どんな違うやり方をしますか。

•	なぜ私たちの推測は実現する可能性があるのでしょうか。

算数の総合的な目標
ＩＢ資料（英語版）『Mathematics scope and sequence（算数の学習範囲と順序）』（2009年刊

行）は、算数の学習は発達のプロセスであり、学習者が通るフェーズは必ずしも直線的な

関係、または年齢に関係はないという認識に基づいてつくられました。このため、その内

容はコンティニュアム（評価測定表）内に、算数における５つの学習要素である、データ

処理、測定、図形と空間、パターンと関数、数のそれぞれに対して示されています。それ

ぞれのコンティニュアム（評価測定表）の内容は、発達の４つのフェーズに整理され、そ

れぞれのフェーズは前のフェーズの上に構築され、また前のフェーズを補足しています。

コンティニュアム（評価測定表）は、それぞれのフェーズで発達すべき概念理解を明確にし

ています。これらの内容を理解したかどうかは、それぞれのフェーズにある行動または学習

成果で表され、これらの学習成果は算数の概念、知識、スキルに具体的に関連しています。

また、意味の構築、意味の記号への置き換え、理解をもった応用（図22）といった、算数の概

念理解を発展させる際に学習者が体験するフェーズを振り返るために、学習成果が示され

ています。

「学習範囲と順序」では、ＰＹＰで適切と思われる総合的な目標も明らかにしています。

ここで説明されている総合的な目標はプログラムの要件ではありませんが、学校はＩＢ	

資料『プログラムの基準と実践』（2014 年刊行）にある基準Ｃ 2.4b で述べられているよ	

うに、「学校の『学習範囲と順序』の文書に示された生徒の到達度に関する総合的な目標	

は、ＰＹＰの『学習範囲と順序』の文書において表されている到達目標と一致しているこ	

と」に留意する必要があります。このような判断	を行う上で、また、ＩＢ資料（英語版）

『Math  scope  and  sequence（算数の学習範囲と順序）』（2009 年刊行）には幅広く一般論として
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総合的な目標が提示されていることを考えると、各学校においては「学習範囲と順序」資

料の慎重な検討が推奨されます。

データ処理

フェーズ１
学習者は、情報を収集、整理することがどのように世界を理解することにつながるか理

解します。物を性質によって分類、説明、ラベリングします。また、絵文字や画線法など

を用いてグラフに情報を表します。日々の出来事の中でものごとが起こる可能性について

議論します。

フェーズ２
学習者は、情報がどのように整理、構築されたデータとして表されるかについて学びま

す。またそれがさまざまな方法で起こりうることを理解します。いろいろな種類のグラフの

データを収集、表示し、その情報を解釈し、疑問に答えます。学習者は日常生活の中で、

より起こりやすい出来事があること、そして起こる可能性を適切な語彙を使って確認し、

説明します。

フェーズ３
学習者は、引き続きデータの収集、整理、表示、分析を行い、それぞれのグラフはどの

ように異なるデータ要素をより効果的に強調するか学びます。グラフの目盛りでさまざま

な量を表すことができ、データを要約するために使われる最頻値について理解します。確

率とは経験に基づく結果であることと、数字で表すことができることを関連づけます。

フェーズ４
学習者は、根拠のある解釈と伝達を行うためにデータを収集、整理、表示します。最頻

値、中央値、平均値、範囲を使ってデータを要約することができます。自分の目的のため

にデータベースを構築、操作します。またスプレッドシートをつくったり、簡単な計算式

を使ってグラフを作成したりします。学習者は、確率が尺度（０から１または０％から

100％）で表され、物事の確率は理論的に予測可能であることを理解します。

測定

フェーズ１
学習者は、測定が物の比較や出来事が起こる順序にどのように関係しているか理解を深

めます。実際にある物の性質について認識、比較、説明し、また日常生活で起こる出来事

について説明し、順序づけることができます。
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フェーズ２
学習者は、標準単位は測定のための共通言語であり、物事を説明できることを学びます。

そして概算がおおよその値を求めるのに適用される一方で、特定のツールを使って物事の

性質をより正確に測定し、表すことができることを理解します。学習者はこうした理解を

長さ、質量、容積、お金、気温、時間などの測定との関連から理解します。

フェーズ３
学習者は引き続き、物を測定する標準単位を使います。特に外周や面積、体積の測定に

ついての理解を深めます。学習者は測定のために適切なツールや単位を選択し、目盛り上

の２つの数字の間に位置する量や大きさを説明することができます。学習者は、回転の大

きさを測る角度という概念について意味を構築します。

フェーズ４
学習者は、面積や外周、体積を求めるために公式を使うなど、物事の異なる性質を測る

にはさまざまな方法があることを理解します。測定に必要な正確さのレベルを決めたり、

精密な測定が求められる場合には小数や分数記号の使用を決めたりすることができます。

回転の大きさを測る角度を理解していることを示すために、角度を測ったり、角度を描い

たりできます。

図形と空間

フェーズ１
学習者は、図形には説明、比較できる特徴があることを理解します。身のまわりの環境

にある経路や領域、境界を表す共通の言語を理解し、使用します。

フェーズ２
学習者は、引き続き２次元や３次元の図形に取り組みつつ、図形はその性質によって分

類され名前がつけられていることを学びます。対称や（図形の）移動といった類のことは

身のまわりによくあるということを理解します。簡単な説明や特定の語彙を解釈、作成、

使用して、身のまわりにある経路、領域、位置、境界を表します。

フェーズ３
学習者は規則的および不規則な多角形を分類、説明し、モデルをつくり、その特性につ

いて理解を深めます。２次元図形における合同と相似形を説明し、モデルをつくることが

できます。学習者は引き続き対称について学び、特に鏡映対称と回転対称についての理解

を深めます。幾何学図形や関連語彙が、実社会の場面で物事を表したり説明したりするの

にどう役立つかを理解します。
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フェーズ４
学習者は規則的および不規則な多面体の特性を理解します。２次元図形の性質を理解し、

また描画、モデリングなどにより３次元の物を２次元的に描写したものが、実社会におけ

る問題解決するために使用できることを理解します。学習者は、縮尺 (比率 )を利用して

図形を拡大したり縮小したりすることを理解します。方位を表す言語や表記を使って方向

や位置を説明します。

パターンと関数

フェーズ１
学習者はパターンと数列が日常の場面で見られることを理解します。さまざまな方法で

パターンを認識、説明、拡張、作成することができます。

フェーズ２
学習者は、整数が観察、記述できるパターンと関係性を示すこと、そしてパターンは数

や他の記号を使って表されることを理解します。その結果、学習者は足し算と引き算にあ

る逆の関係性や、加法の結合法則と交換法則を理解します。パターンの理解を使い、日常

の場面を説明し理解することができます。また、必要に応じて足し算や引き算を使った問

題を解くことができます。

フェーズ３
学習者は、パターンを分析し、パターンのルールを認識しながら、関数において一方の

量と他方の量が伴って変わるもののうち、一方の量を決めると他方の量が決まるという関

係性やルールを表すことを理解します。

掛け算と割り算が逆の関係であること、そして乗法の結合法則と交換法則を理解します。

パターンと関数の理解を使って日常の場面を表し、理解することができます。また、必要

に応じて四則計算を使った問題を解くことができます。

フェーズ４
学習者は、パターンは代数的表現や方程式、関数を使って表現、分析、一般化できるこ

とを理解します。言葉、表、グラフを使い、可能であれば、パターンの分析と表現に記号

的なルールも使います。また、掛け算の繰り返しを表現する方法である指数を含んだ表記

や、指数と累乗根の間に存在する逆の関係についても理解を深めます。児童は、引き続き

パターンと関数について理解したことを使って日常の場面を表し理解し、また四則計算を

使った問題を解きます。
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数

フェーズ１
学習者は、数が実社会においてさまざまな目的で使われていることを理解します。学習

者は、１対１の対応や数の保存について理解を深めます。また、数を数えたり、数に関す

る語彙や数詞を使って量を表したりすることができます。

フェーズ２
学習者は、十進法位取り記数法について理解を深め、100以上の数のモデルをつくり、

読み、書き、推測し、大きさを比較し、順番に並べます。学習者は、足し算と引き算の計

算を無意識に思い出すことができます。また、頭で考えたことや書いたことを適切な算数

的言語を用いて説明し、整数の足し算と引き算のモデルをつくることができます。全体と

部分の関係を表す分数を理解し、実生活の場面の中で分数のモデルをつくり、分数で表現

することができます。

フェーズ３
学習者は、分数と小数が全体と部分の関係を表すことについて理解を深めます。100分

の１以下の数を同値分数や小数をモデリングすることでこの関係に対する理解を実証しま

す。分数のモデルをつくり、読み、書き、大きさを比較し、順番に並べ、またそれらを実

生活の場面で使うことができます。足し算、引き算、掛け算、割り算を無意識に思い出す

ことができます。足し算、引き算、掛け算、割り算の問題を解くさまざまな方法を選択、

使用、説明し、答えの合理性を確認するために見積もりを行います。

フェーズ４
学習者は、十進法に基づく数字が２方向に無限に続くということを理解し、百万以上の

数のモデルをつくり、比較し、読み、書き、順番に並べることができます。また整数のモ

デルをつくることができます。学習者は、比率について理解を深めます。分数や小数、百

分率が全体と部分の関係を表すことを理解し、モデリング、大きさの比較、読み、書き、

順序づけ、そして分数・小数・百分率の変換に取り組みます。実生活の場面における整数

や分数、小数を使った問題を、頭で考えながらまたは書きながら解き、答えの合理性を評

価するさまざまな方法を利用します。
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付録　教科

初等教育プログラムにおける理科

理科における信念と価値観

科学を学ぶことは、私たちが生き、働く世界を理解する上で基本的なことで

ある

ニュージーランド・カリキュラムにおける理科教育

ニュージーランド教育省（1997）

ＰＹＰでは理科の学習を、自然界における生物、化学、そして物理の要素とその関係を探

究するものと見なしています。私たちの科学についての理解は常に変化し、進化していま

す。初等教育で理科を学習することで、学習者は科学的な見方で世界を理解し、認識する

ようになります。そして好奇心と創造力を刺激し、児童は世界を深く理解するようになり

ます。理科の知識を振り返ることによって、児童は自分の行動が自分自身や、他者、世界

に及ぼす影響に対して責任感をもつようにもなります。探究は、理科の調査や理解におい

て中心をなすものです。児童は、理科の知識を意味づけや考えるスキルと組み合わせるこ

とで、自分を取り巻く世界に対する理解を積極的に構築し、また理解しようと試みます。

理科の知識は、実際の世界に無数にあるその応用を通して関連づけられます。自分で体験

し探究するように促すことで、理科の学習プロセスによって、理科だけではなく生活の他

の分野においても、一人ひとりが情報に基づき責任のある判断ができるようになります。

国際カリキュラムにおける理科の重要性は普遍的で、性別、文化、言語、そして国によ

る偏見の境界を越えるものです。カリキュラムに理科を含めることで、急速に変化してい

る科学や技術の世界における利便性への理解を深め、使いこなせるようになります。その

上、科学や今日の生活の質に対する科学の貢献に肯定的な印象をもつようになります。ま

た、さまざまな文化や背景の人々が科学に貢献していることに対し、感謝の気持ちをもつ

ようになります。

「ＩＢの学習者像」は、ＰＹＰにおける理科の指導と学習に欠かせないものです。それ

が効果的な学習者および国際的な視野をもつ児童としてのあり方を表しているからです。

「ＩＢの学習者像」は、プログラムの５つの基本要素である「知識」、「概念」、「スキル」、

「姿勢」、そして「行動」と共に、理科の学習における計画、指導、評価に指針を与えてい

ます。
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理科における優れた取り組み
科学は、私たちのまわりにある現象や物体に対する説明や行動モデルを提供するために

も使われます。また生物的、化学的、物理的に見た世界の間の相互関係を調査するのにも

使われます。理科のカリキュラム構成は、内容よりむしろ概念とスキルに基づくものと考

えられています。理科は、考え方の１つとして、そして意味の構築と知識やスキルの習得

のバランスを目指したプロセスとして見なされるべきです。

理科の探究を計画する正しい方法は１つだけではありません。教師は、児童が調査を行

うためのさまざまな機会や場面を児童に提供し、効果的な調査ができるように児童を導か

なくてはなりません。こうした機会や場面には、教室での取り組みだけではなく、さまざ

まな外部リソースや環境が含まれていなくてはなりません。

体系的で目的をもった探究は、児童が最もよく学べる学習方法です。そして必ず児童が

以前そして現在理解しているところから学習を始めるべきです。児童が理科の調査を行う

上で、児童が自分自身の問題を立て、答えを得るためのさまざまな方法を調べ、調査、実

験、観察を進め、自分の出した答えに至る他の方法も試すよう、児童を導かなければなり

ません。その目的は児童の体験と、新たな内容への探究から生じた情報とプロセス間の関

係を構築することで達成される、積極的な意味の構築です。

このプロセスにおける教師の役割は、児童が自分の理科の学習にできる限り責任をもつ

よう促すような教育的環境をつくることだと認識されています。これは、児童主体の探究

ができるよう、リソースが児童それぞれに用意されなければならないということです。

ＰＹＰの教室では、教師は児童に慎重に考えられたオープンエンド型の問いをし、児童

同士で、または教師に質問するように働きかけることで、児童が受け身ではなく自ら行動

を起こすようになるプロセスを促します。教師はまた、探究を具現化し、評価しなければ

なりません。

教師は８つの「重要概念」と関連した問い（本章で後述）を使って探究を導きます。自ら

探究に携わることで、教師は関連する理科的な課題について深く理解できるだけでなく、

「学習者としての教師」という役割を担うことで、児童の手本になります。

ＰＹＰの教師のもつ個人的な理科の知識は重要な鍵を握っています。教師自身が理解し

ていることが、リソースの選択、学習体験の設計、および効果的な指導の方法に影響しま

す。教師は、定期的な教員研修を受けたり、ジャーナルを読んだり、そして特に探究を通

じて理科の指導に共に取り組む同僚と定期的に交流したりすることで教科への関心や、知

識の向上を保ちます。市販の理科指導用のリソースは、教師と児童のニーズや、プログラ

ムの要件を満たすものであるか慎重に審査されなければなりません。

「探究プログラム」（ＰＯＩ）における理科の役割

教科としての理科の指導と学習は必要ですが、それだけでは十分ではないということが

認識されています。児童に関連のある内容を探究し、従来の教科の境界を超えるという文脈

の中で理科を学習することも同じくらい重要なことです。教科の枠をこえたテーマは、よ
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く定義され、焦点を合わせた詳細な「探究プログラム」（ＰＯＩ）に枠組みを与えます。そ

して理科の学習は教科の枠をこえたテーマすべてに関連しているため、計画されたすべて

の理科の学習は、この枠組み内で行われなければなりません。そうすることで、理科の知

識とその応用により、教科の枠をこえたテーマによって定義された中心的アイデア（central 

idea）の探究が高まります。

計画された探究の単元（ＵＯＩ）とは直接関連のない、児童はときに主導権を取って自

発的な理科の探究を行うことがあります。このようなことがあることを教師が留意してお

くことは大切です。こうした探究は、それ自体が貴重な指導体験および学習体験であり、

教師や児童はＰＹＰの教育法を実際の、その瞬間に適した状況で適用することができま

す。理科のカリキュラムに関して、地域や国の必須要件がある学校は、こうした所定の知

識（またはスキル）をどう学校の「探究プログラム」（ＰＯＩ）に組み込むのがよいか、で

きる限り明確に示しておくべきです。学校は、児童に科学的に考えるように促す方法を計

画し、「探究プログラム」（ＰＯＩ）内だけではなく、カリキュラムを通してこのような取

り組み方を促進する必要があります。

理科の学習がうまく行われれば、児童は探究の単元（ＵＯＩ）に必要なデータから重要

な考えや意味のある理解を選び出すことができます。そして継続的な調査を行うに価する

本物の、オープンエンド型の問いを組み立てることができます。探究を行いながら、児童

は正確な情報を提供し、根拠のある説明ができます。そして考えられる原因を認識し、解

決法を選択し、とるべき適切な行動を決定できるはずです。学習の成果は、児童の行動を

起こす意欲と能力となって現れます。こうしたプロセスを経て、児童は生涯学び続ける優

れた学習者としての習慣と姿勢を身につけるはずです。

理科の指導方法はどのように変わってきているか
体系的で、目的をもった探究は、ＰＹＰにおける理科の指導の主要なアプローチです。

多くの教育における革新（より正確には、改定）は、その狭く、排他的なアプローチが弊

害となることが認知されています。探究の精神と明確な目的意識によって推進されるもの

である限り、ＰＹＰは、多種多様な指導方法や形式に対応できる文脈を提供する、広く包

括的な教育アプローチを提案します。

この方法で理科の指導をするために必要な変化の程度は各教師によっても異なります。

あまり意味を感じることのできない「変更」を押しつけられることが多いと残念に感じて

いる教師がいるとしたら、その教師たちには、第三者が考案した「良い指導方法」を取り

入れるために彼らが長年努力して身につけたスキルや経験を捨てるよう期待されることは

決してないのだと、明確に伝えられるべきです。むしろ、教師は何よりも第一に児童の学

習を向上させることを目標に自らの指導方法を改善していくことを目指すべきであり、個

人的に、そして同僚と協働しながら、自身の強みやアイデアを共有し、自身の方法の振り

返りを行うべきなのです。そうすることで、教師は児童にとって必要不可欠だとされてい

るスキルや姿勢の模範を示すこととなるでしょう。
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振り返りの一助として、優れた取り組みの一般例を用意しました。継続的改善に取り組

もうという人には、検討する価値があるはずのものです。

理科の指導方法はどのように変わってきているか

強調されるようになってきた点 強調されなくなってきた点

児童が理科のプロセススキルを学習、体験で

きるような実践的な学習体験をさせる。そし

て柔軟性のある学習環境で、深く児童を関与

させる。

教師が実演して指導する。教師が規定した活

動やプロセスの方向性に忠実に指導する。

教科の枠をこえた調査に役立つ探究の単元

（ＵＯＩ）を行う。

理科単独の授業や単元を行う。

児童に調査させ、オープンエンド型の問いに

答えさせる。それにより児童は観察、測定、

または実験を通して思い違いを捨てる、もし

くは修正することができる（教師が促進者的

役割を担う）。

正しい答えまたは情報の発信に対しての権

限をもつのは教師だけである（教師が専門家

的役割を担う）。

理科を理解するツールとして、あらゆる形態

のテクノロジーを、広く責任をもって利用

する。

理科の学習、または単独のスキルを教えるた

めのツールとして、テクノロジーを限定的に

使用する。

不確実性や曖昧性、また２つ以上の許容でき

る解答や仮説を受け入れる。

あらかじめ設定された答えを探させる。

２つ以上のアプローチやモデル、プロセスが

ある。

調査に取り組む科学的モデルが１つしかない。

集めたデータについて、説明と結論を提案さ

せながら、児童と議論、対話、詳しい調査、

解釈を行う。

データを書いて記録するだけ、つまりデータ

を収集し、記録することが活動の唯一の目的

である。

学んだことを応用し、それをもとに行動を起

こすように児童に働きかける。

単に科学の事実とスキルを学習させる。

プロセスと内容の相互依存関係を認識する

指導をする。

理科のプロセスと内容において指導を分ける。

理科に興味が湧いた時に探究できるような

機会を児童に与える。

理科の学習を一定の時間内に制限する

幅広い教材と体験型算数教材を使う、概念に

基づくカリキュラムを作成する。

限られた理科の教科書を使った、教科書主導

のカリキュラムを作成する。

理科の知識とスキル
ＰＹＰの理科の分野は、理科とその応用を含んでいます。ＰＹＰにおける理科のカリ

キュラム構成は、内容よりも概念とスキルに基づくものでなければなりません。本資料の

「概念：私たちは児童に何を理解してほしいのか」のセクションで規定されている「重要概
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念」は、カリキュラムを遂行する上で必然的に影響力があります。しかし、関連概念は他

にも数多くあり、こうした概念によって理科への理解をより深めることができます。

学校が「探究プログラム」（ＰＯＩ）を開発する際、理科の指導内容の幅とバランスは、

探究の単元（ＵＯＩ）を通じて行き渡るように努めなければなりません。学校が導入する

中心的アイデア（central idea）は、その学校の「学習範囲と順序」の文書の中に直接反映

されていなければなりません。

ＩＢ資料（英語版）『Science scope and sequence（理科の学習範囲と順序）』（2008年刊行）は、

学校コミュニティー全体に現在行われている理科の学習に関する情報を提供することを目

的としています。そしてＰＹＰの理科の学習に実際の機会を提供できる探究の単元（ＵＯ

Ｉ）について明確にしています。この文書に規定されている中心的アイデア、重要概念、

関連概念そして探究の流れは、ＩＢ資料（英語版）『Developing a transdisciplinary programme 

of inquiry（教科の枠をこえた「探究プログラム」（ＰＯＩ）の発展）』（2008年刊行）に掲載されて

いる「探究プログラム」（ＰＯＩ）のサンプルから引用したものです。この文書はオンライ

ンカリキュラムセンター（ＯＣＣ）から入手できます。

次のセクション「理科の学習要素」では、理科の知識の構成が、生物、地球と宇宙、物質

と物体、力とエネルギーの４つの学習要素に分けられています。４つの学習要素は毎年取り

上げられる必要はありませんが、探究の単元を通してバランス良く取り上げる必要があり

ます。

このような学習要素に加えて、児童は、投げかけられた質問と探究を導く概念とを結び

つけることにより「広い概念」を認識し、振り返りを行います。児童は、これらの概念と

今まで学んだことの関連性について意識するようになります。

学習要素の「生物」で、児童は自分自身やまわりの環境に関連する課題を探究する一方

で、「地球と宇宙」では、地球や、地球と宇宙の関係にまで探究を広げます。「物質と物

体」、「力とエネルギー」では、固体、液体、気体やエネルギー源の起源、特性、および利

用に関する学習に焦点をあてています。これらの学習要素には固定された境界がありませ

ん。つまり、多くの分野はお互いに、また、算数、社会、体育（身体、人格、社会性の発

達）など他の教科と重なり合う部分が必ずあります。教科が他の教科とお互いに、また他

の教科の枠をこえたテーマともつながっているという性質を理解するために、児童はカリ

キュラムの他の分野との必然的なつながりを意識しなければなりません。

理科の学習において、児童は正確な観察、ツールの扱い、記録、データの比較、自分や

他の人々の科学的な体験を使った説明を行う科学的な調査に取り組みます。児童は、自分

の考えをさらに深めるために、自分の仮説を検証し、他の人の見方についてじっくり考え

るという体験をします。

カリキュラムのすべての分野で、「スキル :私たちは児童に何ができるようになってほし

いのか」	のセクションの図８で規定されている教科の枠をこえたスキルを使うことができ

ます。また児童は、理科のカリキュラムにある以下の要素を学びます。

•	データを収集するために、注意深く観察する。

•	さまざまな器具や手段を使ってデータを正確に測る。
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•	科学的な語彙を使って観察したことや体験したことを説明する。

•	探究すべき疑問や問題を認識または生み出す。

•	必要に応じて体系的な調査や変数の操作を計画、実行する。

•	予測を立て、検証する。

•	結論を出すために収集したデータを解釈し、評価する。

•	科学的なモデルや、それらの応用（応用の限界も含む）を検討する。

理科の学習要素
私たちは児童に何を知ってもらいたいのか

生物 人間・他の動物・植物の性質、系統、行動に関する学習。これらの生

物間の、および住む環境との相互作用や関係性を学ぶ。

関連概念：	適応、動物、生物の多様性、生物学、分類、保存、生態系、

進化、遺伝、成長、生息環境、恒常性、生命体、植物、系統（消化系、

神経系、生殖系、呼吸系）。

地球と宇宙 地球と、宇宙における地球の位置、特に太陽との関係に関する学習。地

球を形づくる自然現象や体系およびそれを明らかにする顕著な特徴、

そして地球の無限と有限の資源について学ぶ。

関連概念：	大気、気候、浸食、証拠、地理学、地質学、重力、再生可

能および再生不能なエネルギー源、資源、季節、空間、持続可能性、

系統（太陽系、水循環、気候）、地殻変動、宇宙や地球の起源に関する

理論。

物質と物体 自然および人工の物質の性質、挙動と利用法に関する学習。人工物質

の起源と、それらが目的に合わせてどう扱われるかを学ぶ。

関連概念：	状態の変化、化学的および物理的変化、伝導と対流、密度、

気体、液体、物質の性質と利用法、固体、構造、持続可能性。

力とエネルギー エネルギーのその起源や貯蓄、変換、および利用に関する学習。力に

関する学習。発明品や機械を通して、科学的理解の応用について学ぶ。

関連概念：	エネルギーの保存、効率、平衡、エネルギーの形態（電気

エネルギー、熱エネルギー、運動エネルギー、光エネルギー、位置エ

ネルギー、音エネルギー）、磁力、力学、物理学、汚染、電力、技術的

進歩、エネルギーの転換。

関連概念について：	「重要概念」が定められている一方で、関連概念は、学習を教科の枠を

こえた「探究プログラム」（ＰＯＩ）にさらに関連づけたり、教科の理解をより深めたりす

ることができます。ここでは一部の関連概念のサンプルがそれぞれの学習要素ごとに示さ

れています。学校は独自の関連概念をつくることができます。
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ＰＹＰの「重要概念」：理科に関して、私たちは児童に	
何を理解してほしいのか
ＰＹＰの理念の中核をなす原則は、目的をもった体系的な探究は学習の意味や理解を深

める有効な手段であり、意味のある概念に取り組む児童の意欲を駆り立てるものだという

ことです。それを踏まえて、ＰＹＰではそうした探究を支援する手段として、概念に基づ

くカリキュラムにも取り組んでいます。包括的概念または主要概念ごとに効果的にグルー

プ分けできる「重要概念」の集まりが存在し、それぞれが時間や場所、教科の内外を問わ

ず重要性をもっています。

これらの「重要概念」はＰＹＰの枠組みの基本質的な要素の１つです。これらの概念だ

けが、探究するに価する唯一の概念であるとはまったく考えられていませんが、これらの

概念を基に、ＰＹＰカリキュラムの中心的存在である、教師や児童による探究を導く効果

的なカリキュラムの構成がつくられます。

この概念を一連の問いの形にすると、児童が扱いやすい、オープンエンド型のすぐに使

えるリサーチツールとなります。探究型の単元を計画する際に、教師や児童がこれらの問

いを状況に合わせて使うと、方向性や目的のある単元が具現化されます。

次の表は一般的な観点と理科についての観点それぞれの概念について説明したもので

す。「重要概念」の詳細な説明は「概念：私たちは児童に何を理解してほしいのか」のセク

ションに記載されています。

概念 一般的な観点 理科についての観点

特徴
それはどのようなものか

すべてのものに認識できる

特徴があり、それらは観察、

特定、説明、分類することが

できる。

ほとんどの物には姿や形が

あり、表面上または目に見え

る部分や内部構造がある。

機能
どそれはのような働きをす

るのか

すべてのものに目的、役割ま

たは行動様式があり、それら

は調べることができる。

生まれつきまたは授けられ

た、生き物や物の特有の行

動、性質、または目的。

原因
それはなぜそうなのか

物事はただ起こるわけでは

ない。そこには因果関係があ

り、行動は何らかの結果をも

たらす。

意図的、または意図的でない

活動や反応によってもたら

された結果である。

変化
それはどのように変わってい

るのか

変化とは、ある状態から別の

状態に移るプロセスである。

これは普遍的で必然的なも

のである。

変化の概念は、変換とも表さ

れ、理科において広く浸透し

ている概念である。物はある

形から別の形に変わる、また

は移行するため、変化は物質

世界の必然的な要素である。

変化は自然に起こる、または

外部の影響によって起こり、

促進される。
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概念 一般的な観点 理科についての観点

つながり
それは他のものとどのよう

につながっているのか

私たちの住む世界は、個々

の要素の活動が他に影響を

与える相互作用システムを

もっている。

世界はお互いに依存し合う

相互作用システムで全体を

形づくっている。

ものの見方
それにはどのような見方が

あるか

知識は見方によって変わっ

てくる。さまざまな見方はさ

まざまな解釈、理解、発見を

導く。見方は個人、グループ、

文化または学問分野によっ

て異なることがある。

出来事と結果は、人のもつ知

識や経験、動機によって異

なって解釈されることもあ

る。経験的に証明された事実

と推測の違いは強調されな

ければならない。

責任
私たちの責任は何か

人は自分の理解しているこ

とに基づいて選択する。その

結果としてとる行動は違い

を生む。

私たちは自分たちの住む世界

に対して責任をもっている。

責任には、科学的知識をどう

利用するとすべての生き物の

生活の質がよくなるのか、そ

れとも悪くなるのかを意識す

ることも含まれている。責任

には行動することだけでなく

意識することも必要である。

振り返り
私たちはどのように知るの

か

知る方法にはいろいろある。

私たちの出した結論を振り

返り、推論の方法、そして私

たちが検討した証拠の質と

信頼性について考えること

が大切である。

私たちはどのように科学の

知識を得て、科学に対する意

識を向上させているのか、意

識的に振り返り、説明できな

ければならない。

「重要概念」を表す問いの例
次の表は、教師と児童の間で行う「重要概念」を表す問いの例です。この問いの例は、

探究の構築や枠組みづくりに役立つでしょう。これらは広範な、オープンエンド型の問い

です。こうした問いは調査、議論、詳細かつ熟考された返答を求めるもので、探究主体の

プログラムには欠かせないものです。

概念 教師と児童の間で行う問いの例

特徴
それはどのようなものか

• それはどんな感じがしますか。

• 私たちが食べる食べ物はどこで手に入りますか。

• もし地球を北極と南極の間で２つに分けたら、内側はどの

ようになっていますか。

• 生態系は何で構成されていますか。
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概念 教師と児童の間で行う問いの例

機能
それはどのような働きをする

のか

•	影は何に使えますか。

•	種は植物の成長周期のどこにあてはまりますか。

•	私たちのまわりにある空気はどう使われていますか。

•	ため池や浄水場は何をするところですか。

原因
それはなぜそうなのか

•	どうしたら影をつくれますか。

•	どうして食べ物はそれぞれ異なる方法で加工されるので

すか。

•	世界にある家はどのようにしてその地域の気候に合うよ

うに建てられるのですか。

•	思春期に変化が起こる原因は何ですか。

変化
それはどのように変わってい

るのか

•	砂は朝から午後にかけてどのように変化しますか。

•	時間と共に植物の成長にどのような変化が見られますか。

•	運動すると私たちの体にどんな変化が起こりますか。

•	空気は場所によって、また時間の経過によってどのように

異なりますか。

つながり
それは他のものとどのよう

につながっているのか

•	１日のうちの時間とあなたの体がつくる影との間にどん

な関係がありますか。

•	なぜある乗り物は特定の仕事に向いているのですか。

•	人間の生活周期は他の動物の生活周期とどのように似て

いる、または異なりますか。

•	あなたの地域の生態系とあなたが調査した広範囲の生態

系の類似点と相違点は何ですか。

ものの見方
それにはどのような見方があ

るか

•	教室にある植物（または動物）も同じように世話が必要で

すか。それはなぜですか。

•	証拠に裏づけされているものにはどのような異なる観点

がありますか。

•	科学は地球や太陽系、銀河系の存在をどのように説明しま

すか。

•	人間に影響があるものはどのようなものがありますか。

責任
私たちの責任は何か

•	私たちの教室にある植物や動物を世話するためにすべき

ことは何ですか。

•	水を無駄にしないためにはどうしたらいいですか。

•	乗り物を設計したり作ったりするとき、どんな要素を考え

る必要がありますか。

•	健康でいるためには何すべきですか。

振り返り
私たちどのように知るのか

•	植物に水をやるタイミングはどのようにわかるのですか。

•	運動する前と後では、体にどんなことが起こっていると思

いますか。

•	宇宙探査は私たちの毎日の暮らしにどのような影響を与

えていますか。

•	体が呼吸している様子はどのように観察できますか。
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理科の総合的な目標
ＩＢ資料（英語版）『Science scope and sequence（理科の学習範囲と順序）』（2008年刊行）

は、ＰＹＰに適切と思われる総合的な目標を明らかにしています。そのために、ＩＢ資料

（英語版）『Developing a transdisciplinary programme of inquiry（教科の枠をこえた「探究プログラ

ム」（ＰＯＩ）の発展）』（2008年刊行）に掲載されている「探究プログラム」（ＰＯＩ）のサ

ンプルにある中心的アイデア（central idea）を参考にし、また各年齢層で発展する重要な

理解と学習プロセスを明らかにしています。

「学習範囲と順序」では、ＰＹＰで適切と思われる総合的な目標も明らかにしています。

ここで説明されている総合的な目標はプログラムの要件ではありませんが、学校は、ＩＢ

資料『プログラムの基準と実践』（2014年刊行）にある基準Ｃ 2.4b で述べられているよ

うに、「学校の『学習範囲と順序』の文書に示された生徒の到達度に関する総合的な目標

は、ＰＹＰの『学習範囲と順序』の文書において表されている到達目標と一致しているこ

と」に留意する必要があります。

このような判断	を行う上で、また、ＩＢ資料（英語版）『Science  scope  and  sequence（理

科の学習範囲と順序）』（2008 年刊行）には幅広く一般論として総合的な目標が提示されてい

ることから、各学校においては「学習範囲と順序」資料の慎重な検討が推奨されます。

３～５歳

児童は、自分で考えて情報を集め、記録することで観察のスキルを身につけます。また

観察することで簡単なパターンを認識したり、予測したり、自分の考えについて話し合っ

たりします。物や現象がどう機能するかを探究し、基本的な因果関係を認識します。さま

ざまな期間、変化について検証し、異なる変数や条件が変化に影響を及ぼす可能性がある

ことを理解します。異なる物の見方を知り、自分自身や他の生物、環境を大切にする気持

ちやそれらへの敬意を示します。自分の考えを伝えたり、自分の理科的な体験や自分の言

葉を用いて説明したりします。

５～７歳

児童は、自分で考えて情報を集め、記録することで観察のスキルを身につけます。また

観察することで簡単なパターンを認識したり、予測したり、自分の考えを発展させたりし

ます。物や現象がどう機能するかを探究し、システムの各部分を認識し、因果関係につい

て理解します。さまざま期間に起こる変化について検証し、２つ以上の変数が変化に影響

を及ぼす可能性があることを認識します。異なる物の見方や世界を体系化する方法につい

て知り、自分自身や他の生物、環境を大切にする気持ちやそれらへの敬意を示します。自

分の考えを伝えたり、自分自身の科学的な体験を用いて説明したりします。
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７～９歳

児童は、自分の認識力と自分で選んだ観察ツールを使って、観察スキルを身につけます。

観察された情報をいろいろな方法で集め、記録します。これらの調査結果を振り返り、パ

ターンまたは関係性を認識、予測、検証し、そして自分の考えをよりいっそう正確に発展

させます。物や現象がどう機能するかを探究し、システムの各部分を認識し、さらに複雑

な因果関係について理解します。時間の経過に伴う変化について検証し、変化には１つ以

上の変数が影響を及ぼしている可能性があることを認識します。製品や道具が、科学概念

の応用を通じてどのように発展してきたか検証します。異なる物の見方や世界を体系化す

る方法について知り、こうした見方や習慣がどのように形成されてきたのか考察すること

ができます。理科に関連した文脈における倫理問題について考え、理科で学んだことを活

用して、自分たちや他の生物、環境の福祉を向上させるために思いやりに満ちた、かつ現

実的な行動を計画します。自分の考えを伝えたり、自分自身や他の人々の科学的な体験を

用いて説明したりします。

９～12歳

児童は自分の認識力と自分で選んだ観察ツールを使って、観察スキルを身につけます。

観察された情報をいろいろな方法で集め、記録します。これらの調査結果を振り返り、パ

ターンまたは関係性を認識、予測、検証し、そして自分の考えをよりいっそう正確に発展

させます。物や現象がどう機能するかを探究し、システムの各部分を認識し、さらに複雑

な因果関係について理解します。時間の経過に伴う変化について検証し、変化は１つ以上

の変数が影響を及ぼしている可能性があることを認識します。

技術の進歩も含めた科学の応用が自分たちや社会、環境に与えてきた影響について振り

返ります。異なる物の見方や世界を体系化する方法について知り、これらの見方や習慣が

どのように形成されてきたのか考察することができます。理科に関連した文脈における倫

理や社会問題を検証し、適切に自分の答えを表現します。理科で学んだことを活用して、

自分たちや他の生物、環境の福祉を向上させるために思いやりに満ちた、かつ現実的な行

動を計画します。自分の考えを伝えたり、自分自身や他の人々の科学的な体験を用いて説

明したりします。
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付録　教科

初等教育プログラムにおける社会

社会における信念と価値観

社会科教育の目的は、常に変化する社会に、知識、自信そして責任ある市

民として児童が参加できるようにすることである。

ニュージーランド・カリキュラムの社会科教育

ニュージーランド教育省（1997）

ＰＹＰでは社会の学習を、人について過去、現在、未来、また人をとりまく環境や社会

との関連の中で学ぶものと見なしています。社会の学習は、好奇心を促し、急速に変わる

社会への理解を深めます。社会の学習を通して、児童は自らの個人的、文化的なアイデン

ティティーへの理解を深めます。そして授業やコミュニティー、世界に積極的に参加する

ために必要なスキルや知識を高めます。すなわち、コミュニティーとの関連から自分をよ

りよく知るということです。

ＰＹＰで社会を学習する目的は、異文化への理解を促し、個人や個人の価値観および伝

統を尊重することです。「ＩＢの使命」に加えて、ＰＹＰカリキュラムの社会の構成要素

は、児童が「自分と異なる考えの人々にも、それぞれ正しさがあり得ると認める」ことが

できるように働きかけています。そのため、教室や学校、コミュニティー、社会から偏見

や差別をなくすことを非常に重視しています。

「ＩＢの学習者像」は、ＰＹＰにおける社会の指導と学習に欠かせないものです。それ

が効果的な学習者および国際的な視野をもつ児童としてのあり方を表しているからです。

「ＩＢの学習者像」は、プログラムの５つの基本要素である「知識」「概念」「スキル」「姿

勢」そして「行動」と共に、社会の学習における計画、指導、評価に指針を与えています。

社会の学習は、児童が自分自身や他の人々について、そしてますますグローバル化する

社会における自分の位置について、より深く理解するように導きます。社会の学習は、人

間の行動や活動について現実的に、客観的に、そして思いやりをもって調べ、考える機会

を与えます。社会を学習し、経験することで、児童は生活や学習について重要な疑問をも

つようになります。学習の成果は、社会に貢献するために児童が行動を起こそうとする意

思や行動力となって現れるでしょう。
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社会における優れた取り組み
ＰＹＰでは、社会の指導に幅広くさまざまな方法や学習体験を取り入れますが、ＰＹＰの

哲学と教育法は教科のすべての計画や指導、評価に反映されなくてはなりません。社会の

学習内容は、学校の場所や、文脈（環境）、カリキュラムの要件によって決まります。学習

内容をすべての社会や時間、場所に共通する、重要で普遍的な概念に関連づけることで、

社会のカリキュラムの構成要素は国際的なものになります。社会の指導と学習は「探究プ

ログラム」（ＰＯＩ）内で行われます。

体系的で目的をもった探究は、児童が最もよく学習できる方法です。そして必ず児童が

以前そして現在理解しているところから学習を始めるべきです。教師は同僚と共に、児童

が中心的アイデア（central idea）や単元における探究の項目に取り組めるような本物の学習

体験を用意します。この協働作業が単元の教科の枠をこえた性質を高めます。どのような

リソースを選ぶかは、各教科によってもたらされる多角的な観点に基づいて判断します。

自ら疑問をもち、答えるよう児童に促すために、さまざまな学習スタイルや言語レベル

が可能な学習が設計されます。リソースに触れたり互いに対話したりすることで、児童は

異なる見方について考え、スキルや学習姿勢を身につけ、知識や概念の理解を得るように

なります。児童はスキルや概念を新しい文脈で応用し、新しいスキルや概念を自分がよく

知っている文脈に置き替えます。

児童は、社会のカリキュラムにある以下の要素を学びます。

•	説得力があり、現実の問題に直結する、リサーチ可能な質問の仕方を学ぶ。

•	自分自身のアイデンティティーをしっかり理解し、社会における自分の位置を確保

する。

•	他の文化の人々への理解を深め、異なる考えや理念を尊重する。

•	あらゆる文化の児童すべてにとって大切なテーマの探究を通して、人間のありよう

を理解するために本当に大切な知識を得る。

•	社会的に責任のある行動に導く、思いやり、創造力、自発性を育む学習体験に参加

することで、概念的な理解を得る。

•	自分自身や他の人々の体験に関する時間や場所の感覚を得る。

•	自然界や、人間によって作られた世界における、人類の役割や、依存について理解

し、責任をもってこの知識を応用することを学ぶ。

学習の結果、児童は学んだことをお互いに共有し、行動を起こします。児童や教師は、

学習プロセスと成果を評価する明確な基準を設定し、定義します。

教師のもつ個人的な社会の知識は重要な鍵を握っています。教師自身が理解しているこ

とが、リソースの選択や、学習体験の設計、効果的な指導の方法に影響します。教師は、

定期的な教員研修を受けたり、教員向けの専門誌を読んだり、そして特に探究を通じて社

会の指導に共に取り組む同僚と定期的に交流したりすることで教科への関心や、知識の向

上を保ちます。市販の社会指導用のリソースは、教師と児童のニーズや、プログラムの要

件を満たすものであるか慎重に審査されなければなりません。
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「探究プログラム」（ＰＯＩ）における社会の役割

教科としての社会の指導と学習は必要ですが、それだけでは十分ではないということが

認識されています。児童に関連のある内容を探究し、従来の教科の枠をこえるという文脈

の中で社会を学習することも同じくらい重要なことです。教科の枠をこえたテーマは、よ

く定義され、焦点を合わせた詳細な「探究プログラム」（ＰＯＩ）に枠組みを与えます。そ

して社会の学習は教科の枠をこえたテーマすべてに関連しているので、計画されたすべて

の社会の学習は、この枠組み内で行われなければなりません。そうすることで、社会の知

識とその応用により、教科の枠をこえたテーマによって定義された中心的アイデア（central 

idea）の探究が高まります。

計画された探究の単元（ＵＯＩ）とは直接関連がない、児童はときに主導権を取って自

発的な社会の探究を行うことがあります。このようなことがあることを教師が留意してお

くことは大切です。こうした探究は、それ自体が貴重な指導体験および学習体験であり、

教師や児童はＰＹＰの教育法を実際の場面や、その時最も重要な場面に適用することがで

きます。

社会のカリキュラムに関して、地域や国の必須要件がある学校は、こうした所定の知識

（またはスキル）をどう学校の「探究プログラム」（ＰＯＩ）に組み込むのがよいか、でき

る限り明確に示しておくべきです。

社会の学習がうまく行われれば、児童は探究の単元（ＵＯＩ）に必要なデータから、重

要な考えや意味のある理解を学びとることができます。そして継続的な調査を行うに価す

る本物の、オープンエンド型の問いを組み立てることができます。探究を行いながら、児

童は正確な情報を提供し、根拠のある説明をすることができます。児童は、考えられる問

題の原因を認識し、解決法を選び、とるべき行動を決定することができます。学習の成果

は、児童の行動を起こす意欲と能力となって現れます。

こうしたプロセスを経て、児童は生涯学び続ける優れた学習者としての習慣と姿勢を身

につけるはずです。

社会の指導方法はどのように変わってきているか
体系的で、目的をもった探究は、ＰＹＰにおける社会指導の主要なアプローチです。多

くの教育における革新（より正確には、改定）は、その狭く、排他的なアプローチが弊害

となることが認知されています。探究の精神と明確な目的意識によって推進されるもので

ある限り、ＰＹＰは、多種多様な指導方法や形式に対応できる文脈を提供する、広く包括

的な教育アプローチを提案します。

この方法で社会の指導をするために必要な変化の程度は各教師によっても異なります。

あまり意味を感じることのできない「変更」を押しつけられることが多いと残念に感じて

いる教師がいるとしたら、その教師たちには、第三者が考案した「良い指導方法」を取り

入れるために、彼らが長年努力して身につけたスキルや経験を捨てるよう期待されること
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は決してないのだと、明確に伝えられるべきです。むしろ、教師は何よりも第一に児童の

学習を向上させることを目標に自らの指導方法を改善していくことを目指すべきであり、

個人的に、そして同僚と協働しながら、自身の強みやアイデアを共有し、自身の方法の振

り返りを行うべきなのです。そうすることで、教師は児童にとって必要不可欠だとされて

いるスキルや姿勢の模範を示すこととなるでしょう。

振り返りの一助として、優れた取り組みの一般例を用意しました。継続的改善に取り組

もうという人には、検討する価値があるはずのものです。

社会の指導方法はどのように変わってきているか

強調されるようになってきた点 強調されなくなってきた点

学校全体が同意した、重要かつ関連性のある

内容に基づいた、相互に結びつきのある、身

につく「探究プログラム」（ＰＯＩ）を計画

する。

それぞれの教師によってテーマが選ばれる。

たとえば、教師が好きなテーマや、その学年

でいつも取り上げられているテーマ、リソー

スが十分にそろっているテーマなど。

複数の情報源を使い、複数の見方を示す（グ

ローバル、社会、文化、性別）。

１つの情報源に依存し、狭い観点を示す（国、

宗教、政治、固定観念）。

カリキュラムの複数の分野にわたる、教科横

断的調査に適した探究の単元（ＵＯＩ）を計

画する。

歴史、地理、社会など、１つの分野をもとに

した単元を計画する。

地域、多文化、グローバルな側面で構築され

た単元を計画する。

西洋文明や先進国に重点を置いた単元を計

画する。

社会学習に関するさまざまな一次資料や文

書（人々、遺物、現地調査、調査、インタ

ビュー）や、メディアやテクノロジーなどの

情報源を使う。

教科書やワークシートを社会学習の主なリ

ソースとする。

児童が意味を構築し、世界に対する知識や理

解を広げ、深めることに重点を置いた探究の

単元（ＵＯＩ）の中で、概念を発展させる方

法として事実情報を使う。

事実情報（日づけ、人や国の名前など）自体

が学習の目的である。

今日の私たちの世界に対し責任をもち行動

を起こすよう児童に働きかける。

今日の私たちの世界に対する責任と行動の

必要性について教える。

社会の知識とスキル
ＰＹＰにおける社会は、基本的に人々についての学習です。人々がどう考え、感じ、行

動するか、どのように他の人々と交流するか、信念、願望、楽しみは何か、人々が直面す

る問題は何か、どのように、そしてどこに住んでいるか（または住んでいたか）、どのよう

に環境とかかわるか、どんな仕事をするか、どのように自分たちを組織するか、といった

ことを学びます。
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カリキュラムのすべての分野で、「スキル :私たちは児童に何ができるようになってほし

いのか」	のセクションの図８で規定されている教科の枠をこえたスキルを使うことができ

ます。また児童は、社会のカリキュラムにある以下の要素を学びます。

•	過去、未来、場所、社会について問題を立て、質問する。

•	さまざまな歴史的、地理的、社会的な情報源からの証拠を使用、分析する。

•	場所や時間に関して、正しい判断をする。

•	社会における役割、権利、責任を認識する。

•	情報源の正確さ、信頼性、偏見の可能性を評価する。

ＩＢ資料（英語版）『Social studies scope and sequence（社会の学習範囲と順序）』（2008年刊

行）は、すべての学校コミュニティーに現在に行われている社会の学習に関する情報を、

教科の枠をこえた「探究プログラム」（ＰＯＩ）を通じて提供することを目的としていま

す。社会の知識の構成は、人がつくった制度と経済活動、社会組織と文化、時間の経過に伴

う継続性と変化、人と自然環境、資源と環境の５つの要素に分けられています。これらの要

素には固定された境界がありません。つまり、多くの分野は、お互いに、また、算数、芸

術、体育（身体、人格、社会性の発達）など他の教科と重なり合う部分が必ずあります。

教科が他の教科とお互いに、また他の教科の枠をこえたテーマともつながっているという

性質を理解するために、児童には教科とカリキュラムの他の分野との必然的なつながりを

意識させなければなりません。

社会の学習要素

私たちは児童に何を知ってもらいたいのか

人がつくった制度と経済活動 人々が組織や制度をつくる理由や方法ついての学習。人々が地

域的かつグローバルに結びつく方法や、権力の分配について学

ぶ。

関連概念：コミュニケーション、対立、協力、教育、雇用、自

由、行政、司法、立法、生産、輸送、真実。

社会組織と文化 人、コミュニティー、文化、社会に関する学習。個人や集団、

社会がお互いに交流する方法について学ぶ。

関連概念：遺物、権限、市民権、コミュニケーション、対立、

多様性、家族、アイデンティティー、ネットワーク、偏見、宗

教、権利、役割、伝統。

時間の経過に伴う継続性と
変化

時間の経過に伴う、人と出来事との関係に関する学習。過去、

過去の現在への影響と、未来に対して意味するもの、活動を通

して未来を形づくった人々について学ぶ。

関連概念：年表、文明、対立、発見、探検、歴史、革新、移住、

進歩、革命。
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人と自然環境 場所に独自性を与える特徴に関する学習。どのように人々が環

境を受け入れ変えるか、どのように人々が場所を体験し表すか

について学ぶ。また、自然災害が人々やつくられた環境に与え

る影響について学ぶ。

関連概念：快適性、境界線（自然、社会、政治的）、依存、地

理、影響、地形、地方、所有権、人口、地域、定住。

資源と環境 人と環境の相互関係や、人が資源を分配し管理する方法につい

ての学習。この管理が与える良い影響と悪い影響、科学的、技

術的発展が環境に与える影響について学ぶ。

関連概念：保存、消費、分配、エコロジー、エネルギー、相互

依存、汚染、貧困、持続可能性、富。

関連概念について：重要概念が定められている一方で、関連概念は、学習を教科の枠をこえ

た「探究プログラム」（ＰＯＩ）にさらに関連づけたり、教科の理解をより深めたりするこ

とができます。ここでは一部の関連概念のサンプル案がそれぞれの要素ごとに示されてい

ます。学校は独自の関連概念をつくることができます。

ＰＹＰの「重要概念」：社会に関して、私たちは児童に	
何を理解してほしいのか
ＰＹＰの理念の中核をなす原則は、目的をもった体系的な探究は学習の意味や理解を深

める有効な手段であり、意味のある概念に取り組む児童の意欲を駆り立てるものだという

ことです。それを踏まえて、ＰＹＰではそうした探究を支援する手段として、概念に基づ

くカリキュラムにも取り組んでいます。包括的概念または主要概念ごとに効果的にグルー

プ分けできる「重要概念」の集まりが存在し、それぞれが時間や場所、教科の内外を問わ

ず重要性をもっています。

これらの「重要概念」はＰＹＰの枠組みの基本的な要素の１つです。これらの概念だけ

が、探究するに価する唯一の概念であるとはまったく考えられていませんが、これらの概

念を基に、ＰＹＰカリキュラムの中心的存在である、教師や児童による探究を導く効果的

なカリキュラムの構成がつくられます。

この概念を一連の問いの形にすると、児童が扱いやすい、オープンエンド型のすぐに使

えるリサーチツールとなります。探究型の単元を計画する際に、教師や児童がこれらの問

いを状況に合わせて使うと、方向性や目的のある単元が具現化されます。

次の表は一般的な観点と「社会」の観点の両方からそれぞれの概念について説明したも

のです。「重要概念」の詳細な説明は「概念：私たちは児童に何を理解してほしいのか」の

セクションに記載されています。
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概念 一般的な観点 社会についての観点

特徴
それはどのようなものか

すべてのものには認識でき

る特徴があり、それらは観

察、特定、説明、分類するこ

とができる。

個人、集団、歴史上の期間、環

境について認識できる特徴。

機能
それはどのような働きをす

るのか

すべてのものに目的、役割ま

たは行動様式があり、それら

は調べることができる。

社会や自然界における出来

事、システム、関係性の働き。

原因
それはなぜそうなのか

物事はただ起こるわけでは

ない。そこには因果関係があ

り、行動は何らかの結果をも

たらす。

人間と自然現象の因果関係。

変化
それはどのように変わってい

るのか

変化とは、ある状態から別の

状態に移るプロセスである。

これは普遍的で必然的なも

のである。

時間と共に起こる、人間、社

会、環境の変化の性質。

つながり
それは他のものとどのよう

につながっているのか

私たちの住む世界は、個々

の要素の活動が他に影響を

与える相互作用システムを

もっている。

人間や環境に影響を及ぼす

相互作用。過去、現在、未来

がすべてつながる方法。

ものの見方
それにはどのような見方が

あるか

知識は見方によって変わっ

てくる。さまざまな見方はさ

まざまな解釈、理解、発見を

導く。見方は個人、グループ、

文化または学問分野によっ

て異なることがある。

人間が多様な理解を導く方

法として、知識と経験をつな

げるやり方。

責任
私たちの責任は何か

人は自分の理解しているこ

とに基づいて選択する。その

結果としてとる行動は違い

を生む。

人が自分自身、集団、環境に

対して負う個人的および共

同責任。

振り返り
私たちはどのようにして知

るのか

知る方法にはいろいろある。

私たちの出した結論を振り

返り、推論の方法、そして私

たちが検討した証拠の質と

信頼性について考えること

が大切である。

この探究から学ぶこと。そし

て学習者が新しい理解を応

用する方法。

「重要概念」を表す問いの例
次の表は、教師と児童の間で行う「重要概念」を表す問いの例です。この問いの例は、

探究の構築や枠組みづくりに役立つでしょう。これらは広範な、オープンエンド型の問い
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です。こうした問いは調査、議論、詳細かつ熟考された返答を求めるもので、探究主体の

プログラムには欠かせないものです。

概念 教師と児童の間で行う問いの例

特徴
それはどのようなものか

•	昔の人々はどのような仕事をしましたか。

•	この町に住む人たちの主な職業は何ですか。

•	それはどのような景色ですか。

機能
それはどのような働きをする

のか

•	昔の人々はどのような行動ルールを取り入れていましたか。

•	人々はどのようにここでの暮らしに適応してきましたか。

•	人はどのようにお祝いしますか。

•	ゴミはどうなりますか。

原因
それはなぜそうなのか

•	どうして人や集団はそのような行動をとったのですか。

•	特定の文化が消失したのはどのような理由がありますか。

•	なぜ人々はここに定住したのですか。

•	争いとその解決はどのように社会を形づくってきましたか。

変化
それはどのように変わってい

るのか

•	なぜそのように変わったのですか。

•	つくられた環境はどのように自然の環境から生まれたの

ですか。

•	社会を形づくる上での技術の役割は何ですか。

•	技術はどのように自然環境を変えてきましたか。

•	増加、移住、または資源管理の原因になる社会要素は何で

すか。

つながり
それは他のものとどのよう

につながっているのか

•	当時の社会と今の社会につながりがあるとしたら、それ

は何ですか。

•	２人以上の人の間に関係があったとき、それは公平で公

正でしたか。

•	天災は人々の暮らしにどう影響を与えてきましたか。

•	どんな信念、価値観、姿勢が他の人々とのつながりを促進

しますか。

ものの見方
それにはどのような見方があ

るか

•	人はどのようにリーダーになってほしい人を決めるので

すか。

•	この意見は先入観にとらわれている可能性はあります

か。どうしてそう思いますか。

•	なぜ環境の保護について異なる見方があるのですか。

•	もし他の文化環境に住んでいたら、どのような生活様式

だったと思いますか。

責任
私たちの責任は何か

•	なぜ私たちは過去に目を向ける必要があるのですか。

•	自然環境をこれ以上傷つけないために、私たちはどのよ

うなことができますか。

•	世界市民とはどのような意味ですか。

•	世界中の子どもたちはどのような権利をもつべきですか。

•	争いはどのように解決しますか。
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概念 教師と児童の間で行う問いの例

振り返り
私たちはどのように知るのか

•	なぜある史料は他の史料より信頼できるのですか。

•	この場所について私たちはどのような固定観念をもって

いますか。

•	データを集めるために、どの一次資料を使いましたか。

•	私たちや他の人の意見はどのくらい信用できますか。

社会の総合的な目標
ＩＢ資料（英語版）『Social studies scope and sequence（社会の学習範囲と順序）』（2008年刊

行）は、ＰＹＰに適切と思われる総合的な目標を明らかにしています。そのために、ＩＢ

資料（英語版）『Developing a transdisciplinary programme of inquiry（教科の枠をこえた「探究プ

ログラム」（ＰＯＩ）の発展）』（2008年刊行）に掲載されている「探究プログラム」（ＰＯＩ）

のサンプルにある、中心的アイデア（central idea）を参考にし、また各年齢層で発展する

重要な理解と学習プロセスを明らかにしています。

ここで説明されている総合的な目標はプログラムの要件ではありませんが、学校は、

ＩＢ資料『プログラムの基準と実践』にある基準Ｃ 2.4b で述べられているように、「学校

の『学習範囲と順序』の文書に示された生徒の到達度に関する総合的な目標は、ＰＹＰの

『学習範囲と順序』の文書において表されている到達目標と一致していること」に気をつけ

る必要があります。

このような判断を行う上で、また、ＩＢ資料（英語版）『Social studies  scope  and  sequence

（社会の学習範囲と順序）』（2008 年刊行）には幅広く一般論として総合的な目標が提示されて

いることから、各学校においては「学習範囲と順序」資料の慎重な検討が推奨されます。

３～５歳

児童は、自分自身や友達、家族、まわりの環境に目を向けながら、人々や生活に関する

理解を探究します。ルールや日々の習慣を、学びや遊びに取り入れます。自分が属するさ

まざまな集団との関連から、自分自身をだんだん意識するようになり、自分を組織するシ

ステムの存在に気づくようになります。場所に対する感覚が発達し、なぜ特定の場所が人

にとって大切な場所なのか理解するようになります。また、時間に関する感覚も発達し、

生活の中で大切な出来事や、時間や変化がどう人に影響するかについて認識するようにな

ります。生活における技術の役割を探究します。

５～７歳

児童は、自分自身や友達、家族、まわりの環境に目を向けながら、世界について理解を

深めます。人々が集団に属する理由や、自分が果たす役割、そして集団内における人々の

さまざまな交流のしかたについて理解します。自分を組織するシステム内およびシステム

間のつながりを認識します。場所に対する感覚が広がり、なぜ特定の場所が人にとって大
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切な場所なのか、なぜ、そしてどのように人々の活動がまわりの環境に影響を与え、また

影響を受けるのか考えるようになります。自分と環境との関係について理解し始めます。

時間の感覚がよりはっきりし、生活の中で大切な出来事や、時間や変化がどう人に影響す

るか認識するようになります。技術の進歩がどのように個人や環境に影響するか、だんだ

んと意識するようになります。

７～９歳

児童は、自分自身や自分のコミュニティー内の人々、また時や場所を経て存在する他の

コミュニティーの人々にも注目しながら、人の社会に関する理解を広げます。なぜ、どの

ようにコミュニティー内で集団が組織されるのか、そしてどのようにコミュニティーがそ

こに住む人々の文化や習慣に影響を与えるか調べます。地域や国のコミュニティー内のシ

ステムの機能や、その相互に依存する性質について認識します。人々がどのようにまわり

の環境に影響を与え、また影響を与えられるかについて関心が高まります。環境を尊ぶこ

とと、保護することの関係について探究します。時間に対する理解が深まり、生活の中で

大切な出来事や、過去を記録し、記憶するさまざまな方法について認識するようになりま

す。時間の経過とともに技術の進歩が個人や社会、環境に与える影響について理解を広げ

ます。

９～12歳

児童は、自分自身や自分のコミュニティー内の人々、また時や場所を経て存在する人々の

集まりにも注目しながら、人の社会に関するさまざまな要素を認識します。なぜ、どのよ

うにコミュニティー内で集団が組織されるのか、そしてどのように集団に参加することに

より権利と責任が伴うのかについて理解を広げます。地域や国のコミュニティー内のシス

テムや機能の相互依存性について理解します。類似した目的をもつ行為でありながら、文

化的集団によって異なる習慣や行いについて認識します。人々がどのようにまわりの環境

に影響を与え、また影響を与えられるかについて関心を深めます。環境に対する帰属感や

管理責任という感覚を養うことや、環境を敬い、大切にすることの大切さに気づきます。

時間に関する理解が統一され、過去に存在した人々の考えや行動が他の人の生活にどのよ

うに影響したか認識し、また過去がどのようにさまざまな方法で記録され記憶されるか理

解します。どのように、またなぜ人々は資源を管理するのか理解します。技術の進歩が生

活や社会、世界に与える影響について理解し、技術の使用について責任のある判断をする

必要があることについて考えるようになります。
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付録　教科

初等教育における体育	
（身体、人格、社会性の発達）（ＰＳＰＥ）

体育（身体、人格、社会性の発達）（ＰＳＰＥ）における	
信念と価値観

児童を試練に満ちた21世紀の世界に備えさせるためのカリキュラムは、児

童が自分の健康、学び、他人との関係、そして地域、国、グローバルコミュ

ニティーにおける自分の役割に対し、より責任をもつ人として成長するよう

に努めるものでなければなりません。

ビクトリア州必修学習スタンダード

ビクトリア州教育カリキュラムおよび成績評価管轄機関

オーストラリアビクトリア州（2008）

ＰＹＰにおける体育（身体、人格、社会性の発達）（ＰＳＰＥ）とは、健康に影響を与

える概念、知識、姿勢、スキルの促進と発達を通して、人の健康と幸福について考える学

習です。健康は本質的に学校や学校外で児童が経験するすべての側面と結びついていま

す。ＰＳＰＥには身体的、感情的、認知的、精神的、社会的な健康および発達などがあり、

自分を理解し、他人との関係を構築、維持し、積極的で健康なライフスタイルを送れるよ

う促します。

ＰＳＰＥは、ＰＹＰにおける指導と学習に欠かせないものであり、「ＩＢの学習者像」

に具現化されています。「ＩＢの学習者像」はプログラムに浸透しており、国際的な視野

をもち、効果的に、生涯学び続ける学習者としての児童のあり方を表しています。生涯学

び続ける学習者として、私たちは意味を構築し、概念を探究し、理解したことを見直しな

がら、自分たちの生活やまわりの世界を理解するよう努力します。生涯学び続ける学習者

は、学習に対して積極的な姿勢を取り、批判的思考および創造的思考の手段を発展かつ応

用し、探究し、関連づけ、異なる文脈にある新しい学びやスキルを応用します。そのよう

な学習者になるためには、児童は学習に意欲をもち、自分の学習に価値を見出しかつ責任

をもち、立ち直る力と主体性を育む必要があります。こうした学習者は、個人の成長を高

め、人格的、社会的、身体的な健康への取り組みを進めるために、自分自身や自分の経験、

学習プロセスを振り返ることができます。

児童の健康の発達は、ＰＹＰカリキュラムのすべての分野を通じて間接的に、または明

確に取り組むことができます。そのため、どの教師も「探究プログラム」（ＰＯＩ）内外の

すべての学習の取り組みを通して、それぞれの児童の人格的、社会的、身体的発達を支援

する責任があります。



初等教育における体育（身体、人格、社会性の発達）（ＰＳＰＥ） 

ＰＹＰのつくり方：初等教育のための国際教育カリキュラムの枠組み 129

「ＩＢの学習者像」は、ＰＹＰにおける指導と学習に欠かせないものです。それが効果的

な学習者および国際的な視野をもつ児童としてのあり方を表しているからです。「ＩＢの学

習者像」は、プログラムの５つの基本要素である「知識」「概念」「スキル」「姿勢」そして

「行動」と共に、ＰＳＰＥの学習における計画、指導、評価に指針を与えています。

ＰＳＰＥのにおける優れた取り組み
ＰＳＰＥは、学校や家における児童の日常生活には欠かせない要素です。ＰＳＰＥはカリ

キュラムの大切な要素であり、教科内または教科間でＰＳＰＥに取り組むにつれて、児童は

この教科の日々の生活との関連性や適用性を理解するようになります。また、ふさわしい姿

勢や行動は、学校や学校コミュニティー内で手本として示されます。児童は、自分が取り組

んだ学習体験から目的を達成する動機を得るとき、最も効果的に学びます。ＰＳＰＥは、

教科の枠をこえたテーマや「ＩＢの学習者像」、そしてプログラムの基本要素を通じて教科

の枠をこえた学習を促進します。地域や国の必須要件がある学校は、こうした要件をどう

学校のＰＳＰＥの計画、指導、評価に組み込むのがよいか明確に示しておくべきです。

カリキュラムへの統合的なアプローチにＰＳＰＥを含めることで、児童の学習プロセス

を全教科内および学校外へと導きます。このアプローチによって、学校コミュニティー全体

で共感し、理解し、実行できる集団的かつ組織的な取り組みが可能になります。ＰＳＰＥに

よって、学校と家庭が健全に話し合えるようになります。このように、学校と家庭が教育

の場で共にパートナーとして機能すると、学習が子どもにとってよりふさわしいものとな

り、より効果的で持続的な学習が可能になります。

ＰＳＰＥの構成要素が「探究プログラム」（ＰＯＩ）内で行われているかどうかにかか

わらず、目的をもった探究は児童にとって最適な学習方法と考えられています。すべての

学習は、必ず児童が以前および現在理解しているところから始めるべきです。教師が児童

の人格的、社会的、身体的発達を可能にする学習体験を設定すると、児童は関連づけを行

い、学んだことを応用し、理解した概念を新しい状況に置き替えることができます。よく

吟味した子ども向けの読み物は、ＰＳＰＥの指導と学習に役立ちます。初めての分野を教

えるため、または児童がお互いに議論するきっかけを与えるために、物語や詩を読ませる

ことも効果的です。「ＩＢの学習者像」の人物像の多くは、さまざまな子どもの読み物の中

にはっきりと描かれ、児童はこうした人物像および姿勢について、選択した読み物の登場

人物を通して認識するように促されます。

ＰＹＰの学校における体育学習は、児童がスポーツやゲームへ参加するだけでは不十分

です。体育の目的は、身体的、知的、感情的、社会性の発達を促す、応用可能なスキルの

組み合わせを身につけさせ、現在、そして将来において、生涯にわたり健康的な生活が送

れるような選択をするように促し、そして個人またはコミュニティーにとっての運動の文

化的な重要性を理解させることです。したがって、ＰＹＰではさまざまな文脈で、運動に

ついて学び、また運動を通じて学習を行う具体的な機会がなくてはなりません。さまざま

な能力をもった児童に運動のスキルの向上に取り組ませると同時に、体育を楽しみ、体育
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をカリキュラムの他の分野やコミュニティーとつながりのある、健康で積極的なライフス

タイルの一部として見るよう児童を支援し、かつ児童に働きかけます。

教師のもつ個人的なＰＳＰＥの知識は重要な鍵を握っています。教師自身が理解してい

ることがリソースの選択や、学習体験の設計、各児童の健康を効果的に促進させる方法に

影響します。教師は、定期的な教員研修を受けたり、教員向けの専門誌を読んだり、そし

て特に探究を通じてＰＳＰＥの指導に共に取り組む同僚と定期的に交流したりすることで

教科への関心や、知識の向上を保ちます。市販のリソースは、教師と児童のニーズや、プ

ログラムの	要件を満たすものであるか慎重に審査されなければなりません。

「探究プログラム」（ＰＯＩ）におけるＰＳＰＥの役割

ＰＹＰでは、探究の単元（ＵＯＩ）の関連性が高い、現実的な文脈や、ＰＹＰカリキュ

ラムの他の分野における指導や学習を通じて、人格的、社会的、そして身体的な健康を発

達させる機会が設けられます。教師は、児童が学習のさまざまな側面の間で、明確な関連

づけができるように支援しなければなりません。

児童はまた、ＰＳＰＥの異なる要素や教科の枠をこえたテーマ、他の教科内および間に

ある「広い概念」を認識し、振り返る機会が必要です。児童が自身の健康を保ち、また生

涯学び続ける学習者となれるような理解を構築するために、ＰＳＰＥにおける探究の役割

は重要です。

多くの学校では、専科教員がＰＳＰＥの体育の構成要素を担当しています。専科教員は

まず自らを、体育を教えるＰＹＰの教師と見なし、それにより教科の枠をこえたプログラ

ムの総合的な成果を上げることが非常に重要です。

児童に確実に身につく教育体験を与えるには、ＰＹＰの学校は、専科教員と学級担任の

間で定期的に協働する機会を設けるよう努めなければなりません。こうした協働には、学

校の「探究プログラム」（ＰＯＩ）の発展や見直し、体育の学習と意味のあるつながりを

構築できる探究の単元（ＵＯＩ）の計画、指導、評価、振り返りを含みます。次のモデル

は、ＰＹＰ内で体育の役割を強化する方法について例を示しています。

•	「探究プログラム」（ＰＯＩ）内の単元を開発または支援する：	適切な場合はいつでも、

体育の教師は、探究の単元（ＵＯＩ）の計画、指導、評価、振り返りを行う「協働

設計」にかかわるべきです。

• 探究プログラム内の単元に備える、または補足する：	探究の単元において、体育の直

接指導は必ずしも適しているわけではないかもしれませんが、適切であれば、初歩

の、または補足の学習活動は、児童がカリキュラムの異なる要素を関連づけるのに

役立つでしょう。体育の教師は、児童が探究の単元（ＵＯＩ）に参加する心構えが

できるような活動や体験を計画、指導することができます。単元を補足すること

で、児童は体育の文脈における中心的アイデア（central idea）を理解します。

• 独立した探究：	教師は、目的をもった探究を用いて「探究プログラム」（ＰＯＩ）か

ら独立した別の体育の要素を教えることがあるかもしれません。そのような場合

は、教師はＰＹＰの計画プロセスを用いて指導と学習の構築をするべきです。教師	
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は、体育における、体育を通じた、そして体育に関する一貫性と学習の基本的な性

質を維持しながら、本物のつながりが築かれるように努めるべきです。もし「探究

プログラム」（ＰＯＩ）外で探究が行われる場合でも、教科の計画と指導は、同じ

理念や教育法によって支えられるものでなければならないことを教師は認識しな

ければなりません。

どの単元の指導であっても、「探究プログラム」（ＰＯＩ）内でも外であっても、学習の

成果として、基本要素や、基本的知識とスキルの習得のバランスをとること、概念理解を

深めること、建設的な姿勢をとること、そして責任ある行動をとることに重点を置かなけ

ればなりません。

効果的な指導を行うために、ＰＳＰＥの学習は慎重に計画されるべきですが、その一方

で計画された単元とは直接関連のない、児童主導の自発的な探究を含められる柔軟性がな

ければなりません。こうした探究はそれ自体が貴重な指導体験および学習体験であり、そ

れによって教師や児童はＰＹＰの教育法を実際の場面や、その時最も重要な場面に適用す

ることができます。

ＰＹＰの児童と共に学習に取り組むすべての教師（学級担任および専科教員を含む）

は、ＰＳＰＥとして規定されている要素が、教科的「探究プログラム」（ＰＯＩ）や教科に

特化した探究と関連があることに気づくでしょう。したがって、ＰＹＰの学校におけるす

べての教師はＰＳＰＥの分野について熟知し、児童一人ひとりの健康の発達における自分

の役割を理解しておかなければなりません。

ＰＳＰＥ指導のための指導案の完成版サンプルと、設計プロセス案を示したフロー

チャートは、ＩＢ資料（英語版）『Personal, social and physical education scope and sequence

（体育（身体、人格、社会性の発達）の学習範囲と順序）』（2009年刊行）でご覧いただけます。

ＰＳＰＥの指導方法はどのように変わってきているか
体系的で目的をもった探究は、ＰＹＰにおけるＰＳＰＥ指導と学習のための主要なアプ

ローチです。しかし、多くの教育における革新（より正確には、改訂）は、それがもたら

す狭く排他的なアプローチが弊害となることが認知されています。探究の精神と明確な目

的意識によって推進されるものである限り、ＰＹＰは、多種多様な指導方法や形式に対応

できる文脈を提供する、広く包括的な教育アプローチを提供します。

この方法でＰＳＰＥの指導をするために必要な変化の程度は各教師によっても異なりま

す。あまり意味を感じることのできない「変更」を押しつけられることが多いと残念に感

じている教師がいるとしたら、その教師たちには、第三者が考案した「良い指導方法」を

取り入れるために、彼らが長年努力して身につけたスキルや経験を捨てるよう期待される

ことは決してないのだと、明確に伝えられるべきです。むしろ、教師は何よりも第一に児

童の学習を向上させることを目標に自らの指導方法を改善していくことを目指すべきであ

り、個人的に、そして同僚と協働しながら、自身の強みやアイデアを共有し、自身の方法

の振り返りを行うべきなのです。そうすることで、教師は児童にとって必要不可欠だとさ

れているスキルや姿勢の模範を示すこととなるでしょう。
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振り返りの一助として、優れた取り組みの一般例を用意しました。継続的改善に取り組

もうという人には、検討する価値があるはずのものです。

人格・社会性の指導方法はどのように変わってきているか

強調されるようになってきた点 強調されなくなってきた点

概念主導かつ教科の枠をこえた指導を「探究

プログラム」（ＰＯＩ）の内外で行う。

個別の教科やテーマを指導する。

すべての教師が人格・社会性の教育の役割を

担う。

学級担任だけが人格および社会的教育の教

師としての役割を担う。

児童が自発的に立てた課題を含むことがで

きる適応性のある学習コース。

柔軟性のない、あらかじめ設定された学習

コース。

異なる文化、宗教または社会的観点から指導

する。つまり、違いを尊重する。

１つの文化的、宗教的、または社会的観点か

ら指導する。

学校全体で人格・社会性教育の活動を行う。 教室内のみで人格・社会性教育活動を行う。

人格・社会性教育の学習体験と課題に保護者

が参加する。

人格・社会性教育の課題について保護者に情

報が与えられていない、もしくは人格・社会

性教育の学習体験に保護者が招待されてい

ない。

教師が手本となる行動を見せて、児童に責任

をもち、行動を起こすよう働きかける。

責任を負うことや、行動を起こすことの必要

性について教える。

児童が以前から、また今もっている考え、疑

問、関心を見つける。

学年ごとの学習レベルと次の学年の準備と

いう観点からの指導。

児童に学んだことを応用し、行動に移すよう

に働きかける。

児童はただ事実とスキルを学ぶ。

１人の人にとって正しいまたは正しいと感

じる考えは、必ずしも他の人にとって正しい

わけではないと教える。

１つの答えまたは考え方が皆にとって正し

いという考え方を教える。

児童が意味を構築し、児童がもつ概念の知識

や、世界について理解していることを広げ、

深めることを重視した学習を行う。

スキルの習得、ゲーム、またはスポーツそれ

自体が学習の目的である。

体育の教師をＰＹＰの教師と見なす。（教師

自身もそう自覚する）

体育の教師を単に専科教員と見なす。

探究の文脈でスキルを学習、実践、応用する。 スキルを単独で学習、実践する。

概念に直接結びつき、探究の疑問を導く正当

な活動を行う。

表面的な価値しかない活動を、楽しいという

理由のみで学習に含める。

協働のスキルを身につけさせる。 身体的なスキルを習得させる。

児童それぞれのレベルにあわせる。 能力のある児童に有利な活動を行う。

学習者像や人物像をもとにした評価や達成

度を測る。

スキルのレベルをもとにした評価や達成度

を測る。
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ＰＳＰＥの知識とスキル
ＰＳＰＥは社会的、個人的な課題に対処するモデルやプロセス、語彙を提供し、健康と幸

福を実現します。児童は人生で起こる倫理的な課題に取り組む心構えをし、感謝、共感、

尊重といった一連の肯定的な価値にしたがって行動します。児童は、困難に立ち向かい、

健康的なライフスタイルを選択し、そして責任ある、尊重される社会の一員としての役割

を果たすために、肯定的な姿勢や行動を身につけるよう教えられなければなりません。こ

の指導は具体的、明確、継続的であるべきです。そしてプレッシャーのない環境で行われ

なければなりません。

健康は本質的に、学校内外で児童が経験するすべての要素に関連づけられるた

め、ＰＳＰＥは、適切な場合はいつでも、カリキュラム全体に、そして特に、「探究プログ

ラム」（ＰＯＩ）内の単元に含まれなくてはなりません。

ＩＢ資料（英語版）『Personal, social and physical education scope and sequence（体育（身体、

人格、社会性の発達）の学習範囲と順序）』（2009年刊行）には、総合的な健康の発展について、

すべての教師に関連のある３つの共通した要素、アイデンティティー、活動的な生活、相互

のかかわりを通して定義されています。これらの要素は概念に基づいており、児童の総合

的な成長を支援するために相互に作用し、共に機能するよう設計されています。

ＰＳＰＥの学習要素

私たちは児童に何を知ってもらいたいのか

アイデンティティー 私たちがもつ信念や価値、姿勢、経験、感情について、そしてこれら

はどのようにして私たちを形づくっているかについて理解する。文

化が与える影響、	自分がもつ強みや限界、課題の認識、状況の変化や

困難な状況にうまく対処できる能力の認識、学習者の自己概念や自尊心

が自身の学習アプローチや他人とのかかわりに与える影響。

関連概念：	自律性、性格、多様性、民族性、充実感、ジェンダー、伝統、

印象、自発性、忍耐力、回復力、自己調整、性への意識や姿勢、精神性、

信頼。

活動的な生活 バランスのとれた健康的なライフスタイルを身につけ、維持するた

めの要素を理解する。定期的な運動の重要性、運動に対する体の反

応、基本的な運動能力の発達の重要性、動きや表現に関する体の可能

性の理解と発展、栄養の重要性、	健康障害を引き起こす原因と予防

の理解、安全の促進、健康促進のために自分や他人に対して私たち

がもつ権利と責任、与えられた情報から選択し、結果を評価し、健

康的な生活に向けて現在そして今後も行動を起こす取り組み。

関連概念：美学、生物力学、身体のコントロール、体型、挑戦、競

争、エネルギー、適応性、流れ（フロー）、成長、目標設定、向上、

娯楽、達成、過重負担、生理学、能力、休息、空間認知、体力と持

久力、ストレス。
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相互のかかわり どのように個人が他の人々や生き物、より広い世界とかかわるかに

ついて理解する。他者やコミュニティー、社会そしてまわりの世界

との関係における個人の行動、権利および責任、類似点と相違点に

ついての認識と理解、環境への尊重と次世代のために地球を守る管

理者としての人間の責任に対する理解とその取り組み。

関連概念：	所属、市民権、コミュニティー、対立、調和、コントロー

ル、文化、差別、フェアプレー、相互依存、公正、リーダーシップ、平

和、維持、賠償、安全、固定観念、チームワーク。

関連概念について：	重要概念が定められている一方で、関連概念は、学習を教科の枠をこ

えた「探究プログラム」（ＰＯＩ）にさらに関連づけたり、教科の理解をより深めたりする

ことができます。ここでは一部の関連概念のサンプル案がそれぞれの要素ごとに示されて

います。学校は独自の関連概念をつくることができます。

カリキュラムのすべての分野で、「スキル :私たちは児童に何ができるようになってほし

いのか」	のセクションの図８で規定されている教科の枠をこえたスキルを使うことができ

ます。また児童は、ＰＳＰＥのカリキュラムにある以下の要素を学びます。

•	自分自身の人格的、社会的、身体的な健康の発達について考える。

•	状況の変化と困難な状況に対処する方法を身につけ、応用する。

•	個人目標の達成に向けて取り組む。

•	さまざまな身体的活動を通して新しいスキルや技術を習得する。

•	身体的活動を通して個人やチームの成績を高める方法を身につける。

•	健康的なライフスタイルを可能にする要素について理解する

•	グループやチームの一員として機能するために協力的な行動をする。

•	他の人々や生き物、より広い世界とのかかわりについて考える。

•	人間と他の生き物、環境の間の相互依存関係を認識する。

体育教師のためのガイダンス

健康促進のために現実的な学習の文脈を提供する教科の枠をこえた「探究プログラム」

（ＰＯＩ）に加えて、多くの学校が、既存のバランスのとれた体育プログラムを展開すると

考えられます。もしそうであれば、教師は３つの構成要素すべての概念理解を活用し、有

意義でつながりのある学習体験を児童に与えるよう推奨されます。

運動を通じた学習および運動についての学習のために選択される文脈はそれぞれの学校

で異なり、また児童がすでにもっている知識や経験などの要素によって決まります。こう

した要素には、学校が所在する国や、学校や地域のコミュニティーで価値がある特定の身

体的活動、学校が入手可能なリソース、現在および将来において積極的で健康なライフス

タイルにつながる選択を促すと学校が考えている体験、などがあります。こうしたさまざ

まな身体的な学習体験に日常的に触れることで、児童は生涯を通じて情報に基づく選択が

できます。バランスのとれたカリキュラムには次のような経験も含みます。
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•	個人的な追求：	基本的な運動神経の発達や、運動や操作のスキルおよび／または

経験を通じた動きに対する体の限界、さまざまな運動の技術やルール、目的（陸上

競技、水泳、スケート、スキーなど）、高いレベルの成果を達成する方法およびパ

フォーマンスを向上させる方法の認識。

•	運動の構成：	動きは互いにつながり、一連の美しい動きになるように高められる

ことを認識する。動きは刺激またはパフォーマンスの要素および／または基準に応

じることができ、また感情や気持ち、考えを伝えることができる（体操、ダンス
＊
、

武道など）。

•	ゲーム：	ゲームによって示される課題の認識、空間操作の重要性、ゲームの分類、

適切なスキルや方法の識別と発展、ルールの重要性やゲームの性質を定義する方法

の認識、既存のゲームの修正および新しいゲームの創造、チームワーク。

•	冒険的課題：	個人および／またはグループによる、身体的、批判的思考スキルが要

求されるさまざまな課題、問題解決や共通の目的の達成のためにグループが協力して

取り組むことが要求される課題、グループでの問題解決における個人の役割の認識。

•	健康に関連する運動：	健康なライフスタイルを維持することの重要性を認識し、

正しく理解する。体のシステムの相互作用や体力の発達を含む、運動に対する体

の反応。

＊注意事項：	ＩＢ資料（英語版）『Arts scope and sequence（芸術の学習範囲と順序）』（2009年

刊行）には、特にダンスに関する概念理解と学習成果について盛り込まれています。体

育のプログラムがダンスまたは他の創造的な運動体験を学習の文脈として含んでいる場

合、教師はＩＢ資料（英語版）『Personal, social and physical education scope and sequence
（体育（身体、人格、社会性の発達）の学習範囲と順序）』だけでなく同『Arts scope and sequence
（芸術の学習範囲と順序）』も参考にし、計画や指導、評価に活用すべきです。

ＰＹＰの「重要概念」：ＰＳＰＥに関して、私たちは児童に	
何を理解してほしいのか
ＰＹＰの理念の中核をなす原則は、目的をもった体系的な探究は学習の意味や理解を深

める有効な手段であり、意味のある概念に取り組む児童の意欲を駆り立てるものだという

ことです。それを踏まえて、ＰＹＰではそうした探究を支援する手段として、概念に基づ

くカリキュラムにも取り組んでいます。包括的概念または主要概念ごとに効果的にグルー

プ分けできる「重要概念」の集まりが存在し、それぞれが時間や場所、教科の内外を問わ

ず重要性をもっています。

これらの「重要概念」はＰＹＰの枠組みの基本的な要素の１つです。これらの概念だけ

が、探究するに価する唯一の概念であるとはまったく考えられていませんが、これらの概

念を基に、ＰＹＰカリキュラムの中心的存在である、教師や児童による探究を導く効果的

なカリキュラムの構成がつくられます。
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この概念を一連の問いの形にすると、児童が扱いやすい、オープンエンド型のすぐに使

えるリサーチツールとなります。探究型の単元を計画する際に、教師や児童がこれらの問

いを状況に合わせて使うと、方向性や目的のある単元が具現化されます。

次の表は一般的な観点とＰＳＰＥについての観点の両方からそれぞれの概念について説

明したものです。「重要概念」の詳細な説明は「概念：私たちは児童に何を理解してほしい

のか」のセクションに記載されています。

概念 一般的な観点 ＰＳＰＥについての観点

特徴
それはどのようなものか

すべてのものに認識できる

特徴があり、それらは観察、

特定、説明、分類することが

できる。

感情、信念、行動、運動を

含む人格的、身体的、社会

性の発達は観察、識別、説

明できる。

機能
それはどのような働きをす

るのか

すべてのものに目的、役割ま

たは行動様式があり、それら

は調べることができる。

私たちの他者や環境との相

互関係に影響を与える感情、

信念、行動を考察する。

原因
それはなぜそうなのか

物事はただ起こるわけでは

ない。そこには因果関係があ

り、行動は何らかの結果をも

たらす。動作には結果があ

る。

私たちの人格的、社会的、身

体的な健康および私たちの

関係は、感情、信念、行動、

そして原因要素から影響を

受けている。

変化
それはどのように変わってい

るのか

変化とは、ある状態から別の

状態に移るプロセスである。

これは普遍的で必然的なも

のである。

時間と共に発生する必然的

な人格的、身体的、社会性の

発達と変化は内因性および

外因性の要素から影響を受

けている。

つながり
それは他のものとどのよう

につながっているのか

私たちの住む世界は、個々

の要素の活動が他に影響を

与える相互作用システムを

もっている。

個人の身体的、感情的、社会

性の発達は、他者の行動や環

境を含む相互交流の要素か

ら成り立っている。

ものの見方
それにはどのような見方が

あるか

知識は見方によって変わっ

てくる。さまざまな見方はさ

まざまな解釈、理解、発見を

導く。見方は個人、グループ、

文化または学問分野によっ

て異なることがある。

信念や感情、行動に関するさ

まざまな見方は、身体的活動

に参加し楽しむことを含め、

世界に対するさまざまな理

解をもたらす。

責任
私たちの責任は何か

人は自分の理解しているこ

とに基づいて選択する。その

結果としてとる行動は違い

を生む。

責任のある行動をもたらす情

報に基づく適切な選択は私た

ちの健康や幸福、コミュニ

ティー、環境に影響を与える。
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概念 一般的な観点 ＰＳＰＥについての観点

振り返り
私たちはどのように知るの

か

知る方法にはいろいろある。

私たちの出した結論を振り

返り、推論の方法、そして私

たちが検討した証拠の質と

信頼性について考えること

が大切である。

私たちは建設的に感情や信

念、行動、動きを振り返り、

人格的、社会的、身体的な健

康を促進し続ける。

「重要概念」を表す問いの例
次の表は、教師と児童の間で行う「重要概念」を表す問いの例です。この問いの例は、

探究の構築や枠組みづくりに役立つでしょう。これらは広範なオープンエンド型の問いで

す。こうした問いは調査、議論、詳細かつ熟考された返答を求めるもので、探究主体のプ

ログラムには欠かせないものです。

教師と児童の間で行う問いの例

概念 人格的、社会的教育 体育（身体的教育）

特徴
それはどのようなものか

•	過去にどのような重要な

決定をしましたか。

•	どのような人が学校で働

き、何をしていますか。

•	責任とは何ですか。

•	この動きはどのようなも

のですか。

•	体を使って床の上でどの

ような異なる形がつくれ

ますか。

•	このイベントまたはゲー

ムの基本的なルールは何

ですか。

機能
それはどのような働きをす

るのか

•	どのようなルールが役に

立ちますか。

•	社会で少数派のグループ

はどのように扱われてい

ますか。

•	どのような人が学校で働

き、何をしていますか。

•	結果をどのように収集し

て記録しますか。

•	ゲームでどのように得点

を取りますか。

•	この動きはどのような働

きをしますか。

•	どのようなルールが役に

立ちますか。

原因
それはなぜそうなのか

•	物事が思ったようにいか

なかった時どう感じます

か。

•	どんな事をするとリラッ

クスしますか。

•	あなたの体に害を与える

のはどんなことですか。

•	なぜ運動をすると体が変

化するのですか。

•	なぜ人は踊るのですか。

•	なぜこのゲームにルール

が必要なのですか。
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教師と児童の間で行う問いの例

概念 人格的、社会的教育 体育（身体的教育）

変化
それはどのように変わってい

るのか

•	もし、他の人と一緒に働

く状況について、何かを

変えられるとしたら何を

変えますか。

•	あなたは赤ちゃんの頃か

らどう変わりましたか。

•	もっとバランスのとれた

ライフスタイルにするた

めにどんなことを変えら

れますか。

•	運動をすると何が変わり

ますか。

•	もっとバランスのとれた

ライフスタイルにするた

めにどんなことを変えら

れますか。

•	どうしたら体型を変えら

れますか。

つながり
それは他のものとどのよう

につながっているのか

•	遊びから何を学ぶことが

できますか。

•	教室と家が似ているのは

どんなところですか。

•	権利と責任はどのような

つながりがありますか。

•	速く走ることと、長い距離

を走ることの違いは何で

すか。

•	共通の目標を達成するた

めにグループとしてどん

なことができますか。

•	体の動きはどのように気

分、感情または気持ちを表

せますか。

ものの見方
それにはどのような見方が

あるか

•	共に取り組むことの容易

な点と難しい点は何です

か。

•	どのようにして他者の見

方を理解し、またあなたの

見方を理解してもらえま

すか。

•	人々はどのように誕生日

を祝いますか。

•	最も使いたいバランス器

具はどれですか。またそれ

はなぜですか。

•	共に取り組むことの容易

な点と難しい点は何です

か。

•	このイベントまたはゲー

ムで成果を上げるために

何できますか。

責任
私たちの責任は何か

•	安全でいるために何がで

きますか。

•	どのように責任あるグ

ループのメンバーになれ

ますか。

•	私が成長し、変化するにつ

れてどのような権利と責

任をもちますか。

•	すべての人が確実に自分

の考えやスキルを使う機

会をもつことができるに

はどうしたらいいですか。

•	どのように空間を安全に

動きまわることができま

すか。

•	なぜ運動前の準備運動が

大切なのですか。
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教師と児童の間で行う問いの例

概念 人格的、社会的教育 体育（身体的教育）

振り返り
私たちはどのように知るの

か

•	どのように危険な可能性の

ある状況を識別しますか。

•	私が成長し、変化している

ことはどのようにわかり

ますか。

•	あなたは家族の歴史にど

のような影響を受けまし

たか。

•	あなたの学習成果をどの

ように評価しますか。

•	なぜダンスをするときス

ペースが必要なのですか。

•	ゲームのルールをどう変

えますか。

ＰＳＰＥにおける総合的な達成目標
ＩＢ資料（英語版）『Personal, social and physical education scope and sequence（ＰＳＰＥの

学習範囲と順序）』（2009年刊行）は、すべての学校コミュニティーに、現在行われてい

るＰＳＰＥの学習に関する情報を提供することを目的としています。この資料は、学習は

発達のプロセスであり、学習者が通るフェーズは必ずしも直線的な関係、または年齢に

関係はないという認識に基づいてつくられました。このため、その内容は評価測定表内

に、ＰＳＰＥの学習における３つの要素である、アイデンティティー、活動的な生活、相

互作用にそれぞれ示されています。それぞれの要素に、要素の説明と一連の総合的な目標

があります。総合的な目標は、要素内のそれぞれのフェーズごとに発達する概念理解とそ

れに続く学習をまとめています。

ここで説明されている総合的な目標はプログラムの要件ではありませんが、学校は、

ＩＢ資料『プログラムの基準と実践』にある基準Ｃ 2.4b で述べられているように、「学校

の『学習範囲と順序』の文書に示された生徒の到達度に関する総合的な目標は、ＰＹＰの

『学習範囲と順序』の文書において表されている到達目標と一致していること」に気をつけ

る必要があります。

このような判断を行う上で、また、ＩＢ資料（英語版）『Personal, social and physical education  

scope  and  sequence（ＰＳＰＥの学習範囲と順序）』（2008 年刊行）には幅広く一般論として総

合的な目標が提示されていることから、各学校においては「学習範囲と順序」資料の慎重

な検討が推奨されます。

アイデンティティー

フェーズ１
学習者は自己を認識し、自分と他人との類似点と相違点に気づきます。自分がどのよう

に育って、変化してきたか説明することができ、またこうした変化にともなって得た新し

い理解や能力について話すことができます。発達に応じた毎日の課題をこなす達成感を示

し、変化に対処できる方法を認識し、探究できます。学習者は、将来の学習に活用するた

め、また自分自身をよりよく知るために、自分の体験の振り返りを行います。
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フェーズ２
学習者は、人にアイデンティティーをもたらすものには多くの要素があることを理解し、

また自分のアイデンティティーをつくりあげている性質、能力、性格、特徴について自覚

します。感情的な反応や行動を調節するために、自分の感情を認識、理解することができ

ます。課題や新たな状況に自信をもって取り組めるようなさまざまな方法を探究し、応用

します。

フェーズ３
学習者は、人のアイデンティティーがさまざまな要素から形づくられることや、アイデン

ティティーは時間と共に発達することを理解します。変化に対処し、新しい課題に取り組

み、困難を克服する方法を探究し、振り返りを行います。さらに広いコミュニティーとつ

ながる方法を分析し、他者について学ぶことを受け入れます。自分の感情を理解すること

で、積極的に他者と交流します。主体性を育み、自主的に課題に取り組み続けることが、

さらに自主的な学習者になろうとする努力を支えることに気づきます。

フェーズ４
学習者は、成長のさまざまなフェーズで身体的な変化を経験し、それがアイデンティ

ティーの発達に影響するということを理解します。社会の中の価値、信念、基準が人の自

己概念や自尊心に影響を与え得ることを理解します。自分の感情に気づくことが、人間関

係を円滑にすることを理解します。自己効力感がどのように人の達成感や個人の幸福に貢

献しているかについて認識し、説明します。立ち直る力を高める方法、特に人生の変化や

課題、逆境への対処に役立つ方法を適用し、振り返りを行います。

活動的な生活

フェーズ１
学習者は、運動を含む毎日の実践が健康に影響を与えることに気づきます。体は成長す

るにしたがって変化することを理解します。創造的運動などのさまざまな身体的活動に参

加することで、運動に対して体のもつ能力を探究します。児童がさまざまな身体的活動で

互いに接触する時、安全に活動に参加する必要があることを認識します。

フェーズ２
学習者は、健康でいるために体を動かすこと、体にいい食べ物を選ぶこと、清潔を保つ

ことの大切さを認識します。多様な身体的活動におけるさまざまな基本的な運動スキルを

探究し、使い、適応させます。また運動に対して体のもつ能力が、体の成長にしたがって

どのように発展していくか認識します。学習者は動きがどのように結びついて一連のつな

がりをつくるかを理解します。またこうしたつながりが意味を伝えるということを理解し

ます。安全な活動の実施に関する、自分自身や他者への個人の責任について理解します。
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フェーズ３
学習者は健康なライフスタイルをもたらす要素について理解します。体力をつけ、維持

し、運動のスキルを高め、テクニックや成果を振り返ることで、身体的活動への参加を高

めることができることを理解します。成長の異なるフェーズを認識することができ、発達

の割合は人により異なることを理解します。リスクのある行動には良い結果と悪い結果の

両方の可能性があることを理解し、最大限に行動を楽しみつつ、安全も高めるためにこれ

らのリスクを識別することができます。

フェーズ４
学習者は安全で健康なライフスタイルをもたらす要素にある相互関連性について理解

し、目標を設定し、健康を促進するために役立つ方法を認識します。思春期に伴う身体的、

社会的、感情的な変化を理解します。運動のスキルを適切に応用し、動きに磨きをかける

計画を立て、能力を高め、さまざまな身体的活動への参加を増やします。

相互のかかわり

フェーズ１
学習者は、発達的に適切な方法で考えを共有し、互いに協力し、気持ちを伝えながら他

者と交流し、遊び、かかわりをもちます。自分の振る舞いが他者に影響を与えることに気

づき、実際に影響を与えた行動を認識します。地域の環境にかかわり、大切にする気持ち

を示します。

フェーズ２
学習者は、他者とかかわり、遊び、学ぶことの価値を認識します。グループに参加する

ことで、いろいろな役割や責任を負わなければならないことを理解し、協力する意欲を見

せます。考えを共有し、共に達成や成功を祝い、必要に応じて助けたり助けを求めたりし

ながら他者との関係を育てます。学習者は、責任ある市民として環境の保全や保存にかか

わることを理解します。

フェーズ３
学習者は、行動計画の作成や、それぞれのグループメンバーの強みを認識し活用するこ

とでグループによる共同作業がうまくいくことを理解します。他の人の見方や考えを考慮

します。健全な関係は、他の人々や環境に対する建設的な姿勢を発展させ示すことによっ

て支えられることを理解します。

フェーズ４
学習者は、公式または非公式な文脈での他の人々との交流から、本質的な満足感や自己

の成長を経験することができると理解します。他者との人間関係を築き成長することの必
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要性を理解し、対立が起こる度に、解決方法を自主的に適用することができます。人は環

境や他の生き物と相互依存関係にあり、これらに被害が及んだ場合は回復、修復するよう

努めなければならないことを認識します。
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付録　教科

初等教育プログラムにおける芸術

芸術における信念と価値観

芸術は、教育という重要な課題からの単なる迂回ではない。むしろ芸術は欠

かすことのできない資産である。

エリオット・Ｗ・アイスナー『The Role of the Arts in Cognition and Curriculum

（認知とカリキュラムにおける芸術の役割）』（2001年刊行）

芸術はＰＹＰにとって欠かせないものです。芸術は、児童が自我を探究、確立する強力

なコミュニケーション方法であり、まわりの世界に対する理解を深めます。芸術は、児童

に自らの体験を表現し、歴史的、社会的、文化的な観点に触れられるさまざまな機会と手

段を与えます。児童は考え、また自分の考えを新しい方法やさまざまなメディアやテクノ

ロジーを通して表現するよう刺激を受けます。学習を支援できるのは言語だけではなく、

探究の手段としての芸術も学習やコミュニケーション、表現の機会を提供するとＰＹＰは

認識しています。芸術についての学習、また芸術を通じた学習は、すべての子どもの発達

にとっての基本であり、創造力、批判的思考、問題解決スキル、社会的交流を促進します。

ＰＹＰでは、芸術はダンス、演劇、音楽、美術と定義されます。これらの各芸術はそれ

自体意味のある分野ですが、芸術の教科の枠をこえた性質により、カリキュラム全体にわ

たり関連づけられています。芸術によって共感や感謝などの姿勢が促され、分析などのス

キルを向上させ、それにより私たちは人それぞれのもつ独自性に気づき、私たちを結びつ

ける共通点を探究できるようになります。芸術作品は意味を伝える手段であり、文化を共

有し、人の自我を育て、知識を広げます。美的経験を振り返り、創造力を引き出し、不確

かなことを探究する機会を提供します。芸術作品へのかかわりや創造を通して、学習者は

なじみのある概念を再考し、文化やアイデンティティーの問題について考えるよう促され

ます。他の芸術家の作品を鑑賞することで、児童はより広い文脈の中に自分の創造性の位

置を定めるようになります。

急速に変化するデジタル時代において、児童は映像や音、パフォーマンスであふれた世

界に住んでいます。ＰＹＰで学ぶ児童は、基本的な機能の適用を超えた、新しいメディア・

ツールをクリエイティブに使う方法を継続的に探究し、生活の中のデジタル技術の役割を

概念化する別の方法や独自の方法を発見します。芸術は、革新的な考えや創造的な技術の

利用法を生み出します。こうすることで、児童はこの多角的な世界への本格的な参加に向

けて備えることができます。
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「ＩＢの学習者像」は、ＰＹＰにおける芸術の指導と学習に欠かせないものです。それ

が効果的な学習者および国際的な視野をもつ児童としてのあり方を表しているからです。

「ＩＢの学習者像」は、プログラムの５つの基本要素である「知識」「概念」「スキル」「姿

勢」そして「行動」と共に、芸術の学習における計画、指導、評価に指針を与えています。

芸術における優れ取り組み
芸術によって、児童は創造のプロセスにかかわります。創造のプロセスを通じて、活動

と振り返りが繰り返される中、児童は探究や新しい試みを行います。ＰＹＰでは、このよ

うな創造のプロセスは、探究による学習の原動力であると見なされます。幼い頃から、児

童は本当に興味のあることを伸ばし、注意深く自分の作品について考え、自己批判し自分

を振り返る機会が与えられます。自分自身の作品や他の人の作品を振り返り評価すること

は重要で、児童は知的なリスクを負うことができるようになります。芸術にふれ、経験す

ることで、児童は人生や学習について疑問をもつようになります。芸術作品を創り、鑑賞

するプロセスは喜びであり、生涯を通じて創作活動を続けるよう児童に働きかけます。

児童は、プロの芸術家による創造的な作品や、現代および歴史的文学、音楽や芸術作品、

ダンス、物語といったさまざまな刺激を受けます。ダンスや演劇、音楽、美術作品は、児

童自身の想像力や観察、実生活の経験、感情、価値観、信念から自然に生まれます。適切

なメディアを使って課題や概念を紹介することで作品に意味を与え、児童は作品に責任感

をもつことができます。学習の成果は、社会に貢献するために児童が行動を起こそうとす

る意	思や行動力となって現れるでしょう。

ＰＹＰの教師のもつ個人的な芸術の知識は重要な鍵を握っています。教師自身が理解し

ていることが、リソースの選択や、学習体験の設計、効果的な指導の方法に影響します。

教師は、定期的な教員研修を受けたり、教員向けの専門誌を読んだり、そして特に探究を

通じて芸術の指導に共に取り組む同僚と定期的に交流したりすることでダンスや演劇、音

楽または美術への関心や、知識の向上を保ちます。市販の芸術指導用のリソースは、教師

と児童のニーズや、プログラムの要件を満たすものであるか慎重に審査されなければなり

ません。

以下の情報は、芸術をどのようにＰＹＰの中で実践するか、それぞれの芸術形式ごとに

さらに詳しく案内しています。

ダンス

ダンスは多くの文化において欠かせないものです。ダンスは、社会において人々やコミュ

ニティーを結びつけるという重要な役割を担っています。１つの芸術形態として、ダンスは

動きを通じて自己を表現する方法を追求します。ダンスを理解し、鑑賞するために、児童

はダンスが文化や儀式、社会の文脈の中でどのように用いられているかを理解しなければ

なりません。児童は、生のパフォーマンスや、同級生による振りつけ、ゲストダンサー、

動画など、多様なソースからのさまざまなダンスを見る機会が必要です。芸術形式として
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のダンスは、過去１世紀の間に大幅に進化しました。歴史的、文化的な文脈における、ま

たさまざまなジャンルにおけるダンスの探究は、児童によるダンスの創作、鑑賞体験を豊

かなものにします。

ダンスの創作には、音楽のリズムや私たちの体の自然なリズム、まわりの環境について

調査することが必要です。児童は、動きに刺激を与える動機や影響を見つける機会がなけ

ればなりません。共同作業を通じて、児童は他の人々と協働する能力を高めることができ

ます。

ダンスは表現の媒体として体を使います。児童は、自分の身体意識や、バランス、調整

力、柔軟性、強さを通じて、自分の身体的特徴に対して自信をつけなくてはなりません。

ダンスの身体的な特徴は、ＩＢ資料（英語版）『Personal, social and physical education scope 

and sequence（体育（身体、人格、社会性の発達）の学習範囲と順序）』（2009年刊行）に掲載され

ている構成要素と強く結びついています。

教師は、ダンスのパフォーマンスに触れさせることで、児童に意欲や刺激を与えること

ができます。児童が自分を表現できる安全な環境をつくることで、教師は児童の動きによ

る創造性を引き出すことができます。ダンスは児童のための視覚的な言語および運動感覚

の媒体として、カリキュラム全体を通じて盛り込まれるべきです。

ダンスは、その時行われる生きた表現です。しかし可能な限りいつでも、インスピレー

ションや動きを創作した過程を記述することが大切です。デジタル録画を使用すれば、ダン

スの動きをとらえることができます。写真やスケッチは、ダンスのプロジェクトを計画す

るツールとして使用できます。動きを説明するためにダンス用の語彙を構築することは、

ダンスのプロセスを口頭や記述で記録するのに役立ちます。

情報通信技術（ＩＣＴ）は、ダンスを創作するプロセスを記録し、パフォーマンスを高

めるために使用することができます。照明をつかった舞台を設計し、ビデオとライブパ

フォーマンスを一体化することで、ダンスのプロジェクトに立体感を加えることができま

す。さまざまなツールを使用することで、児童は自分だけの音楽を創作したり、音や言葉

をつくり出し記録したりすることができます。

ダンスは動くための物理的なスペースを必要とします。さらに大切なこととしては、ダ

ンスには信頼できる前向きな環境が必要です。身体的な自信の育成には、児童が安心して

心と体に集中できる雰囲気が求められます。

演劇

演劇は自分をどのように身体的に、また口頭で表現するかについて探究します。創作の

面では、感情的または文化的な意味を登場人物と物語の両方に伝えるために、児童は顔の

表情による表現やジェスチャー、動き、姿勢、声のテクニックを使う方法を探究しなけれ

ばなりません。創造的な動き、ものまね、即興、お面（仮面）、マイム、ミュージカル、

ロールプレイ、パントマイム、操り人形、再現劇、台本劇、寸劇など、さまざまな演劇の

形に触れさせることが大切です。鑑賞の面では、児童は異なる時代や文化、場所のさまざ

まな台本や物語を見るべきです。できれば生の舞台や発表を見る機会が与えられるとよい



初等教育プログラムにおける芸術

ＰＹＰのつくり方：初等教育のための国際教育カリキュラムの枠組み146

でしょう。また、自分の創作作品を観客に見せたり、演技をする同級生を見たりする機会

をもつべきです。こうしたことを通じて、児童は観客の存在をとても認識するようになり

ます。

演劇では、個人の学習プロセスを記録することが不可欠です。演劇は活動的で一時的な

領域です。したがって、パフォーマンスやクラスによるプロジェクト作品をデジタル録画

することは、児童と教師が振り返りを行うツールとなります。念入りに設計された練習に

より、児童は自分の興味のあることを創造的に探究し、自分のスタイルを確立させること

ができます。日誌（スクラップブック形式または記述形式）、筋書き、台本書き、設定デザ

イン（セット、大道具）、衣装選択は、児童の演劇の上達度を表す指標であり、一人ひとり

の創作過程についての有益な記録となります。

すべての演劇活動には、動くためのスペースが必要です。動きや劇遊びを探究するには、

十分広く、空いたスペースが必要です。このスペースによってクラスの児童は、音や光な

どの物を操作し、架空の環境を自由につくることができます。したがって、工作の材料や

小道具、衣装、大道具、演壇、照明が使える状況にあることは創造的な体験に効果的です。

情報通信技術（ＩＣＴ）は、演劇の設定において創造的な体験を充実させるツールとして

使うことができます。ワードプロセッサー、台本および絵コンテ作成ソフトは、場面づく

りや、脚本書きに役立ちます。児童はまた音響効果やオーディオプログラムの音楽をミッ

クスして、パフォーマンス用のサウンドトラックを作成することもできます。演劇作品を

撮影し、コンピューターにアップロードして、ビデオ編集用ソフトウェアで編集すること

ができます。

音楽

音楽によって、児童は口頭による言語以外の方法で表現することができます。音楽は私

たちを楽しませ、刺激を与え、落ち着かせ、心地よくしてくれるものですが、児童は、音

楽によってユニークな方法でコミュニケーションができるようになります。音楽の体験と

学習は、声を出すことから始まります。児童には、幅広い音楽的経験を見つける機会を与

えることが大切です、例えば音の識別や分析、作曲、ボディ・ミュージック、調和、聞く

こと、楽器の演奏、歌唱、記譜法、譜読み、作詞作曲、録音などです。創作の面では、児

童は想像力や音楽経験を使い、自然かつ技術的な音を特定の考えや気分を伝えるさまざま

な形に調整します。鑑賞の面では、児童はいろいろなスタイルの音楽や、さまざまな時代

や文化の音楽を鑑賞する機会を与えられます。個人的におよび協力しながら、児童は音楽

のアイデアを出し、表現する機会をもつべきです。広く多様なレパートリーの音楽スタイ

ルに触れることで、児童はそれらの環境や周囲の状況および体系への理解を構築し始め、

またそれらとの個人的なつながりを築き始めます。

音楽は毎日の生活の一部です。音楽を聴き、演奏することは社会的活動でもあります。

聴くスキルの発達や、すべての学習における大事な側面が常に強化されます。教師は、音

楽が言語学習のプロセスにおいて重要な役割を果たすことを認識しなくてはなりません。

歌やリズムを通じて、児童はパターンを聞き、言語に適用されるリズム感覚を伸ばすこと
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ができます。このことは新しい言語を学ぶ時に特に顕著です。言葉の意味を必ずしも理解

していないため、児童は聞こえるリズムとパターンに集中するからです。可能な限り、教

師はリズムや歌を特定の音楽の授業だけでなく、活動の中にも組み込むべきです。

音楽は、つくるときは活動的なプロセス、聴くときには考えるプロセスとなります。児童

は音楽の学習において、自分や他の児童が作曲した音楽、音楽家が作曲した音楽、文学、

絵画、ダンス、自らの想像、実生活の体験、自分の気持ち、価値観や信念といった、多岐

にわたるソースを活用することができます。児童には録音された音楽だけではなく、生の

演奏にも触れさせるべきです。また公式、非公式な機会にかかわらず、生の演奏に参加す

ることで児童は共同作業を行い、観客を意識するようになります。

ＰＹＰの音楽の授業は、児童に刺激や意欲を与える環境を提供します。録音設備やビデ

オ、楽器といった広い範囲にわたり、しっかりと設備が整っています。児童は、さまざま

な国や文化からの手づくり楽器や市販の楽器を探究する機会が与えられます。術情報通信

技術（ＩＣＴ）によって児童は作品を創作、作曲、録音するだけでなく、ＣＤや音楽ファ

イルを使って音楽を聴き、鑑賞し、共有することができます。このように術情報通信技術

（ＩＣＴ）は音楽学習に影響を与え、向上させます。

美術

「美術」という言葉は、教育では伝統的に「アート、クラフト、デザイン」と称されてき

た活動を表すのに使われます。児童は、美術の分野を表す幅広い体験に触れさせることが

大切です。美術の分野には、建築、造本、陶芸、コラージュ、衣装デザイン、描画、グラ

フィックデザイン、映画、イラスト、工業デザイン、インスタレーション、ジュエリー、

ランド・アート、仮面づくり、金属加工、絵画、ペーパーメイキング、パフォーマンス・

アート、写真、プリントメイキング、彫刻、舞台設計、テキスタイル、木工加工などがあ

ります。

可能であれば児童は、普段自分がかかわることができないような美術を体験するべきで

す。この体験は芸術家を学校に招待する、または画廊や美術館、芸術家やデザイナーの仕

事場、展示会、映画のセットや劇場を訪れることで実現できます。地域およびグローバル

に、現在過去、性別問わず、さまざまな背景をもった多様な芸術家の美術に触れることで、

児童はこの分野を深く広く理解するようになるでしょう。

美術において、スケッチブックはこのプロセスには欠かせない役割があります。スケッ

チブックは児童が自分の学習に対して責任をもち、興味のあることを創造的に探究し、自

分のスタイルを確立する場を与えます。ＰＹＰは、本の形態だけではない、ニューメディ

アや音、映像などさまざまな形態のスケッチブックを認めています。

美術の授業で、術情報通信技術（ＩＣＴ）は創造的な体験を充実させるツールとして使

用することがきます。写真や映像の編集、アニメーション、ウェブデザイン、描画、コン

ピューターを使ったデザイン、音響、ワープロソフトは、児童が評価測定表にある概念理

解に取り組むためのツールとして使用することができます。
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美術の活動には空間、ツール、材料、ＩＣＴツールが必要です。できれば、さまざまな

美術実践の探究には十分に広い、リソースのそろった環境が理想的です。物理的な空間と

いうだけではない、創造的経験をもたらす建設的で積極的な学習環境をつくることが大切

です。

「探究プログラム」（ＰＯＩ）における芸術の役割

ＰＹＰにおける芸術は、創造的なプロセスを重視すること、またその性質から、探究を

通じた学習の良い例となります。芸術は、児童と教師両方に探究の単元（ＵＯＩ）に通じ

るさまざまな媒体を提供することにより、教科の枠をこえたテーマの理解を高めるユニー

クな手段を提供します。芸術は、必要な知識やスキルの習得、概念理解の発達、積極的な

姿勢の実演、行動の実行を支援します。学校は、芸術指導や学習を「学び合う者たちのコ

ミュニティー」に関連するカリキュラムすべての分野に吹き込み、プログラムを支える教

育論について考える機会を得なければなりません。

学校の「探究プログラム」（ＰＯＩ）は、芸術を創作し鑑賞するための現実に直結した

現実的な文脈を児童に提供します。可能な限り、芸術は探究の単元（ＵＯＩ）を通して教

え、児童の探究を支えるべきです。

探究の単元において、芸術の直接指導は必ずしも適しているわけではないかもしれませ

んが、教師は、児童が学習のさまざまな側面をはっきりと関連づけられるようにする責任

があります。児童は芸術の要素や「探究プログラム」（ＰＯＩ）、他の教科内およびそれら

の間にある「広い概念」を認識し、振り返る機会が必要です。芸術における探究の役割は

大切です。なぜなら児童は、世界におけるこれらのつながりと芸術について理解しようと

するからです。

多くの学校では、専科教員が芸術のさまざまな分野を担当していると考えられます。専

科教員はまず自らを、芸術を教えるＰＹＰの教師と見なし、それにより教科の枠をこえた

プログラムの総合的な成果を上げることが非常に重要です。児童のために確実に身につく

教育経験を確実に与えるために、ＰＹＰの学校は、専科教員と学級担任の間で定期的に協

働する機会を設けるよう努めなければなりません。こうした協働には、学校の「探究プロ

グラム」（ＰＯＩ）の発展や見直し、個々の探究の単元（ＵＯＩ）の計画、指導、評価、振

り返りを含みます。次のモデルは、ＰＹＰ内でどのように芸術についての学習および芸術

を通じた学習の役割を強化するかについて例を示しています。

•	「探究プログラム」（ＰＯＩ）内の単元を開発または支援する：	適切な場合はいつでも、

芸術の教師は探究の単元（ＵＯＩ）の指導、評価、振り返りを行う「協働計画」に

かかわるべきです。

• 探究プログラム内の単元に備える、または補足する：「探究の単元」において、芸術の

直接指導は必ずしも適しているわけではないかもしれませんが、適切であれば、

初歩の、または補足の活動は、児童がカリキュラムの異なる要素を関連づけるのに

役立つでしょう。芸術の教師は、児童が「探究の単元」（ＵＯＩ）に参加する心構

えができるような活動や体験を計画、指導することができます。単元を補足するこ	
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とで、児童は芸術の文脈における中心的アイデア（central idea）を理解することが

できます。実際には、芸術活動は探究の総括的評価に組み込むことができます。

•	独立した探究：	教師は、目的をもった探究を用いて「探究プログラム」（ＰＯＩ）から

独立した別の芸術の要素を教えることがあるかもしれません。そのような場合は、

教師はＰＹＰの計画プロセスを用いて指導と学習の構築をするべきです。教師は芸

術を通じた、そして芸術に関する学習の一貫性と性質を維持しながら、ＰＹＰの基

本的な要素がこのような学習を支えるよう努めるべきです。もし「探究プログラム」

（ＰＯＩ）外で探究が行われる場合でも、教科の計画と指導は、同じ理念や教育法

によって支えられるものでなければならないことを教師は認識しなければなりま

せん。

計画された単元とは直接関連のない、児童主導の自発的な芸術の探究を示す場合がある

ことを気に留めておくことは大切です。こうした探究は、それ自体が貴重な指導体験およ

び学習体験であり、教師や児童はＰＹＰの教育法を実際の場面や、その時最も重要な場面

に適用することができます。

ＰＹＰの学校のすべての教師は、ＩＢ資料（英語版）『Arts scope and sequence（芸術の学

習範囲と順序）』（2009年刊行）に精通し、児童の芸術的発達における教師の役割を理解する

ことが不可欠です。すべての教師（専科教員や学級担任を含む）は、ＰＹＰにおける芸術

の一部として認識される要素は、教科の枠をこえた「探究プログラム」（ＰＯＩ）や教科に

特化した指導に関係があることに気づくでしょう。

芸術の指導が「探究プログラム」（ＰＯＩ）内で行われているかどうかにかかわらず、

目的をもった探究は児童にとって最適な学習方法と考えられています。すべての学習は、

必ず児童が以前そして現在理解しているところから始めるべきです。教師が、児童の芸術

的な成長を可能にする学習体験を設定すると、児童は関連づけを行い、学んだことを応用

し、理解した概念を新しい状況に置き替えることができます。この進展する概念の発達に

より、児童はそのプロセスを楽しむと同時に、生涯にわたる学習の基礎を得ることができ

ます。

芸術指導のための指導案の完成版サンプルと、設計プロセス案を示したフローチャート

は、ＩＢ資料（英語版）『Arts scope and sequence（芸術の学習範囲と順序）』（2009年刊行）で

ご覧いただけます。

芸術の指導方法はどのように変わってきているか
体系的で、目的をもった探究は、ＰＹＰにおける芸術の指導の主要なアプローチです。

多くの教育における革新（より正確には、改定）は、その狭く、排他的なアプローチが弊

害となることが認知されています。探究の精神と明確な目的意識によって推進されるもの

である限り、ＰＹＰは、多種多様な指導方法や形式に対応できる文脈を提供する、広く包

括的な教育アプローチを提案します。
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この方法で芸術の指導をするために必要な変化の程度は各教師によっても異なります。

あまり意味を感じることのできない「変更」を押しつけられることが多いと残念に感じて

いる教師がいるとしたら、その教師たちには、第三者が考案した「良い指導方法」を取り

入れるために、彼らが長年努力して身につけたスキルや経験を捨てるよう期待されること

は決してないのだと、明確に伝えられるべきです。むしろ、教師は何よりも第一に児童の

学習を向上させることを目標に自らの指導方法を改善していくことを目指すべきであり、

個人的に、そして同僚と協働しながら、自身の強みやアイデアを共有し、自身の方法の振

り返りを行うべきなのです。そうすることで、教師は児童にとって必要不可欠だとされて

いるスキルや姿勢の模範を示すこととなるでしょう。

振り返りの一助として、優れた取り組みの一般例を用意しました。継続的改善に取り組

もうという人には、検討する価値があるはずのものです。

芸術の指導方法はどのように変わってきているか

強調されるようになってきた点 強調されなくなってきた点

学級担任や他の専科教師との「協働計画」や

話し合いを行う。

他の教師と協働せず、個人的に計画をする。

芸術の教師が、」「探究の単元」（ＵＯＩ）の

策定や、中心的アイデアの規定のプロセスに

かかわる。

学級担任が探究の単元（ＵＯＩ）を策定し、

中心的アイデアを規定し、芸術教師に広める。

概念理解を設定する。 テーマを設定する：特定のテーマやトピッ

クに関連した演劇、作曲、ダンスまたは美術

など。

芸術の教師をＰＹＰの教師と見なす。（教師

自身もそう自覚する）

芸術の教師を単に専科教員と見なす。

学校やコミュニティーのさまざまな場所で

児童が学習、観察し、パフォーマンスを行う。

芸術の授業中、児童は常に美術室にいる。

芸術を探究の手段とする。 芸術はＰＹＰの他の分野を支える。

さまざまな様式、活動、評価、芸術体験を

行う。

教科書主導の芸術カリキュラムを策定する。

児童は、複数の文化、性別、時代、言語の芸

術に触れる。

児童は１つの文化による芸術のみにアクセ

スを許される

児童は芸術プロジェクトに向けて疑問をも

ち、個人の創造性が評価され、奨励される。

教師主導の芸術プロジェクトを行う。	

芸術体験の裏にある概念を深く理解する。 表面上、芸術の従来的表現法を使う。

創作プロセスのすべての段階と成果物を通

じて、児童が理解したかどうか定期的に評価

する。

最終成果物やパフォーマンスのみ評価を行う。



初等教育プログラムにおける芸術

ＰＹＰのつくり方：初等教育のための国際教育カリキュラムの枠組み 151

芸術の知識とスキル
芸術は学習に欠かせない分野としてカリキュラムに組み込まれています。児童は、パフォー

ミング・アーツ（ダンス、演劇、音楽）と、美術を履修します。教師が芸術の特定の分野に

関して責任をもつことはありますが、特別な芸術の教師は必ずしも必要ではありません。学校

は、その規模、組織、人材配属などの観点から芸術のプログラム構成を決定します。

２つの共通した要素として認識されている創造と鑑賞は、さまざまな芸術形式に適用さ

れ、重要な芸術的プロセスを明確にします。これらの本質的に結びついた要素は概念主導

で、お互い関連し合うように設計され、共に作用して児童の総合的な発達を支えています。

こうした相互につながったそれぞれの要素の間で、知識やスキルの習得と、概念理解の向

上とのバランスがなければなりません。児童は、お互いに、また教科の枠をこえたテーマ

と共に、教科が相互につながる性質を理解するために、カリキュラム内の他の分野への欠

かせないつながりを認識しなければなりません。

カリキュラムのすべての分野で、「スキル :私たちは児童に何ができるようになってほし

いのか」	のセクションの図８で規定されている教科の枠をこえたスキルを使うことができ

ます。また児童は、芸術のカリキュラムにある以下の要素を学びます。

•	ダンス、演技、音楽、美術の能力を高める。

•	積極的に聴く、観るなど、観客としてのスキルを得る

•	自分の、または他の人の作品をさまざまな観客に説明し、発表する。

•	楽しませる、議論を起こす、または意見や見方に反論するなど、社会における芸術

家のさまざまな役割を評価する。

•	ツールやテクニックの選択を使い、振りつけされたパフォーマンスや演劇、作曲、

芸術作品を創作し、批判する。

•	さまざまな方法で感情、アイデア、経験や信念を表現する。

•	調整、柔軟性、機敏性、体力、微細運動能力のスキルを向上させる。

芸術の学習要素
私たちは児童に何を知ってもらいたいのか

鑑賞 鑑賞のプロセスは、児童に自分と他の芸術家の作品やプロセスを鑑賞する機

会を与え、それにより、批判的分析、解釈、評価、振り返り、コミュニケー

ションのスキルを伸ばす機会を提供します。児童は、専門用語の使用を含む、

ダンス、演劇、音楽、美術の概念、方法、要素の知識と理解を示します。児

童は、意味を構築し将来自分がつくる作品やプロセスに活用するため、ある

状況下の自分や他の芸術家の作品をさまざまな見方から検討します。

鑑賞の要素はただ振り返りに関することだけではありません。鑑賞には創造

活動が含まれ、また自分の理解を示し、共有し、伝えることも含まれます。自

分や他の人の芸術作品を振り返ることで、児童は自身の芸術的な向上や、ま

わりの世界にある、芸術が担う役割についてさらに意識するようになります。
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創造 創造のプロセスは児童に独特の形の意味を伝え、技術的なスキルを高め、創造

的なリスクをとり、問題を解決し、結果を視覚化する機会を与えます。児童

は想像力、素材に関する経験と知識、プロセスを創造的探究の出発点として

活用するように促されます。自分と他の芸術家の作品を関連づけて自分の考

えを伝え、刺激を受けることができます。児童はアイデアを伝え、感情を表

現することで、創造的なプロセスに独自にかつ協力しあって参加します。創

造的な要素は児童が自分自身の興味や信念、価値観を探究し、個人的な芸術

の道に携わる機会を提供します。

関連概念について：	学習を教科の枠をこえた「探究プログラム」（ＰＯＩ）にさらに関連づ

けたり、教科の理解をより深めたりすることができる関連概念が数多くあります。解釈、パ

フォーマンス、創作力、テクニックといった関連概念は、上記の各要素説明に組み込まれ

ています。学校は独自の関連概念をつくることができます。

芸術の重要概念：芸術に関して、私たちは児童に	
何を理解してほしいのか
ＰＹＰの理念の中核をなす原則は、目的をもった体系的な探究は学習の意味や理解を深

める有効な手段であり、意味のある概念に取り組む児童の意欲を駆り立てるものだという

ことです。それを踏まえて、ＰＹＰではそうした探究を支援する手段として、概念に基づ

くカリキュラムにも取り組んでいます。包括的概念または主要概念ごとに効果的にグルー

プ分けできる「重要概念」の集まりが存在し、それぞれが時間や場所、教科の内外を問わ

ず重要性をもっています。

これらの「重要概念」はＰＹＰの枠組みの基本的な要素の１つです。これらの概念だけ

が、探究するに価する唯一の概念であるとはまったく考えられていませんが、れらの概念

を基に、ＰＹＰカリキュラムの中心的存在である、教師や児童による探究を導く効果的な

カリキュラムの構成がつくられます。

この概念を一連の問いの形にすると、児童が扱いやすい、オープンエンド型のすぐに使

えるリサーチツールとなります。探究型の単元を計画する際に、教師や児童がこれらの問

いを状況に合わせて使うと、方向性や目的のある単元が具現化されます。

次の表は一般的な観点と芸術についての観点の両方からそれぞれの概念について説明し

たものです。「重要概念」の詳細な説明は「概念：私たちは児童に何を理解してほしいの

か」のセクションに記載されています。

概念 一般的な観点 芸術についての観点

特徴
それはどのようなものか

すべてのものに認識できる

特徴があり、それらは観察、

特定、説明、分類することが

できる。

芸術は、美術や音楽、言葉、

動き、表現を通して、考えや

感情、概念などを観客に伝え

るコミュニケーションの一

形態である。
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概念 一般的な観点 芸術についての観点

機能
それはどのような働きをす

るのか

すべてのものに目的、役割ま

たは行動様式があり、それら

は調べることができる。

芸術は創造性を使って実践

的、教育的、文化的、個人的

なメッセージを伝える。芸術

家と観客の間に関係が生ま

れ、それにより情報に基づい

た意見や選択が形成される

こともある。

原因
それはなぜそうなのか

物事はただ起こるわけでは

ない。そこには因果関係があ

り、行動は何らかの結果をも

たらす。動作には結果があ

る。

芸術は、世界を創造的に、感

情的に、思慮深く解釈したも

のである。芸術は文化的で、

個人的な体験に影響される。

変化
それはどのように変わってい

るのか

変化とは、ある状態から別の

状態に移るプロセスである。

これは普遍的で必然的なも

のである。

芸術は変化し続ける。世界が

変わると芸術の方法および

手段も共に進化しなければ

ならない。芸術体験は、参加

者や観客の解釈によって変

わる。

つながり
それは他のものとどのよう

につながっているのか

私たちの住む世界は、個々

の要素の活動が他に影響を

与える相互作用システムを

もっている。

芸術は世界共通の言語であ

る。この言語によって私たち

は文化や時間およびそれら

を超えてコミュニケーショ

ンできる。

ものの見方
それにはどのような見方が

あるか

知識は見方によって変わっ

てくる。さまざまな見方はさ

まざまな解釈、理解、発見を

導く。見方は個人、グループ、

文化または学問分野によっ

て異なることがある。

芸術は創造的選択の機会を

可能にする。ある１人の人間

が産み出しているか、組み立

てているか、演じているか展

示しているか、観ているか聴

いているかによって異なる

見方が自然に生じる。

責任
私たちにはどんな責任があ

るのか

人は自分の理解しているこ

とに基づいて選択する。その

結果としてとる行動は違い

を生む。

芸術は力強いメッセージを

観客に伝える。私たちは我々

の解釈は他の人に影響があ

ることを認識しなければな

らない。私たちはまた芸術の

保存や、すべての文化の芸術

を認識し理解させる、積極的

な役割を担わなくてはなら

ない。
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概念 一般的な観点 芸術についての観点

振り返り
どのようにして知るのか

知る方法にはいろいろある。

私たちの出した結論を振り

返り、推論の方法、そして私

たちが検討した証拠の質と

信頼性について考えること

が大切である。

私たちはダンス、演劇、音楽、

美術の要素の習得を通じて

どのように自分たちを表現

してきたか意識して振り返

り、評価し、説明しなければ

ならない。私たちはまた自己

改善していく中で他の人の

パフォーマンスを振り返る。

「重要概念」を表す問いの例
次の表は、教師と児童の間で行う「重要概念」を表す問いの例です。この問いの例は、

探究の構築や枠組みづくりに役立つでしょう。これらは広範な、オープンエンド型の問い

です。こうした問いは調査、議論、詳細かつ熟考された返答を求めるもので、探究主体の

プログラムには欠かせないものです。

概念 教師と児童の間で行う問いの例

ダンス 演劇 音楽 美術

特徴
それはどのよ

うなものか

•	このダンスを

ユニークにす

るものは何で

すか。

•	このダンス・パ

フォーマンス

にある物語は

何ですか。

•	それは何につ

いての劇でし

たか。

•	この登場人物は	

どのように動	

くでしょうか。

•	民謡の特徴は

何ですか。

•	この音楽から

どんな音が聞

こえますか。

•	なぜその題材	

やツールを選	

んだのですか。

•	芸術の要素は

この絵画の中

でどのように

使われている

と説明できま

すか。

機能
それはどのよ

うな働きをす

るのか

•	この音楽にあ

わせて、どのよ

うな動きをし

ますか。

•	動きによって

どのように気

持ちを表しま

すか。

•	あなたが感じ

ていることを

どのように表

現できますか。

•	あなたの声を

使ってどのよう

に海岸の音を

つくれますか。

•	この楽器でど

のような音を奏

でられますか。

•	このサインや

記号はどう歌

うように指示

していますか。

•	あなた自身が

感じている怒

り、悲しみ、幸

せ、驚きをどの

ように表しま

すか。

•	広告には色が	

どのように使わ

れていますか。
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概念 教師と児童の間で行う問いの例

ダンス 演劇 音楽 美術

原因
そ れ は な ぜ

そうなのか

•	このダンス・パ

フォーマンス

の始めと終わ

りの関係は何

ですか

•	その環境はあ

なたのダンス

にどのような

影響を与えて

いますか。

•	なぜその登場

人物はこのよ	

うな姿勢をとっ

たのですか。

•	あなたが気に

入っている登

場人物はだれ

ですか。それは

なぜですか。

•	なぜ一定の拍子

がアンサンブル

の演奏で大切	

なのですか。

•	どの文化からこ

の音楽は来た	

と思いますか。

•	この芸術作品

はなぜつくら

れたと思いま

すか。

•	なぜ人は画廊

を訪れるのだ

と思いますか。

変化
そ れ は ど の

よ う に 変	

わ っ て い る

のか

•	リハーサルと

本番のダンス・

パフォーマン

スの間にある

どのような違

いに気づきま

したか。

•	即興を行うと

き、どのように

空間をつかい

ますか。

•	建設的な批判

はどのように

あ な た の パ

フォーマンス

を向上させま

すか。

•	物語はどのよ

うに始まり、発

展し、終わりま

すか。

•	もしテンポがア

レグロからラル

ゴに変わった	

ら曲はどうな

りますか。

•	変奏（曲）は主

題とどのよう

に違いますか。

•	なぜ、そしてど

のように時代

と共にファッ

ションは変わ

りますか。

•	ニューメディ

アはどのよう

に芸術の実践

に影響を与え

てきましたか。

つながり
それは他とど

のようにつな

がっているの

か

•	ダンスは文化	

間にどのような

結びつきをも	

たらしますか。

•	自分のパフォー	

マンスの向上の

ために、同級生

からのフィード

バックをどの

ように使いま

すか。

•	生のライブ・

ショーとテレ

ビ番組はどの

ように似てい

る、または違	

いますか。

•	物語を通じ私た

ちはどのように

私たちの過去を	

知ることがで	

きますか。

•	楽器の大きさ

は、楽器のピッ

チとどのよう

な関係があり

ますか。

•	この音楽はど	

のようなお祭り

で聞きますか。

•	お祝いの場で

どのように芸

術が役立ちま

すか。

•	色と形を見て	

どんなことを思

い出しますか。
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概念 教師と児童の間で行う問いの例

ダンス 演劇 音楽 美術

ものの見方
それにはどの

ような見方が

あるか

•	バレエを観た

後どのような

気持ちがしま

すか。

•	どの動きが、よ

り習いやすい

ですか。

•	どの登場人物

に共感しまし

たか。それはな

ぜですか。

•	登場人物は今

どんな気持ちだ

と思いますか。

•	この音楽を聴

くとどのよう

な気持ちにな

りますか。

•	この繰り返し

や歌を演奏す

るためにどの

楽器を選びま

すか。それはな

ぜですか。

•	もしあなたが

アリの大きさ

だったら、この

花はどのよう

に見えると思

いますか。

•	ある人の文化

はその人が生

み出す作品に

どう影響しま

すか。

責任
私たちにはど

んな責任があ

るのか

•	この振りつけに

備えるには、何

をする必要があ

りますか。

•	このグループの

メンバー全員に	

安全な動きは	

どれですか。

•	グループが課

題を達成する

ためにあなた

はどのような

ことができま

すか。

•	あなたの登場

人物に対する

解釈はどのよ

うに脚本家の

意図に反映し

ますか。

•	グループ内の

音楽家は、よい

演奏をするた

めにそれぞれ何

ができますか。

•	私たちはどの

ようにこの楽

器を手入れで

きますか。

•	このプロジェ

クトではだれ

に話し、だれと

かかわる必要

がありますか。

それはなぜで

すか。

•	どの材料が芸

術作品にリサ

イクルできる

と思いますか。

それはなぜで

すか。

振り返り
どのようにし

て知るのか

•	異なる文化に

ついてもっと

知るために、ダ

ンスはどのよ

うに役に立ち

ますか。

•	どのように基

準を使ってあ

なたのダンス

を向上させま

すか。

•	あなたが習っ

たことをどの

ように表現で

きますか。

•	私たちは異な

る見方をする

とき、どのよう

に問題を解決

できますか。

•	あなたの作品

に合った楽器

や音源を選び

ましたか。なぜ

それは合って

いる、または

合っていない

のですか。

•	この曲のテン

ポはなぜ作品

の雰囲気や歌

詞に適してい

るのですか。

•	これらの材料は

あなたの課題に

最も適してい	

ますか。それは

なぜですか。

•	興味深いデザ

インを生み出

すものは何で

すか。
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芸術における総合的な達成目標
ＩＢ資料（英語版）『Arts scope and sequence（芸術の学習範囲と順序）』（2009年刊行）は、

学習は発達のプロセスであり、学習者が通るフェーズは必ずしも直線的な関係にはなく、

年齢にも関係ないという認識に基づいてつくられました。このため、その内容は評価測定

表内に、芸術の学習における２つの要素である、鑑賞、創作ごとにそれぞれ示されていま

す。それぞれの要素に、要素の説明と一連の総合的な目標があります。総合的な目標は、

要素内のそれぞれのフェーズごとに発達する概念理解とそれに続く学習をまとめています。

それぞれの評価測定表の内容は４つの発達フェーズに整理されています。この発達

フェーズは、ＰＹＰ校の児童に適した学習を説明することを目的としており、子どもの発達

にはこの資料で説明されているものより、さらに早期および後期のフェーズがあることも

認識されています。教師は、後期のフェーズで詳しく説明されている新しい概念や知識、

スキルを導入する一方で、早期のフェーズで築かれた理解を構築していくよう努めなけれ

ばなりません。

測定評価表は、それぞれのフェーズで発達している概念理解を明確にしています。これ

らの理解の発達は、各フェーズに伴う学習の成果が支えています。学習の成果は、児童が

どのように芸術を通して意味を構築し、作成し、共有しているかを教師に示す観察可能な

行動または活動として記録されます。したがってこれらは診断ツールであり、また将来の

発達に向けた計画に情報を与える手段でもあります。

「学習範囲と順序」では、ＰＹＰで適切と思われる総合的な目標も明らかにしています。

ここで説明されている総合的な目標はプログラムの要件ではありませんが、学校は、ＩＢ

資料『プログラムの基準と実践』（2014年刊行）にある基準Ｃ 2.4b で述べられているよ

うに、「学校の『学習範囲と順序』の文書に示された児童の到達度に関する総合的な目標

は、ＰＹＰの『学習範囲と順序』の文書において表されている到達目標と一致しているこ

と」に留意する必要があります。

このような判断	を行う上で、また、ＩＢ資料（英語版）『Arts  scope  and  sequence（芸術の

学習範囲と順序）』（2009 年刊行）には幅広く一般論として総合的な目標が提示されているこ

とから、各学校においては「学習範囲と順序」資料の慎重な検討が推奨されます。

鑑賞

フェーズ１
学習者は、さまざまな芸術の形態は、楽しむための表現の方法であると理解します。ダン

ス、演劇、音楽、美術は、象徴や描写により意味を伝えることを知ります。さまざまな芸

術形態の観客になるという概念があり、他の人と芸術を共有するという認識を示します。

自分や他の人の作品を含め、さまざまな形態の芸術を解釈し、鑑賞することができます。
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フェーズ２
学習者は、考え、感情、経験は芸術を通じて表現することができることを理解します。

自分の芸術実践や芸術作品は他の人のものとは異なることがあると認識します。自分自身

の芸術作品の作成段階を振り返り、学びはじめます。芸術は特定の観客を念頭に置いてつ

くられることを認識します。

フェーズ３
学習者は、課題、信念、価値観は芸術の中で探究することができることを理解します。

異なる文化、場所、時代に、類似点と相違点があることに理解を示します。自分の作品を

分析し、見直す箇所を識別し、その質を向上させます。児童は自分が知っていることに基

づいた方法で芸術を解釈し、私たちの世界における芸術の役割を理解します。

フェーズ４
学習者は、異なる文化、場所、時代を通して人々が芸術の新しい方法を改革し、つくって

きたことを理解します。異なる芸術形態を分析し、共通の、または繰り返し起こるテーマ

や課題を識別できます。芸術を楽しみ解釈するいろいろな方法があることを認識します。

他の人からのフィードバックを受け入れます。

創作

フェーズ１
学習者は、ダンスや演劇、音楽、美術といった芸術作品の創作により自分を表現できる

ことを理解します。芸術創作は自分で、または他の人と共に取り組むことができることを

理解します。芸術の創作に影響を与えるひらめきは、自分の経験や想像から生まれること

を認識します。作品にある意味を伝えるために象徴や表現を使うことを認識します。

フェーズ２
学習者は、考えや感情、経験を伝えるために芸術を使うことができると理解します。自

分の作品の中で、伝えたい意味を深め、他の人がもっと楽しめるようにする方法を取り入

れます。自分の作品が他の人からのさまざまな反応を引き出せることを認識します。さま

ざまな芸術の形を創作する際、単独および共同で取り組むことの意義を理解します。

フェーズ３
学習者は芸術家として、自らが創作した芸術を通して、考えや行動に影響を与えること

ができることを示します。自分の作品について批判的に考え、自分の興味、信念、価値観

が創作作品に影響を与えることを認識します。自分と他の人の作品の間にある関係に理解

を示します。
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フェーズ４
学習者はダンスや演劇、音楽、美術における自分の創作作品は、さまざまな形に解釈さ

れ理解されることを理解します。異なるメデイアを探究し、芸術に取り入れます。学習者

は、自分の作品を向上させるために、他の人からのフィードバックを考慮します。芸術の

創作は、創作プロセスにおける達成感だけではく、世界を理解する方法を得る達成感も与

えることを認識します。




